















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　超あとがき







超はじめに




　えー、毎度おなじみきくたけでございます。

　昨年開幕した、『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ（以降、ＡＲ２Ｅ）』の新リプレイ『シュヴァルツ』シリーズの第四巻をここにお届けしましょう！　今まで『ＡＲ２Ｅ』リプレイを知らなかったというあなたも、ぜひぜひこれを機に手に取ってくださいませ。




　では、そもそもＴＲＰＧを知らず、本書を手に取られた人のために少しお話をば。

　最初に言っておきますと、本書に収録されているのは、富士見書房から発売中のＴＲＰＧである『ＡＲ２Ｅ』を使用した〝リプレイ〟と呼ばれるものです。




　……ＴＲＰＧってなんだ？

　…………『ＡＲ２Ｅ』とは？

　………………それに、りぷれいって？




　こんな言葉に耳慣れていない方のために、軽く解説しておきましょう。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table talk Role-PlayingGame) の略称で、その名のとおりゲームの一種です。

　ＭＭＯＲＰＧ───いわゆる大規模ネットワークＲＰＧのごとく、プレイヤーは自分のキャラクターをひとり創って（これをＰＣ、プレイヤーキャラクターと呼ぶ）操り、仲間と一緒に冒険や物語を楽しむ遊びです。

　ただ、コンピュータやゲーム機が必要なく、代わりに参加者のひとりがゲームマスター（以降、ＧＭ）という立場になり、物語の進行管理を行ないます。

　今、ＰＣがどういうシチュエーションにおかれているのか？

　どんなイベントが発生したのか？

　出現したモンスターは、誰をどのように攻撃するのか？

　物語の途中、ＧＭは脇役キャラを演じてＰＣを助け、また時にはモンスターを操り、行く手を阻みます。敵も味方も、ＧＭの担当となるわけです。

　戦闘の勝敗や、ＰＣの行動の成否は、ＧＭの指示のもと、ダイス（サイコロ）を用いて行なう判定によって決定されます。

　強いて言うなら、このＧＭがゲーム機役と考えてもいいでしょう。

　ＧＭの説明を聞いたプレイヤーは、自分のＰＣにどんな行動をさせるかを決め、それをＧＭに返し、その結果がどうなるかをＧＭが再びプレイヤーたちに返していく。この積み重ねによって、みんなでストーリーを進めていくわけです。

　仲間同士で、アドリブで演劇をするような雰囲気が近いかもしれません。

　ＴＰＲＧにはシミュレーションゲームのような勝ち負けはありません。参加者みんなが、その物語や扱ったキャラクターを楽しむことができれば〝勝ち〟と言えるでしょう。

　そして、ＴＲＰＧを遊んだ風景を文章に書き起こしたのが〝リプレイ〟です。

〝リプレイ〟は、ちょっと口では説明しにくいＴＲＰＧという遊び、その遊び方やプレイしている雰囲気を伝えるのに最適な手段なのです。

　本書を読んで、「面白い！」、もしくは「ＴＲＰＧを遊んでみたくなった！」という方は、ぜひともこの本を友人にも読ませて、遊び仲間を開拓してみてください。

　なお、今回のリプレイでは、私が執筆する〝黒（シュヴァルツ）〟と、『ＡＲ２Ｅ』のシステム＆ワールドデザインを手がけた久保田悠羅くぼた・ゆうらが担当する〝白（ヴァイス）〟という二シリーズが、さまざまな関わりを持ちながら進行していくという、ちょっと特殊な進行を取っています。もちろん、本『シュヴァルツ』シリーズのみ読んでも楽しめるようにできてはいます───が！　やはり両方そろえて読んでいただけると、その面白さが増すことうけあいです。もし、本書を読んで興味を持たれましたら、ぜひとも『ヴァイス』も手に取っていただけると感激です。

　このリプレイで使用されているＴＲＰＧ 基本ルールブックは、富士見書房から発売されている文庫判ＴＲＰＧ『ＡＲ２Ｅ』および、その関連商品となります。

　本書を読んで、「お？　ＴＲＰＧって面白そうだ」と思われたら、ぜひとも（まずは）基本ルールブックを手に入れ、遊んでみてください！　これらは全国書店、並びにゲームショップにて絶賛発売中でございます。

　関連書籍については、以下のサイトで紹介されていますので、そちらを見ていただけると幸いです。




富士見書房(※）

　http://www.fujimishobo.co.jp/

富士見ＴＲＰＧポータル（※）

　http://www.fujimi-trpg.jp/

FEAR online

　http://www.fear.co.jp/




※富士見書房および富士見ＴＲＰＧポータルは、二〇二二年現在サービスの変更にともない次のサイトに移動しています。

https://fujimi-trpg-online.jp/




　では、説明が終わったところで本編の方に参りましょう！







これまでのあらすじ




　聖せい暦れき一〇一〇年───物語はエリンディル西方にある寒村・ブリギット村から始まった。

　村に住む少女・ミラが聖せい都とディアスロンドへ旅立ったその日、ブリギット村は妖よう魔まの襲しゆう撃げきを受けた。祖そ父ふグランジとともに村で暮くらすシェフィルは、その事件の最中、〝漆しつ黒こくの薔薇ばらの刻こく印いん〟を身体に刻きざみ込こまれ、三六五日後に死し亡ぼうする〝ゾハールの呪い〟に冒されてしまう。呪いを解くため、そして村を守るため、シェフィルは幼なじみたちとともに故郷を旅立つ。

　出立した一行はディアスロンドを訪ね、ミラと再さい会かいするも、彼かの女じよは意い識しきを失い倒たおれてしまう。ミラも薔薇の刻印を持つ巫女みこ、しかも呪いが進行し、死が六〇日後まで迫せまっていたのだ。

　ミラを救うため、〝ゾハールの呪い〟を打ち破る〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟を求めるシェフィルたち。彼らは未だ所在が明らかになっていなかった最後の〝薔薇の武具〟マビノギオンをゾハール教団が確保していることを突き止めるも、かつての恩師であり、裏切り者のロイドに先を越されてしまう。シェフィルたちはロイドを追い、彼との戦いに勝利し、マビノギオンを手に入れる。そして、死にゆくロイドから娘を託される。娘の名はオフェーリア。彼女こそが今まで謎に包まれていた、四人目の〝薔薇の巫女〟だった。

〝薔薇の武具〟と〝薔薇の巫女〟のすべてが舞台に上がり、物語の最終章が幕を開ける。
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆試練




　某月某日。私わたしこときくたけは、久保田悠羅くぼた・ゆうらと打ち合わせをしていた。

　久保田悠羅は『シュヴァルツ』シリーズと対をなす、『ヴァイス』シリーズの筆者だ。

『シュヴァルツ』最終巻の内容を決定する上で、彼の意向を受け止める必要があるからだ。




「さて、『ヴァイス』が三巻で無事に完結し、『シュヴァルツ』も最終巻を迎むかえることになったわけだが……。最終巻のシナリオを作成するのに、ゆーらさんからなにか要望はある？」

「私からの要望はひとつだけですね。プリミラが〝ゾハールの呪い〟に抗あらがうために、最終決戦に参加できるようにしてほしい、ということです」




　プリミラは『ヴァイス』シリーズの主人公で、〝白き薔薇の巫女〟となった少女のことだ。彼女もまた新しい〝薔薇の巫女〟の物語の主役のひとりである。

『ヴァイス』では、キャンペーンヒロインのセシリーこそ助けたものの、プリミラ自身に掛けられた〝呪い〟に関しては未解決……このままでは、彼女は死亡してしまうのだ。




「プリミラに関しては最初からの想定だし、問題ない。参加してもらおう」

「あとキュリアにも参加してもらうといいんじゃないかと。親密なキャラクターがひとりいた方がいいでしょうし。実はちょっと面白い設定を考えまして……」（ごにょごにょ）

「ほうほう……なるほど。では、それは採用で！　となると、六人でセッションすることになるな。それぞれが活躍するイベントを考えないかんが……どうしようか？」

「プレイヤーの私に聞かないでください」

「……待てぇいっ!?　じゃあ、〝ゾハールの魂たましい〟とか〝魂の保管場所〟とか『ヴァイス』で出てきた要素はどうするんだよ！」

「お任せします！」

「丸投げか……っ!?」




　六人のＰＣへの対処、ファンブックで登場したゼロやミラの扱い、〝ゾハールの魂〟をどう処理するか……仕様てんこもりだが、ここまできたらやるしかないのである。

　シナリオやデータ作成に、日々の業務……慌あわただしく時間は過ぎていき───。







◆PrePlay02◆最終章開幕




　そんなこんなで収しゆう録ろく日び当日はやってきた。

　リプレイの収録現げん場ばとなったのは、KADOKAWA本社にある会議室のひとつだ。

　いつも使っているＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室では、六人のプレイヤーを相手にするには少々手狭だったのだ。

　椅子もふかふか、机もはてしなく広いこの会議室に、『シュヴァルツ』シリーズでおなじみとなった面々に加え、ふたりのゲストが笑顔を湛えていた。

　それではまず、参加者の面々を紹しよう介かいしていこう。




きくたけ

　本名は菊きく池ちたけし。

『アリアンロッド』を始めとして、『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊かん）など、ＴＲＰＧを糧かてに生きるゲームライター。

　とにかく読者を驚おどろかし、笑わし、泣かせることに命を懸かけている。いかに読者の予想の斜ななめ上うえを行くか、考えるのが日課。

　本リプレイでは、ＧＭと著ちよ者しやを務つとめる。




小暮英麻こぐれ・えま

『ナイトウィザード The ANIMATION』（緋室灯ひむろ・あかり、アンゼロットの二役）、『To Heart2』（まーりゃん先せん輩ぱい役）など、多た彩さいな役を演えんじる女じよ性せい声せい優ゆうさん。

『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』の他、数多くのリプレイに参加しているベテランプレイヤーでもある。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．がお送りしているウェブラジオ『ふぃあ通』のパーソナリティとしてもおなじみだろう。




荻原秀樹おぎはら・ひでき

　ティーズファクトリー所しよ属ぞくの男だん性せい声優さん。主な出しゆつ演えん作さくは『あの夏で待ってる』（石垣哲朗いしがき・てつろう役）、『らぶドル～ Lovely Idol ～』（藤沢智弘ふじさわ・ともひろ役）などがある。その他、インターネットラジオのパーソナリティや、トークライブなどでも活かつ躍やくしている。

　ＴＲＰＧ方面では、『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』シリーズにプレイヤーとして参加した。

　その外見とは裏うら腹はらに、ちょっぴり寂さみしがり屋やさん。

　うん、ちょっぴり。




久保田悠羅

『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』のシステムデザイナーとワールドデザイナーを兼けん任にんする男。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社内において、もっとも大人と言われているが、不意に「うにゅう」などと鳴くから油ゆ断だんできない。

　代表作に『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズ、『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』シリーズなどがある。

　また、本リプレイと対になる『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』のＧＭ兼けん執しつ筆ぴつも彼かれの担たん当とうだ。




上村彩子うえむら・あやこ

　フリーランスの女性声優さん。ＡＫＢ48のチームＫに所属していたことがある。

　出演作は『惡あくの華はな』の木下亜衣きのした・あい役、iPhone／Android用アプリ『乙おと女めぶれいく！』の早乙女乙芽さおとめ・おとめ役など。また、ＴＶ番組『絆きずな体感ＴＶ　機動戦士ガンダム　第07板倉小隊』の一期、二期にも出演していた。ゲームとチョコレートが好き。

　今回は『ヴァイス』シリーズのＰＣのひとり、ためらいつつも前向きに進む冒ぼう険けん者しやプリムことプリミラ・ヘッジホッグでの参戦となる。




小こ島じまめぐみ

　オフィス ワタナベ所属の女性声優さん。声優事じ務む所しよ、ＴＲＰＧのプレイヤーとしても上村さんの先せん輩ぱいに当たる。

　出演作は『ふしぎ星の☆ふたご姫ひめ』のファイン役、『SKET DANCE』の真理子役など。ＴＲＰＧのリプレイでプレイヤーを担当すると、何故なぜだか三下っぽくなってしまうという不思議な特とく徴ちようを持つ。

　リプレイ『ヴァイス』からの出しゆつ張ちようで、タコの使い魔まを持つエルダナーン、キュリア・ルピレイでの参加となった。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、『シュヴァルツ』四巻かんの収録を始めよう！　よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす（笑）。

ＧＭ：さて、すでにわかっていることと思うが、今回は『ヴァイス』『シュヴァルツ』の混こん成せいメンバー───プレイヤー六人でセッションを行なう。ギルドは、『シュヴァルツ』組のギルド〝エーデルワイス〟に、『ヴァイス』組のふたりが仮かり加か入にゆうしてもらう予定だ。

小島＆上村：は～い。

ＧＭ：ではここで、『シュヴァルツ』と『ヴァイス』……これまでのストーリーについて軽くおさらいしておこうか。まず『シュヴァルツ』だが───。

天：ロイドを殺した！

小暮：すべての諸しよ悪あくの根こん源げんだった！

ＧＭ：ちげぇだろ！　ていうか、いろいろとはしょり過すぎ！（笑）

小島：えーっと……最後の〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟マビノギオンを手に入れるために、シェフィルさんたちは、ロイドさんと戦ったんでしたよね。

[image: ]

ＧＭ：そうそう。ゾハール教きよう団だんが回かい収しゆうしていたマビノギオンを、ロイドが奪うばい取とり、それを餌えさにシェフィルたちを誘さそい出だした。そして、自分の娘むすめを救うために〝黒の刻こく印いん〟が必要なことを話し、戦いを挑いどんできた。

天：そうだった。娘のためならどんな犠ぎ牲せいを厭いとわない、かなりの外道っぷりを発はつ揮きしていた。

ＧＭ：〝黒の刻印〟を奪うばい、さらに他の〝薔薇の巫女みこ〟を皆みな殺ごろしにしてでも、娘を助けようとしていたからな。だが、戦いはシェフィルたちの勝利で終わった。そして、敗北したロイドは娘───オフェーリアのことを託たくして死んだんだ。

[image: ]

上村：でも、そのオフェーリアさんも、〝ゾハールの呪のろい〟に冒おかされていた……。というのが判はん明めいしたところで、前回は終わってますね。

小島：オフェーリアさんに〝黒の刻印〟があるのは、昔の〝黒き薔薇の巫女〟が、瀕ひん死しだった彼かの女じよを助けるために、力の半分を分わけ与あたえた影えい響きようでしたっけ。

ＧＭ：そうそう……って、なんで『ヴァイス』組の方がくわしいんだ（笑）。

小島：リプレイ読んで勉強してきましたから！（胸むねを張はる）

ＧＭ：すばらしい。そんなわけでシェフィル、プリミラ、ミラ、そしてオフェーリア、合計四名の〝薔薇の巫女〟の存そん在ざいが確かく認にんされた。このままでは全員が〝ゾハールの呪い〟によって三六五日で死ぬ。呪いの掛けられた〝巫女〟がただひとりにならない限り、ね。これが基本的な設定だな。

天：（妙に渋い口調で）ただ、ミラとオフェーリアは、他のふたりよりも呪いが進行していて、あと五〇日ほどしか生命の猶ゆう予よが残っていない。この状じよう況きようを回避するには、〝巫女〟がひとりになるまで殺しあうか、もしくは殺し合うか、はたまた殺し合うか───。

一同：なんでだよっ!?（大爆笑）

荻原：前の巻で解決法のヒントは出たじゃないですか！（笑）

小暮：そうだよクロちゃん！　みんなで殺し合いをするしかないよ！

荻原：そうだよ！　そうじゃないよっ!?（一同大爆笑）

小暮：どっちよっ！（笑）

ＧＭ：（笑いを噛み殺しながら）グダグダだ……（笑）。

久保田：それじゃあ、次は『ヴァイス』の方をおさらいしましょうか（笑）。

ＧＭ：『ヴァイス』三巻は、プリミラの妹セシリーを助けるために奔ほん走そうした話でした。

上村：セシリーに〝白の刻印〟が出てたのが魔ま族ぞくの陰いん謀ぼうだって判明して、その魔族を倒たおして事じ態たいを解かい決けつしました！

久保田：ちなみに、その魔族の陰謀というのが〝ゾハールの魂たましい〟をセシリーに宿し、ゾハールを蘇らせて操ろうとしたというものです。

小暮：〝ゾハールの魂〟？　それ……ロイドが言ってたやつ？　それを破壊すれば、〝呪い〟は解けるって言ってたよね。

ＧＭ：うん。

小暮：きくたけさん。

ＧＭ：うん？

小暮：すごい、ちゃんと繋がってる……（笑）。

ＧＭ：ははは、キミが想像以上に俺を見くびっていることがよくわかった。

小暮：えー、尊敬してますよぉ♪（←輝ける笑顔）

小島：でも、プリミラの呪いはまだ解とけてないままなんですよね。

久保田：ですです。それで今後どうしようか、と悩なやんでいたところに、ディアスロンドからの召しよう喚かん状じようを携たずさえて、プリミラの姉であるアメリアが帰き還かんした……というところでお話は終わっています。
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ＧＭ：今回、『ヴァイス』組のふたりは召喚状が届とどいてから数日後、再さい度どグランフェルデン大だい神しん殿でんに集まるところから始まることになる。

小暮：他に聞いておいた方がいいことは？　ファンブック関係とか。

ＧＭ：ああ、そこは話しておいた方がいいな。『アリアンロッド』のファンブック、その第五弾『ロストソング』には、ゼロを主人公としたリプレイが掲載される予定だ。タイトルは、「ゼロと白霧に響く双歌」……の予定。




　本セッションの段階で、『アリアンロッド２Ｅファンブック　ロストソング』は、未発売である。現在（本書発売時）では、すでにリリース済みだ。




ＧＭ：このリプレイは、だいたい『シュヴァルツ』第三巻とほぼ同じ時間軸の話でね、ミラの〝歌〟が主題になっている。

小島：歌？

ＧＭ：そう。ミラには、強い力を秘めた古代の〝歌〟を受け継いでるという設定があってな。それは、竜を祓う力を秘めているんだが、それはふたつの旋律から成っている。ミラはその片方だけを受け継いでいるんだわ。

上村：かっこいい設定（笑）。

ＧＭ：うん（笑）。で、ファンブックでは、ふたつの旋律を蘇らせ、ひとつの歌を完成させるという冒険が繰り広げられた。

上村：美しい話ですね！

ＧＭ：なお、天と久保田は別のキャラでそのセッションにも参加してるぞ。……憶えてる？

天：もちろんだ。愉快なシャーマンが爆散した。

久保田：サンタが乗るのはソリ。

上村：なにを言ってるのかわからない……（笑）。

久保田＆天：読めばわかるっ！（笑）

小暮：（笑）。で、ミラちゃんが冒険しているってことは……。

ＧＭ：うむ。『シュヴァルツ』二巻で昏睡状態になった彼女は、ファンブックのリプレイの中で意識を取り戻したということだ。

小暮：冒険から帰ったらミラちゃんが復活してるとか、シェフィル的にはびっくりだよ！

荻原：（笑）。まあ、前ぜん提てい条じよう件けんはだいたいわかりました。

ＧＭ：おさらいはこんなところだな。じゃあ、今回予告に入ろうか！




●今回予告

　すべては、八〇〇年も前に始まったことだった。

　シェフィルの腕うでの中に在あるのは、もうひとりの〝黒き薔薇の巫女〟オフェーリア。

　呪いはシェフィルよりも早く、確かく実じつに少女とミラを蝕むしばんでいく。

　世界の何処どこかにある、ゾハールの魂を破は壊かいするより他、巫女全員の生命を救う術すべはない。

　情じよう報ほうのひとつもなく、絶ぜつ望ぼうする中───。

　一行の前に現あらわれたのは、ふたりの少女だった。




『アリアンロッド・リプレイ・シュヴァルツ』

　　　　　───みっしょん04「シェフィルと白銀の祈り」




　……これは、薔薇の刻印を刻きざまれた者たちの物語。




天：このふたりの少女が『ヴァイス』組のプリミラとキュリアか。

ＧＭ：正解（笑）。……次はシナリオハンドアウトを読み上げよう。今回は〝エーデルワイス〟と〝ヘッジホッグ〟それぞれのギルド用のものを用意した。




●〝エーデルワイス〟用ハンドアウト

コネクション：オフェーリア　　　関係：庇ひ護ご

　ロイドは倒たおれ、キミたちの手には小さな少女・オフェーリアが残された。

　その肩かたにある〝黒の刻印〟は今、確実に彼女の身体を蝕んでいた。

　このままでは、みんな死ぬ。

　事態を打だ破はするためにも、情報を手に入れなくてはならない。

　八〇〇年前の事じ件けんを知る者───キミたちには、心当たりがあった。




荻原：八〇〇年前のことを知る者……誰だれだろう（笑）。

久保田：イリスは記き憶おくをなくしてるからねぇ。

天：しょうがないなぁ、イリスくんは。

荻原：す、すみません（笑）。

久保田：まあ、八〇〇年前という時点で、キャラクターは絞しぼられるので、だいたい誰かは予想はつきますけども（笑）。私は菊池さんが大好きな、あのキャラクターだと思います。

小島：今ので私もわかった気がします！

上村：あ、私もです！

ＧＭ：答え合わせは本編でやろうか（笑）。じゃあ次。〝ヘッジホッグ〟用のハンドアウトだ。




●〝ヘッジホッグ〟用ハンドアウト

コネクション：神しん竜りゆうゾハール　　　関係：憎悪

　セシリーを救ってなお、問題は残されていた。

　プリミラを蝕むゾハールの呪い……これは一年と経たずにプリミラの生命を奪うばうだろう。

　そんな折り、プリミラとキュリアはグランフェルデンより呼よび出だしを受けた。

　そこで得た情報は、ふたりに希望を与あたえるものだった。




ＧＭ：という感じで、神しん殿でんから情報を与えられて、〝エーデルワイス〟とスムーズに合流してもらおうという仕組みになっている。

上村：おお！　それなら、情報をもらいましょう！

小暮：もってくるのは情報だけ？

上村：え？　え？　えーと……戦力としても役立てるよう、気合いれて行きますよ！

荻原：上村さん、いい人だなぁ（笑）。

ＧＭ：んじゃ、シナリオハンドアウトを配ったところで、次はキャラクターの成長をしていこうか！

一同：はーい。




　プレイヤーたちは、ルールブックやサプリメントを開き、自分のＰＣを成長させていく。

　成長開始から一時間後───。

　無事にキャラクターの成長は完了したのであった。




ＧＭ：それじゃあ、まずはシェフィルから成長報告を頼む！




●シェフィル（10レベル）の場合

小暮（以下、シェフィル）：シェフィルです。10レベルになって、メインクラスが上級クラスのウォーロードになりました！

荻原：おお、カッコイイ！

シェフィル：スキルは、命中と【行こう動どう値ち】を上げる《ビートダウン》、命中を上げる《コンバットマスタリー》、二回攻こう撃げきができるようになる《ストラグルクラッシュ》を新しん規き取得しました。それから、《デュアルアロー》のレベルも上げました。

ＧＭ：攻撃面がかなり強化されたね。

シェフィル：はい。さらに、《ボルテクスアタック》の使用回数を増ふやす《バイオレントヒット》も取ったので、切きり札ふだの使用回数が増えました。

ＧＭ：一いつ般ぱんスキルはどう？

シェフィル：【最大ＭＰ】を増やす《インテンション》を新規取得しました。

ＧＭ：なるほど。

シェフィル：装そう備びは、装そう身しん具ぐがファイターズジュエルになりました。《バッシュ》の命中判定とダメージにボーナスが入ります。以上です。

ＧＭ：了解。んじゃ、次はイリスだな。




●イリス（10レベル）の場合

荻原（以下、イリス）：イリスも10レベルになりました。メインクラスが、パラディンになりましたよ！

久保田：イリスも強くなりましたねぇ。

イリス：スキルは、まず、《ホーリーアタック》を取得！

天：これで、イリスは、セットアップで《ホーリーウェポン》を自分にかけられるようになったんだな（笑）。

イリス：それから、《ワイドプロテクション》を取ったので、《プロテクション》を範はん囲い（選せん択たく）にかけられるようになりました。

ＧＭ：イリスは防ぼう御ぎよ系けいを強化する成長をしたのかな？

イリス：いえ、《スマッシュ》を新規取得したり、《ウェポンルーラー》や《シールドストライク》のレベルを上げたりしてます。

ＧＭ：なるほど。攻こう防ぼうともに強化したのか。

イリス：はい。一般スキルは、リアクション時の【精せい神しん】判定にボーナスが入る《ベアアップ》を取得しました。

ＧＭ：装備に変へん更こうはある？

イリス：はい。右手に持っていた盾たてが、ビッグウォールになりました。

久保田：大きな盾だから、［スリップ］を受けないんだよね。

イリス：ええ。そして、補ほ助じよ防ぼう具ぐがルーンポイントアーマーになりました。その結果、所持金がマイナス二一七五Ｇになりまして……借金まみれの生活です（一同爆笑）。




●カナデ（10レベル）の場合

久保田（以下、カナデ）：カナデです。メインクラスがウィザードになりました。

ＧＭ：スキルはどうなった？

カナデ：魔ま法ほう攻撃のダメージを上げる《ブーストマジック》と、ウィザードが使える〈氷〉属ぞく性せいの魔法《コキュートス》を新規取得しました。

ＧＭ：なるほど。

カナデ：それから、《ディスコード》、《バラード》のレベルを上げました。一般スキルは《トレーニング：感知》を取得しました。

ＧＭ：カナデは支し援えん系を伸のばした感じだね。

カナデ：装備は、武ぶ器きがアブソリュートスタッフに、頭部防具がアミュレットハットになりました。これで、魔ま術じゆつの判定やダメージにボーナスがちょこっとつくようになりました。以上です。




●クロヴィス（10レベル）の場合

天（以下、クロヴィス）：メインクラスがエクスプローラーになったぞ！

ＧＭ：おめでとう。

クロヴィス：スキルは、シナリオ中に１回だけリアクション判定のダイスのうち１個こを無む視しする《タングル》、ダメージを与あたえたら［恐きよう怖ふ］を追加する《ディストラント》、判定に勝利すれば相手の攻撃を失敗にさせることができる《ストップトラップ》を新規取得した。

ＧＭ：ＧＭにとっては嬉うれしくないスキルばかりな気がするぞ（笑）。

クロヴィス：はっはっは。《サンドクラウド》《フォッグミラージュ》《タングル》のいずれかの使用回数を回かい復ふくさせる《ファストチャネル》も新規取得してある！　さらに、【敏びん捷しよう】判定にボーナスがつく《インテュイション》を取った。

ＧＭ：一般スキルは？

クロヴィス：一般スキルは、リアクションにボーナスがつく《フェイス：ブリガンティア》を取得。これで、回かい避ひ判定は、最大で４Ｄ＋23になった！

ＧＭ：それはすごい。

クロヴィス：装備は、右手武器がスタンウィップになった。これで、俺おれの攻撃が当たると［スタン］［放心］［衰すい弱じやく］［縛ばく鎖さ］［恐怖］が追加されることに（笑）。

イリス：バッドステータスが五種類も！

ＧＭ：嫌いやがらせか!?（笑）

クロヴィス：ついでに、神しん聖せいヴァンスター帝てい国こく名物のフィッシュ＆チップスを６個購こう入にゆう。

ＧＭ：……フィッシュ＆チップスの効こう果かってなんだっけ？

クロヴィス：【最大ＨＰ】が＋１される。だから、今回のＰＣ６名が一堂に会したとき、俺は全員にフィッシュ＆チップスを振ふる舞まうのだ！（笑）




●プリミラ（10レベル）の場合

上村（以下、プリミラ）：プリミラです♪　メインクラスがウォーロードになりました！

ＧＭ：今日はウォーロードがふたりいるんだな（笑）。

プリミラ：そうですね。スキルは、両手剣けんの命中判定に＋１Ｄの《アームズロジック：両手剣》、命中判定の達成値に＋１される《フェイス：アーケンラーヴ》、武器攻撃のダメージに＋１Ｄの《レイザーシャープ》、攻撃のダメージを上げる《ファイアステップ》を取りました。

ＧＭ：攻撃に重点を置いた成長だね。

プリミラ：ええ。６体に白兵攻撃を行なう《ブランディッシュ》、《バッシュ》を「対象：６体」「射しや程てい：至し近きん」に変更する《リバウンドバッシュ》、同じ対象に《バッシュ》を２回行なって２回目の攻撃のダメージに＋２Ｄする《ストラグルクラッシュ》を取ったので、かなり強くなりましたよ！　成長報告は以上です。




●キュリア（10レベル）の場合

小島（以下、キュリア）：キュリアです。メインクラスがソーサラーになりました！

ＧＭ：キュリアはソーサラーの道を選んだか……。

キュリア：はい。スキルは、いろいろ取りました！　まず、サモナーのスキルの効果にボーナスが入る《グレートサモナー》や《マジックサークル》を取りました！

ＧＭ：サモナーのスキルが強化されたのか……。

キュリア：それから《ランニングセット》を取ったので、ムーブアクションでマイナーアクションのスキルを使えるようになりました。また、《ダブルキャスト》を取ったので、魔法二回攻撃ができるようになりましたよ！

ＧＭ：攻撃面が強化されたね。

キュリア：それだけじゃありません。【ＨＰ】を回復させる《サモン・シームルグ》、ダメージを軽けい減げんする《サモン・アラクネ》も取得したので、攻防ともに強くなりました！

ＧＭ：一般スキルは？

キュリア：クリンナップでポーションが使用できる《フックダウン》を取りました。
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●ギルドの成長

ＧＭ：さて、次はギルドの成長だ。レベルが１上がったから、ギルドサポートを新規取得できるよ。

シェフィル：前回、《防ぼう衛えい部隊》を取ったから、今回も××部隊って名前のがいいな。

イリス：《最後の力》とかじゃなくていい？

シェフィル：そんな弱気な名前のギルドサポートなんかいらない（断言）。

カナデ：《突とつ撃げき部隊》はどう？　ダメージが上がるから、使えると思いますよ。

クロヴィス：俺は《蹂じゆう躙りん作戦》がいいと思うんだけどな。

イリス：なんですか、それ。

クロヴィス：街とかを壊かい滅めつさせるギルドサポート。そうそう！　ゾハールがなにかする前に俺らがやっちまって……「ゾハール君、あそこは既すでに更さら地ちだが、それでもなにかするつもりかね？」ってふんぞり返る（笑）。

ＧＭ：それじゃあ、ＰＣの方が悪役じゃないか！（笑）

シェフィル：それカッコイイ！　それにしよう！（爆笑）

カナデ：つ、使いどころがなさそうですよ？（笑）

シェフィル：使えなくてもいい！　わたしたちは演えん出しゆつに生きるってことで！（笑）

カナデ：ちなみに《蹂躙作戦》の本当の効果は、エキストラを無む効こう化かさせる、もしくは、ＧＭが使用した《蹂躙作戦》をキャンセルする……ですからね？

クロヴィス：ゾハールが《蹂躙作戦》で街を滅ほろぼそうとしたら、俺らが対たい処しよできるって話だ。

ＧＭ：……私わたしは、今回ゾハールが街を滅ぼすとか、そういう話はしてないと思うのだが。

シェフィル：ゾハールがなにもしてこなかったら、わたしたちが事件を起こしちゃえばいいのよ（一同爆笑）。

プリミラ：……シュヴァルツって、本当に黒いギルドなんですね（笑）。

ＧＭ：『シュヴァルツ』はリプレイのシリーズタイトルだからね？　ギルド名は〝エーデルワイス〟で、しかも白い花なんだが……（笑）。

カナデ：あとは……《結束》とか、どうでしょう？

シェフィル：《結束》なんていらない。だって、わたしたちの心はもう繋つながってるから！

イリス：無理にいい話にしようとするなよ！（笑）

シェフィル：やっぱり、「わたしたち、結束するわよ！」より、「敵を蹂躙せよ！」って言った方がカッコイイじゃん！　だから、《蹂躙作戦》がいいと思う。

ＧＭ：（シナリオを見て）……一いち応おう《蹂躙作戦》を使えそうなシーンはあるし、無む駄だにはならんと思うが……。本当にそれでいいの？

シェフィル：使いどころがあるなら、なおさら《蹂躙作戦》！

クロヴィス：リプレイ登場のギルドでは初の快かい挙きよだな！　《蹂躙作戦》取得は！　これで俺たちは、一シナリオに１回、気にくわないやつらを蹂躙できる！（笑）

プリミラ：く、黒い……腹はら黒ぐろいですよ～（笑）。

シェフィル：あっ、そうだ！　「蹂躙したいから」って理由で決めたって思われると困こまっちゃうから、ちゃんと「それっぽい理由」を考えておこうよ！（笑）

クロヴィス：なら……「ゾハール教団という強大な敵を相手にするために、俺たちは多人数を相手に戦える訓練を積んだ」ということでどうだろう？

シェフィル：じゃあ、それで！（笑）

ＧＭ：もう一度だけ、確認するけど……本当に《蹂躙作戦》を取得する、で後こう悔かいはないね？

一同：ありません！（笑）

ＧＭ：で、では……これでギルドの成長は以上だな。さあ、本編に入ろうか！

一同：はーい！
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆未来をつかむために




　行方ゆくえ不明になっていた姉アメリアの帰き還かんから数日後。

　プリミラはキュリアと共に、グランフェルデン大神殿を訪たずねていた。

　神殿からの呼び出し……〝薔薇の巫女〟に関することで進しん展てんがあったのかもしれない。

　期待と不安を胸に歩くふたりを待っていたのは───。




ＧＭ：では、オープニング最初は、ヴァイス組からになる。時期は『ヴァイス』三巻のエンディング時……プリミラの姉アメリアとの再さい会かいから数日後だと思ってくれ。

プリミラ：はい！

ＧＭ：ちなみに『シュヴァルツ』の時系列に当てはめると、第三巻……シェフィルたちが、砂さ漠ばくにあるゾハール教団の砦とりでへと向かっている途と中ちゆうあたりの出来事だな。

クロヴィス：最後、ランスナイトが土ど下げ座ざ降こう伏ふくした、あそこか。

ＧＭ：そんなわけで、シェフィルたちがゾハール教団の砦に向かっていた頃、キミたちはグランフェルデン大神殿から呼び出しを受け、神官長ソーンダイクの執しつ務む室しつの前まできた。

プリミラ：ふむふむ。用よう件けんはなんなんでしょうか？

ＧＭ：くわしい話は直ちよく接せつということで、使者からは伝えられていない。

キュリア：そうですか。……でも、なんであたしとプリムちゃんだけなんでしょうか。

プリミラ：そういえば、ジェイスさんとハヤトくんはどこに？
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ＧＭ：ハヤトは所属組そ織しきのネオ・ダイナストカバルに、現状を報告しに行っており不ふ在ざいだ。ジェイスは……ここ数日ほど姿すがたが見えない。

プリミラ：お姉ちゃんが帰ってきたと思ったら、今度はジェイスさんが行方不明に!?

シェフィル：単にきくたけさんがジェイスを演えんじればいいんじゃ？

ＧＭ：ちゃんと理由があるんだよ。とにかく、プリミラたちが部屋のドアをノックすると、中から「どうぞ」という声が聞こえてくる。

プリミラ：中に入ります！

ＧＭ：すると、部屋の奥おく……執務机をはさんだ先に、豪ごう華かな椅い子すに座すわる人ひと影かげがある。その人物は「よくきてくれたな」と言いながら、くるりと椅子を回してキミたちの方を向く。

キュリア：ソーンダイクさん……にしては口調がなんだかおかしいような？　なんだか尊そん大だいな感じが……もっと丁てい寧ねいなしゃべり方をしてませんでしたっけ。

ＧＭ：その椅子に座って笑みを浮かべているのは───ジェイスだ。

プリミラ：ジェイスさん!?

キュリア：行方不明になったと思ったら、こんなところにいたんですか!?

ＧＭ：「行方不明になったわけではない。実はグランフェルデン大神殿の副神官長に就つくことになってな。いろいろと忙いそがしくて、そちらに顔を出せなかっただけだ」

プリミラ：ど、どうして急にそんな出世を!?

ＧＭ：「フフ、ソーンダイク様のご指名でな」ジェイスが胸を張はって言う。

クロヴィス：ジェイスが重用される理由がわからねぇ（笑）。

キュリア：うーん、わたしも理由が気になります。本人に聞いちゃいますよ。ジェイスさんのなにが評ひよう価かされたんですか？

ＧＭ：「微妙に失礼な発言だが答えよう。神殿が現げん在ざい、〝ゾハールの魂〟に関する調査を遂すい行こう中であり、そして〝魂〟に関する事案を我われ々われはずっと追っていた。そういうことだ」

キュリア：（ポンと手を叩たたいて）なるほど。事じ情じようを知ってる人間、しかもジェイスさんは神官だから引き上げたわけですか。

プリミラ：そういえば、ゾハール関連のことは全部、ジェイスさんがやってた気がします！

ＧＭ：「ご理り解かいいただけてなによりだ。だがプリミラくん、そんなに謙けん遜そんしなくていいんだぞ。キミだってとてもがんばっていたじゃないか」

イリス：ジェイスがすごく上から目線なんですが（笑）。

プリミラ：でもジェイスさんにはお世話になりました！

ＧＭ：「ふふふ、プリミラくん。キミの謙けん虚きよさは実にすばらしい。……と、すまない。いささか話が脱だつ線せんしてしまったな。本題に入ろう」

キュリア：お願いします。

ＧＭ：「うむ。まず『ヴァイス』シリーズが終しゆう了りようし、キミたちは事件がすべて解決した気持ちになっていそうだが───」

プリミラ：はい、セシリーを無事に助けられました！

ＧＭ：「たしかに彼女を〝薔薇の刻印〟の呪じゆ縛ばくから解かい放ほうできたのは僥倖であったな。しかし…………事件はなにも解決していない！」くわっと、ジェイスが見開く！

プリミラ：!?

キュリア：そうなんですよね。セシリーちゃんは助かりましたけど、プリムちゃんのゾハールの呪いはまだ残ってるんですよね。

ＧＭ：「そうだ。このままいけば、セシリーくんは素す敵てきなレディへと成長するだろう。だが、その時、プリミラくんはこの世にもういない。そんな悲しい未来が待っているのだ」

プリミラ：そ、そうでした。（肩を落として）セシリーさえ助かればと思ってがんばってきたけど、妹の成長を見み届とどけられないって想像すると……寂さびしいです。

シェフィル：（ぼそりと）でもプリミラが死んでくれれば───。

カナデ：シェフィル？（妙みように迫はく力りよくのある笑顔）

シェフィル：なんでもないです!?

クロヴィス：くっくっく、なに言ってんだよ。ミラとオフェーリアに残された時間はあとわずか。つまり……あとはわかるな？




　わからんわい。




プリミラ：うう、なんだか背せ中なかがゾワゾワしてきました！　あの、ジェイスさん！　あたし最近、死の恐怖にさらされる夢ゆめをよく見るんですけど!?（笑）

ＧＭ：すると彼は神しん妙みような顔つきで答える。「ほう。私は最近、夢占うらないに凝こっていてな。それによるとキミは、数日の間にひとりの少女と出会い、人生が大きく変わる、と出ているぞ」

プリミラ：ほ、本当ですか！

ＧＭ：「本当だとも。ちなみにラッキーカラーは黒、ラッキーアイテムは薔薇だ」

プリミラ：それ、ラッキーじゃなくて、アンラッキーと間ま違ちがえてないですか!?

ＧＭ：「そんなことはない。よしんばそうだとしても、キミの強い意い志しで覆くつがえせばいいのだ」

クロヴィス：もはや占いでもなんでもねえっ!?

キュリア：……で、このあと、わたしたちはその少女を探し出して、問題解決の糸口をつかまないといけないんですね。どこにいるかとか、そういう情報はあるんですか？

ＧＭ：ジェイスは大きく頷うなずく。「キミたちには〝聖都〟ディアスロンドへ向かってもらう」

キュリア：ディアスロンド……たしか、神殿の総そう本ほん山ざんでしたっけ？

カナデ：ですね。エリンディルにある神殿を総そう括かつする特別な都市です。

プリミラ：そこに行けば、ジェイスさんが言ってた女の子に会えるんですか？

ＧＭ：「そうだ。キミはそこで、運命の出会いを得るだろう。ギルド〝エーデルワイス〟のギルドマスター、そして〝黒き薔薇の巫女〟である少女シェフィルくんとな」

プリミラ：〝エーデルワイス〟って、あの闘とう技ぎ大会で優ゆう勝しようしたことのある？　あの人たちのことは覚えてます！　素敵な人でした！

ＧＭ：「それとシェフィルくんの件とは別に、もうひとつキミたちに頼たのみたいことがある」

プリミラ：あわわ……って、頼み事ですか？

ＧＭ：「うむ。実はゾハールの魂を復活させようとしていた輩やからについて、神殿も調ちよう査さをしてみたのだが、その結果、一冊さつの本にたどり着いてね」

キュリア：本？

ＧＭ：「古く特とく殊しゆな文字で書かれた古文書だ。ただ、内ない容ようを解かい読どくできる人間がグランフェルデンにはいなくてな。だが───」

キュリア：ディアスロンドになら、その古文書を解読できる人がいるかもしれない。

ＧＭ：「そういうことだ。すまないが、頼めるかね」そう言って、ジェイスは一冊の古びた書物をキミたちに差しだす。

プリミラ：本を受け取ります。わかりました。古文書の解読、任まかせてください！

ＧＭ：「いい返事だ。出会った頃は全力でうしろ向きだった少女も立りつ派ぱに成長したものだ」ジェイスは感かん慨がい深ぶかそうに、うんうんと頷いている。「さて、キミたちにはこれよりディアスロンドへ向かってもらうわけだがアガートラーム、ウィガールは持っていってかまわん」

プリミラ：ありがとうございます！　お借りします！

ＧＭ：「〝薔薇の武具〟は、〝薔薇の巫女〟たちの呪いを解とくために鍵かぎとなるものだ。〝薔薇の武具〟が揃そろえば、〝ゾハールの呪い〟は解けるはず」

プリミラ：はい。

ＧＭ：「だが、現在確認されている〝薔薇の巫女〟は四人だと聞く。殺しあいをして、残ったひとりだけが〝ゾハールの呪い〟が解除されるなどというやり方は、けっして平和的とはいえない。そんな道は、選ばないでほしい」

クロヴィス：おい、ＧＭが念を押おしてるぞ（笑）。

プリミラ：もちろんです。平和的な解決方法を探します！

ＧＭ：「最初はプリミラくんだけに来てもらおうかと思っていたが、大たい層そう不安を感じたので、キュリアくんにも同行を願った次第だ」

プリミラ：キュリアさん、ありがとうございます！

キュリア：いいんですよ、プリムちゃん。わたしたち、仲間じゃないですか。

プリミラ：優やさしさが身に染しみます。

ＧＭ：「プリミラくん、心を強く持て。さもないと食われるぞ」

プリミラ：そ、そうですね！　弱気でいたら〝ゾハールの呪い〟に負けちゃいますよね！

ＧＭ：「……いや、ゾハールよりもっと身近なサムシングに、な」（一同爆笑）

プリミラ：それって、あたしが見てる悪あく夢むと関係がありますか？

ＧＭ：（視し線せんを逸そらしながら）「気にする必要はない」

イリス：気にしますよっ！（笑）

ＧＭ：このあとの合流シーンが不安でしょうがないんだから、しかたないだろ!?（笑）

イリス：大だい丈じよう夫ぶ。シェフィルもプリミラが相手じゃあ、ひどいことはしませんって（笑）。

ＧＭ：「では、あらためて命じよう。プリミラくん、キュリアくん……ディアスロンドで古文書を解読してもらうのだ。そして、〝黒の刻印〟を持つ少女と出会え。そうすれば、〝ゾハールの呪い〟を解くヒントを得ることができるだろう」

プリミラ：〝黒の刻印〟を持つ少女と出会い、神殿に本の解読を依い頼らいする───ですね！

キュリア：じゃあ、本と菓子折りを持って、ディアスロンドへと向かいます！

カナデ：けっこう大所帯で移い動どうになりそうですね。プリミラとキュリア、あと『ヴァイス』の三巻で出会ったミラにゼロ、アメリアもか。

プリミラ：ジェイスさんは来てくださらないんですか？

ＧＭ：「副神官長としての仕事があるからな。対ゾハール教団のため、ソーンダイク様が街を離はなれている今、私まで勝手に動くわけにはいかん」

キュリア：さすがに副神官長ともなると、一いつ介かいの冒険者として自由に動くわけにはいかないでしょうし、仕方ありませんね。

ＧＭ：「そういうことだ。なに、多くの冒険を経へて成長したキミたちなら、私の助力などなくとも大丈夫さ。キミたちの行く道に、幸あれ」ジェイスは笑顔でキミたちを見送るぞ。

プリミラ：はい、がんばります！

ＧＭ：部屋を出ると、そこではミラたちがふたりを待っている。そして、「行きましょうか、プリミラさん」「……早く行くぞ」と声をかけてくるよ。

プリミラ：はい、行きましょう！　目指すはディアスロンドです！

ＧＭ：プリミラが宣せん言げんしたところで、シーン終了だ。







◆Opening02◆託された命




　ロイドに勝利し、シェフィルたちは最後の〝薔薇の武具〟マビノギオンを手に入れた。

　だが、それと同時に、ロイドからもうひとつ大切なものを託される。

　それは彼の娘であるオフェーリア。シェフィルと同じく、〝黒の刻印〟をその身に宿す、四人目の〝薔薇の巫女〟である。




ＧＭ：では、次のシーン。『シュヴァルツ』組のオープニングになる。

シェフィル：はーい。

ＧＭ：ここは、前回のエンディングシーンの直後、巻末まんがの前のシーンから開始だ！　オフェーリアを封ふうじていた水すい晶しようが砕くだけて、彼女が倒たおれそうになったところを、イリスが受け止めた……そんな場面から始めたい。

クロヴィス：おおお、女の子だ！　ど、どうすればいい？　なぁ、シェフィル（おろおろ）。

シェフィル：生きてるのかな……ちょっと鼻をきゅっと。

ＧＭ：生きてるから！　少女は苦しそうにしてるよ！（笑）

クロヴィス：どどど、どうしよう、どうしよう（笑）。

シェフィル：女の子、裸はだかだよね？　なにかかけてあげた方がいいと思う。

クロヴィス：じゃあ、マントをかけてやるか。バサリ（マントをオフェーリアにかけた）。

ＧＭ：少女は苦しそうに小さく呻うめいているので、どうやら生きているらしい。ただ、かなり衰弱しているようだね。

イリス：なるほど……。

ＧＭ：ややあって、少女はうっすらと目を開ける。寝ね起おきのような、ぼぅっとした顔で、自分を抱だき留とめているイリスを見たあと、「……イリス、さん？」とたどたどしく呟つぶやきます。

イリス：キミは……八〇〇年前の、あの時の……？

クロヴィス：（おどろおどろしい声で）「ひーひっひ、イリスよぉ。ずっとこの時が来るのを待っていたぜぇ？　八〇〇年は、長かったぞぉ？」（一同爆笑）

イリス：僕ぼくの知っているオフェーリアとちがう!?（笑）

ＧＭ：というか、オフェーリアはそんなこと言わない！　ギャグにすんな！（笑）

クロヴィス：す、すみません（笑）。

ＧＭ：オフェーリアはロイドことロヴレントの娘で、八〇〇年前に生まれた少女だ。ただ、いろいろあって、水晶の中に封ふう印いんされていたというだけで……。

シェフィル：オフェーリアは病弱だったから、ゾハールの力で、〝黒の巫女〟の〝刻印〟の力を分けてもらって生きながらえていたんだけど……。

イリス：そのあと、〝ゾハールの呪い〟が発生してしまったから、その影響を受けないようにするために、水晶に封印されていたんですよね。

ＧＭ：だいたいあってる。オフェーリアは「イリスさん……お父様は？　みんなは、どうしたのですか？」と問いかけるよ。

イリス：……父親のことには触ふれず……今はその身体を休めることだけを考えてください、と言います。みんなには、アイコンタクトをしておきます。

クロヴィス：じゃあ、「わかった」という表ひよう情じようをして、小さくこくりと頷うなずく。

イリス：しかし、実は僕、過か去この記き憶おくを失っているから、オフェーリアのことをちゃんとは憶おぼえてないんですよね。夢の中に出てきた少女だという認にん識しきはあるんですが。

ＧＭ：オフェーリアの肩には〝黒の刻印〟があるから、間ま違ちがいなく昔、自分が関わった人間だということはわかるよ。

イリス：了解です。

ＧＭ：オフェーリアは、イリスがあまり喋しやべらないので、徐じよ々じよに不安と恐怖を募つのらせ始める。

シェフィル：みんなで、イリスたちに駆かけよろうよ。……大丈夫？

ＧＭ：オフェーリアは駆かけよってきたシェフィルを見て、「……セレネ？」と呟いた。

シェフィル：セレネ？　わたしはセレネじゃないよ？　……むしろ、セレネって、誰？

ＧＭ：セレネは、初代〝黒き薔薇の巫女〟の名前だね。




　このセッションの段階では、まだファンブック『ロストソング』付属のボイスドラマは収録前である。そのドラマでは、小暮さんが初代〝黒き薔薇の巫女〟セレネの声を担当し、演じている。
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ＧＭ：シェフィルの肩にある〝薔薇の刻印〟に触れたそうに、オフェーリアは手を伸のばすよ。

シェフィル：そっと手を握にぎって、「今は休みなさい」と声をかける。

ＧＭ：すると、手が触れあった瞬しゆん間かん、シェフィルの脳のう裏りに映えい像ぞうがフラッシュバックするよ。

シェフィル：映像？　どんな？

ＧＭ：ロイドが仲間たちと笑い合い、側にはオフェーリアがいる光景、〝巫女〟──前に、シェフィルが見た夢に出てきた、八〇〇年前の〝巫女〟たち──と共に戦っている光景……オフェーリアの記憶が、〝刻印〟を通して、シェフィルの中へと流ながれ込こんでくる。

シェフィル：ふむふむ。

ＧＭ：そして、〝刻印〟がオフェーリアに力を与あたえているということを、身体で感じる。八〇〇年前の出来事と〝刻印〟の力が、一気に流れ込んできて、シェフィルはあの夢に出てきた少女が、目の前にいるオフェーリアと同一人物だとわかるよ。

シェフィル：そっかー……。

ＧＭ：オフェーリアはかつて、命の恩おん人じんであるセレネに懐なついていたのだ。同じ黒の〝刻印〟を持つシェフィルを、セレネと同日人物であるかのように混同しているんだろう。シェフィルの服の裾すそを掴つかんで、離はなそうとしない。

シェフィル：えっ……。わたしが、セレネじゃないって言っても？

ＧＭ：そうだね。なお、これから先、オフェーリアはシェフィルに懐いて、シェフィルの側を離はなれようとしなくなる。食事の時も、寝ねる時もシェフィルの側にいようとするね。

シェフィル：……面めん倒どうな（一同爆笑）。

プリミラ：黒いっ!?　シェフィルさん、発言が黒いですよ!?（笑）

ＧＭ：オフェーリアは純じゆん粋すいにシェフィルを慕したっていますよ!?（笑）

クロヴィス：ええと……シェフィル、たぶん、オフェーリアのことは邪じや険けんにしちゃいけない気がしてるんだ、俺（笑）。

シェフィル：あ、いや、そうじゃなくて（笑）。シェフィルには、今まで妹のような存在がいなかったから、この子にどう接せつしていいのかわからなくて混乱してるというか（笑）。

ＧＭ：前に見たフラッシュバックの中で、ロイド……ロヴレントが、オフェーリアに向かって「この人が、お前の命の恩人なんだ。大きくなったら感かん謝しやするんだぞ」と〝黒の巫女〟セレネに言っていたのを思い出す。

シェフィル：恩おん返がえし、かぁ。でも、わたしはセレネじゃないからなぁ。

ＧＭ：「セレネじゃないの？　じゃあ、なんて呼よべばいい？」と、彼女は首を傾かしげるよ。

シェフィル：シェフィル、だよ。

ＧＭ：「……シェフィル」と大切そうに繰くり返かえします。幼い頃からずっと父に「命の恩人だ」と言われ続けてきたから、初代〝黒の巫女〟であるセレネに憧しよう憬けいを抱いだき、今はセレネと同どう一いつ視ししているシェフィルにも同じような感かん情じようを抱いているのだろうね。

シェフィル：なるほど。

ＧＭ：ただ、オフェーリアは呪いだけでなく、もとからの病やまいもあるからね。けっして体調が安定しているとはいえない。今も顔色がかなり悪いな。

カナデ：私たちにできることは限かぎられてますから、ディアスロンドに連れて戻もどるしかありませんね。

イリス：医者に診みせるわけですね？

シェフィル：それがいいと思う。あと……じっちゃんは？　おじいちゃんはどうなった？

一同：あ。

ＧＭ：キミたちが振り返ると、そこに座り込んでいたはずのグランジの姿は、ない。
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シェフィル：あんな身体でどこに!?

イリス：おそらく心配かけまいと、ひとりで村に戻ったのでしょう。なに、あの方のことです。きっと大丈夫ですよ。

クロヴィス：そうそう。猫は死ぬ時、人前から姿を消すというからな。

シェフィル：じっちゃんっ!?

イリス：不安にさせてどーするんですかクロさんっ!?

カナデ：ともかく、一旦ディアスロンドに帰りましょう。……ロイドさんが持っていたマビノギオンは、誰が持っていくことにします？

クロヴィス：マビノギオンって本の形してるんだよな？　頭のいいヤツが持てばいいんじゃねぇの？　俺だと、持ってても読めねぇし（笑）。

カナデ：じゃあ、私が鞄かばんに入れて保ほ管かんしておきますね。

シェフィル：マビノギオンの効果ってどうだったっけ？

ＧＭ：マビノギオンは〝薔薇の武具〟の取とり扱あつかい方が書いてある書物で、ゲーム上のデータとしては、指定した相手をシーンから退たい場じようさせないという効果を持っているよ。

クロヴィス：つまり、マビノギオンで敵エキストラを閉とじ込こめたあと、《蹂躙作戦》で思うがままに蹂躙すればいいというシナリオの想定だな（一同爆笑）。

ＧＭ：そんなわけあるかあっ!?　まじで今回《蹂躙作戦》を取るなんて、思いもしなかったんだよ!?（笑）　ともかく、シーンが長くなったから、そろそろ終了しよう！







◆Opening03◆亡き主に捧げる




　森の片隅に、木で作られた十じゆう字じ架かが突き刺さっている。

　シェフィルたちが埋まい葬そうした、ロイドの墓はかだ。

　他の誰にも知られることのないはずの墓に、ひとりの男が現われる。

　ローブに身を包んだ、彼の正体は───。




ＧＭ：次は、マスターシーンだ。場所は、ロイドの墓ぼ前ぜんになる。

イリス：前回の巻末マンガに乗ってたやつですね。

ＧＭ：そうだ。ありあわせの材料で作られた墓で、木の十字架が墓石代わりに、地面に突き刺さっている。そして、そこにはロイドが身に着けていた聖せい印いんが捧ささげられている。




　ロイドの墓は、とても質しつ素そなものだった。

　その墓の前に、不意にひとりの男が現われた。




クロヴィス：おお？　俺たち以外に、ロイドの墓にお参りするやつがいるのか？

ＧＭ：うむ。全身をローブで隠かくした男だな。

イリス：ローブの男ってもしかして───。

シェフィル：デュランダル？

ＧＭ：正解だ。




　男───デュランダルは、懐ふところから酒さか瓶びんを取り出すと、中に入っている上等な酒を惜しげもなく、墓にかけた。

「……ロイド様、あなたが好きだった酒だ」

　ぽつりと呟き、しばし黙もく祷とうを捧げる。

　そして踵きびすを返し、いずこかへと歩き出した。




クロヴィス：ここでデュランダルか。こいつも、今回のシナリオに絡からんでくるってことか。

一同：…………。

シェフィル＆クロヴィス：ほんとに再登場するとは……。

ＧＭ：お前らなあっ!?（一同爆笑）

イリス：彼がやるとしたら、ロイドの復ふく讐しゆう……とかですかね？

ＧＭ：さて、どうだろう？（笑）　彼の行動については、この時点でははっきりしたことはわからないな。デュランダルがロイドの墓をあとにしたところで、シーンは終しゆう了りようだ。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆なすべきこと




　今後のことを決めるため、シェフィルたちは〝聖せい都と〟ディアスロンドへと戻もどってきた。

　新たに手に入れた〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟マビノギオンの扱あつかい。ゾハールの呪のろいに冒おかされたもうひとりの〝黒き薔薇の巫女みこ〟オフェーリアの診しん療りよう。そして、親友ミラの容よう体だいの確かく認にん。

　相談すること、やるべきことはいくらでもあった。




ＧＭ：ミドルフェイズ最初のシーンは、シュヴァルツ組からだ。舞ぶ台たいはディアスロンドで、大だい聖せい堂どう前にキミたちはいると思ってくれ。ちなみにイリアも同行してるよ。
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クロヴィス：ただいまっと！

イリス：大聖堂……ガーベラさんが働いてるところでしたっけ。

[image: ]

ＧＭ：うん。あとミラが療りよう養ようしてた場所もここだな。旅の疲つかれをはねのけるように、軽く身体をほぐしながらイリアが訊きいてくる。「さて、ディアスロンドまで戻ってきたわけだけど、これからどうするんだい？」

カナデ：〝薔薇の武具〟のこと、ミラさんのこと、オフェーリアさんのこと……。

クロヴィス：やることが多すぎるぜ。どれから手をつけりゃいい？

シェフィル：んー、まずはオフェーリアかな。

イリス：彼かの女じよがどんな状じよう態たいなのか、診しん察さつしてもらうんですね。

ＧＭ：了りよう解かい。なら、キミたちは大聖堂内にある、医い療りよう研究区画にやってきた。一部は一いつ般ぱんに開放されていて、診察や治ち療りようなど、病院みたいなこともしている場所だ。

イリス：病院で呪のろいを診みてもらえるんですか？

ＧＭ：普ふ通つうの病院じゃないからな。神しん聖せい魔ま術じゆつを修おさめた神官はもちろん、呪いに精せい通つうしている医者もいる。ミラの治療とか、ここで行なわれてたんだぞ。

シェフィル：それなら、ひとまず任まかせるのがいいかな。

イリス：では、オフェーリアを抱だきかかえて、その施し設せつへ入りましょうか。

シェフィル：（悲ひ壮そうな声で）先生！　急きゆう患かんなんです！

クロヴィス：今にも死にそうなんだ、すぐ診てくれ！

ＧＭ：キミたちが診療棟とうに駆かけ込こみ、事じ情じようを話すと、老年の医者がやってきて、オフェーリアを診察してくれる。「これは〝薔薇の巫女〟に起きる、〝ゾハールの呪い〟ですな。お話はうかがっております。対たい応おうのため、人を手配いたしましょう」

シェフィル：お願いします。ぺこりと頭を下げるね。

ＧＭ：「それでは、患かん者じやさんはこちらでお預あずかりいたします。あまり動くと体力を消しよう耗もうして、病びよう状じようが悪化しかねませんので」

イリス：そうですか……しかたないですね。

ＧＭ：しかし、オフェーリアは怯おびえたように下がると、シェフィルのうしろに隠かくれてしまう。「……シェフィルと一いつ緒しよに行く」

クロヴィス：すっかりシェフィルに懐なついちまったなぁ。

シェフィル：か、かわいい。でも、オフェーリアに言うよ。怖こわくないから、いい子で待っていて。あのお爺じいちゃんの言うことを聞いて、ね？　あとで迎むかえにくるから。

ＧＭ：すると、オフェーリアは「わかった」とこくり頷うなずく。医者は「では、診察室でくわしい検けん査さをしよう」と告げて、別室へと向かう。

イリス：診察にはどれぐらいの時間がかかるんでしょうか？

ＧＭ：小一時間ってところかな。

カナデ：けっこうかかりますね。

ＧＭ：普通の呪いじゃないからな。医者だけでなく神官の協力も必要だし、診察するだけでも、なかなか大変なんだよ。

クロヴィス：なら、オフェーリアが診察を受けてる間に、ミラの見み舞まいに行くか？　ミラの治療を行なってた病院なら、オフェーリアにも変なことしないだろ。

カナデ：そうですね。

シェフィル：じゃあ、ミラちゃんのお見舞いへ！

ＧＭ：ＯＫ。ちなみに、ミラがいたのは別べつ棟とうの病室なんで、ちょっと歩くことになる。場所は変わるが、シーンはこのまま継けい続ぞくするぞ。

シェフィル：はーい。

ＧＭ：というわけで、キミたちは別棟にあるミラが入院していた部屋に着くんだが、そこで部屋の入り口にあったネームプレートが外れていることに気づく。

シェフィル：…………。

クロヴィス：（わざとらしい口調で）ま、まさか……！　慌あわてて部屋の中に入る！

ＧＭ：すると、部屋は片かたづけられていて、綺き麗れいになっている。

シェフィル：（悲ひ嘆たんにくれたわざとらしい声で）わたしたち……間に合わなかった……！

イリス：なんてことだ……！（一同爆笑）

カナデ：……あの、みなさん？

ＧＭ：部屋の窓まどは開けられ、ベッドは真新しいシーツに取とり替かえられ……この部屋がもう使われていないことは明らかだ。

シェフィル：ミラちゃん、助けられなくて、ごめんね。

クロヴィス：……悲嘆にくれる時間はないぜ。俺おれたちがしょげてたら、ミラに笑われちまう。

イリス：クロヴィスの言うとおり、ですね。僕ぼくらは運命と闘たたかわなければなりません。……ミラは、僕たちの心の中で、永えい遠えんに生き続けますから。

プリミラ：ちょ、ちょっと!?　もうミラさんが死んじゃった扱いに!?　久く保ぼ田たさん、ツッコミ入れなくていいんですか!?

カナデ：んー、盛もり上あがっちゃって収しゆう拾しゆうがつかないので、ガーベラさんが出てきて場を収おさめてくれないかな、と思うわけですが（笑）。

ＧＭ：わかった。キミたちが悲しみに暮くれていると、緑の装しよう束ぞくに身を包んだ女じよ性せい、ガーベラがやってくる。「騒さわがしいと思ったら、シェフィルさんたちでしたか」

カナデ：声をかけます。ガーベラさん、ミラさんは───。

シェフィル：（死ぬほどわざとらしい声で）やめて！　答えなんて聞きたくない！

イリス：（悔くいるような声色で）ミラは、ミラはもう……！

クロヴィス：ちくしょう……！

キュリア：話が進まない!?

ＧＭ：えーと……（笑）。じゃあ、なおも悲しむキミたちにガーベラが言う。「みなさん、落ち着いて聞いてください。ミラさんは───」

シェフィル：やめて！　聞きたくないって言ったでしょ!?　バタン！（外へと逃にげた）

イリス：シェフィル!?

クロヴィス：……行っちまった（笑）。

カナデ：とりあえず、我われ々われだけでも話を聞きましょう。

ＧＭ：そうしてくれ。ガーベラがあらためて口を開くぞ。「ミラさんは、あなたたちが旅立った数日後に……」

一同：……。

ＧＭ：「……目を覚ましたの」（一同爆ばく笑しよう）

イリス：……はい？　と、キョトンとします（笑）。

シェフィル：バン！（部屋に戻った）ミラちゃん、目を覚ましたの!?

カナデ：そうだろうと思いました。ミラさんがもしお亡なくなりになったのなら、その時点でこちらへ連れん絡らくがくるはずだと思っていましたから。

シェフィル：あ。

クロヴィス：そうだよな！　俺もミラが死ぬことはないって思ってたぜ！（一同爆笑）

キュリア：変わり身早い!?

プリミラ：さっきミラさんが死んだと思おもい込こんでたのに!?（笑）

シェフィル：ガーベラさんに訊きくね。ミラちゃんが目を覚ましたってことは、〝ゾハールの呪い〟が解とけたってことなんですか？

ＧＭ：「いえ、そうではありません。ただ、呪いによる侵しん蝕しよくは落ち着きました。そこで、現げん状じようを打開するためにミラさんは、ゼロさんたちとともに旅に出たのです」

イリス：意い識しき不明の重体から、ずいぶんと元気になりましたね（笑）。

ＧＭ：「きっと、ミラさんを目覚めさせた〝歌〟が素す晴ばらしいものだったからですね」

シェフィル：〝歌〟？

ＧＭ：「ミラさんの家に伝わる、竜りゆうにまつわる歌ですね。旋せん律りつの欠けた不完全なものではありましたが、それでもみんなで歌うことで、彼女の呪いを緩かん和わさせることができました」




『アリアンロッド２Ｅ　ファンブック　ロストソング』掲けい載さいのリプレイで、そういうイベントがあったのだ。ゼロが想いを込こめて歌い、ミラを目覚めさせる───そんな感動的なシーンになる予定だったのだが……。




クロヴィス：あれ、結果的に、デスメタルのライブみたいになっちまったんだよなぁ（←プレイヤーとしてファンブックのリプレイに参加した）。

カナデ：ゼロさんとイリアさん、血みどろになってましたもんね（←同じくプレイヤー）。

シェフィル：歌で血みどろって、いったいなにが……（笑）。

イリス：というか、その場にイリアもいたんですね。だったら、ミラのことを教えてくれてもよかったのでは？

シェフィル：本当だ！　なんで黙だまってたのさ、イリアちゃん！

ＧＭ：「ごめん、すっぽ抜ぬけてた！」

一同：おい！（笑）

ＧＭ：「いやぁ、ロイドのことで頭がいっぱいになっちゃっててさ。ついね。わたしとしたことが、すまないねぇ」ワハハとイリアは豪ごう快かいに笑って誤ご魔ま化かし始める（笑）。

クロヴィス：こいつ……（笑）。まあ、ミラが生きてたのはめでたいことだけどよぉ。

シェフィル：早く、またミラちゃんとお話しがしたいな。

ＧＭ：「彼女なら、今は〝白き薔薇の巫女〟を迎えに行っているところです。一両日中には帰ってくると思いますよ」にこりとガーベラが微笑ほほえんで言う。

シェフィル：やった！

ＧＭ：「ミラさんについては、彼女が帰ってきたらまたお話ししましょう。ところで、あなた方の首しゆ尾びはどうだったのです？」

シェフィル：首尾……ああ、ゾハール教きよう団だんのこと調べてって頼たのまれてたんだった。

カナデ：じゃあ、前回あった出来事を、簡かん単たんに説明しましょうか。




　シェフィルたちは、ガーベラに自分たちが経けい験けんしたことを語っていく。

　ゾハール教団の動きを追う中で、彼らがマビノギオンを確かく保ほしている情じよう報ほうをつかんだこと。その情報をもとに、ゾハール教団の砦とりでを強きよう襲しゆうするも、ロイドが先んじてマビノギオンを奪だつ取しゆしていったこと。そして、ロイドと戦い───。




イリス：……勝利をつかんだ我々は、マビノギオンを手に入れました。

シェフィル：あと、オフェーリアっていう女の子を託たくされたの。

ＧＭ：「それはもしかして、ロヴレントの娘むすめの？」

クロヴィス：そうだ。ロイドは昔、そう名乗ってたらしいぜ。つうか、ガーベラはオフェーリアのこと知ってるのか？

ＧＭ：「ええ。彼とは、使命を同じくする同どう志しだったことがありましたから。彼の娘であるオフェーリアとも面めん識しきはあります」

カナデ：ロイドさんも〝薔薇の守しゆ護ご騎き士し〟のひとりなんでしたっけ。

クロヴィス：そういや、そんなこと言ってたっけなぁ。

ＧＭ：「オフェーリア……封ふう印いんから解かい放ほうされたのですか」と、ガーベラは呟つぶやく。「どうやら、ミラさんの呪いが進行していたのは、彼女の存そん在ざいがあったがゆえのようですね」

イリス：おそらくは。シェフィルと同じ〝黒の刻こく印いん〟が、彼女の身体にありましたから。

ＧＭ：「オフェーリアさんは、今どこに？」

カナデ：別棟で診察を受けてもらっています。かなり〝ゾハールの呪い〟が進行しているみたいで、衰すい弱じやくしていたので……。

ＧＭ：「ミラさんと時を同じくして呪いが発はつ現げんしたのだとしたら、彼女もまた、残された時間は少ないでしょうね」神しん妙みような顔でガーベラが言う。

シェフィル：あと五〇日ぐらいしか残ってないんだっけ。

クロヴィス：そんな悪いんだと、俺たちが連れ回すわけにもいかねぇよなぁ。なあ、あの子、あんたらで預あずかってもらえねえか？

ＧＭ：「……もちろんです」オフェーリアの保ほ護ごについては、快こころよく承しよう諾だくしてくれる。

カナデ：ありがとうございます。ついでと言ってはなんですけど、もうひとつお話ししたいことがあるんです。

ＧＭ：「なにかしら？」

カナデ：〝ゾハールの呪い〟に関することです。ロイドさんが言っていました。呪いを解とくには〝ゾハールの魂たましい〟を壊こわせばいい、と。

ＧＭ：「なるほど……。ちなみに、ロイドは〝ゾハールの魂〟について、他になにか口にしていましたか？」

イリス：いえ、具体的な情報はなにも……。

シェフィル：（わざとらしく）誰だれか、〝ゾハールの魂〟の情報を持ってないかなぁ？

イリス：（わざとらしく）もしいるとして、どこにいけば会えるんでしょうね？

ＧＭ：わかったわかった。いい頃ころ合あいだし、ここらでイベントを起こそう。

クロヴィス：お、なにかあるのか。

ＧＭ：キミたちが事じ態たいをどう解かい決けつすればと悩なやんでいると、神官がひとりやってきて、ガーベラに報ほう告こくする。「ガーベラ様、〝白き薔薇の巫女〟殿どのがご到とう着ちやくいたしました」

イリス：ほほう。ミラさんは〝白き薔薇の巫女〟を迎えに行ったと、言ってましたよね？

カナデ：ミラさんも一緒にいるかもしれませんね。

ＧＭ：それは神官が肯こう定ていする。「はい、ミラ殿もお帰りになられております。今は〝白き薔薇の巫女〟殿とご一緒に、応おう接せつ室しつにてお待ちいただいております」

シェフィル：ミラちゃん、帰ってきたの!?　だったら、会いにいきたい！

ＧＭ：ＯＫ。はやるシェフィルに、ガーベラがくすりと微笑ほほえみながら言う。「わかりました。それじゃあ、ミラさんたちのところに行きましょうか」

一同：はーい。

ＧＭ：では、キミたちが病室をあとにしたところで、一度シーンを切ろう。







◆Middle02◆黒と白が交わる時




　厳おごそかな雰ふん囲い気きに包まれた大聖堂の通路を、シェフィルたちは足早に進んでいく。

　ガーベラの道案内のもと、応接室前までたどり着く。

　跳はねる心を深しん呼こ吸きゆうで落ち着けると、シェフィルは扉とびらのドアノブに手をかけた。




ＧＭ：次は、先ほどのシーンの続きになる。シェフィルたちは引き続き登場で。プリミラとキュリアはもうちょっとだけ待ってくれ。

一同：はーい。

ＧＭ：移い動どう中はなにもないから、応接室に入ったところから始めよう。

シェフィル：了りよう解かいです。中はどんな感じかな？

ＧＭ：品のよいアンティークの家具でまとめられた部屋だな。部屋の中央───テーブルをはさんで、五人の人物が椅い子すに腰こし掛かけて、くつろいでいるな。

クロヴィス：ヴァイス組のオープニングに出てた五人だよな。

イリス：ミラさん、ゼロ、アメリアさん、プリミラさん、キュリアさん……この五人であってますかね？

ＧＭ：うん、その五人だ。談笑していた彼らが、シェフィルたちが室内に入ってきたのに気づき、まずミラが立ち上がる。彼女は少し照れくさそうに頬ほおを赤らめながら、「シェフィル、ただいま」と話はなし掛かけてくる。

シェフィル：駆かけ寄よって手を握にぎるよ。ミラちゃん、よかった……！

ＧＭ：ミラは目じりに涙なみだをためながら、シェフィルの手を握にぎり返す。ちなみに背はい後ごでは、ゼロが仏ぶつ頂ちよう面づらで立っているな。今までなら間に割わって入るぐらいしただろうが、自じ制せいすることを覚えたのか、今回は無ぶ粋すいなことはしない（笑）。

イリス：おや、どういった心しん境きようの変化があったんでしょうか。

カナデ：ゼロさんも成長したんじゃないかと。カナデたちがディアスロンドを出たあと、いろいろとあったみたいですし。

ＧＭ：ミラを助けるために、大たい層そうがんばってたぞ。さて、シェフィルがミラとの再さい会かいを喜んでいる間にも、人が次々と立ち上がっていく。プリミラとキュリアも登場してくれ。

プリミラ：了解です！　では、椅子から立ち上がって、ずずいっと前へ。

キュリア：私わたしはアメリアさんと一緒に、プリムちゃんのうしろに控ひかえてますね。

シェフィル：きょとんとしちゃうかな。ミラちゃん、うしろの人たちは？

ＧＭ：ミラは「ああ、紹しよう介かいするね。グランフェルデンで出会った、プリミラさんと、キュリアさん」と、ふたりを紹介する。

プリミラ：ど、どうも！　プリミラ・ヘッジホッグと言います。お久ひさしぶりです！

キュリア：キュリア・ルピレイと申します。あと、頭の上にいるのは、使い魔まのターチュです。ターチュと一緒に、ぺこりと一礼します。

ＧＭ：次にミラは、シェフィルたちのことを、プリミラたちに紹介するよ。

シェフィル：（かわいらしい声で）初めまして！　シェフィルと言います♪
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クロヴィス：いやいや、今、プリミラが久しぶりって言ったじゃねえか。シェフィル、この女、闘とう技ぎ場じようで因いん縁ねんつけてきた女だぜ？

シェフィル：……（きょとんとしてる）。

クロヴィス：なんで、そこで不思議そうな顔になるんだ！（笑）

イリス：あんなにインパクトのある出会いだったのに、忘わすれたんですか!?

カナデ：「おりゃ……！」ってタックルまでされたのに（笑）。




　ツッコまれまくりである。




シェフィル：冗じよう談だんだよ～。（しおらしい声で）あの時は、クロちゃんが失礼なことをして、ごめんなさい！　悪気があったわけじゃないの！（一同爆笑）

カナデ：クロさん、口は悪いけど、ただの小こ悪あく党とうなだけなんです。

イリス：うちの鉄てつ砲ぽう玉だまだから、しかたないんです。

クロヴィス：え、ええと……その、悪かった、な（笑）。

プリミラ：いえ！　……ううう、キュリアさん、やっぱりこの人たち、怖こわいですよ～!?

ＧＭ：いかん。シェフィルたちのアグレッシブなノリに、プリミラがテンパっとる（笑）。

キュリア：ここは、ミラさんに間に入ってもらうのがいいんじゃないですかね？

ＧＭ：おお、そうだな。ミラがプリミラについて説明してくれる。「シェフィル、プリミラさんは、私たちと一緒で、〝薔薇の刻印〟を持つ人なの」

プリミラ：そ、そうなんです。〝白の刻印〟を持たせていただいております！（ビクビク）

クロヴィス：じゃあ、あんたが〝白き薔薇の巫女〟ってやつだったのかい。それが、俺たちにいったいどんなご用だい？

プリミラ：用意してきたメモを読み上げます！　えっと……「謝しや罪ざい」！（一同爆笑）

イリス：いきなり謝罪から入るのですか!?

プリミラ：す、すいません！　あと〝薔薇の武具〟に関する古文書を持ってきたので、解かい読どくできる方をご紹介していただけると大変助かります！（ぺこぺこ）

シェフィル：ちょっと古文書貸かしてみて！　……ええと……クロちゃん、パス！（笑）

クロヴィス：俺に読めるわけねえだろ！　バシ！（床ゆかにたたきつける）

プリミラ：ああ、大事な古文書が!?

イリス：これ、たぶん僕たちじゃ読めないですよね？

ＧＭ：うむ。解読できる人間についても、パッとは思いつかない。

カナデ：すいません、お力にはなれそうにありません。そっと古文書を返します。

プリミラ：うう、そうですか。残念です……。

クロヴィス：悪いなぁ。まあ、お互たがいにミッションをがんばろうぜ！

シェフィル：それじゃ、失礼しま～す。

ＧＭ：じゃあ、シェフィルたちは退たい室しつして……って、せっかく合流したのに、いきなり別れようとすんなよ!?（一同爆笑）

シェフィル：てへ♪

ＧＭ：……（笑）。

プリミラ：あ、そうだ。まだ伝えることがあるんでした！〝エーデルワイス〟さん！　あたしたち〝薔薇の武具〟持ってます！

クロヴィス：ほう……。でもよぉ、あれってよぉ、そう易やす々やすと手に入るものじゃねえだろう。本当に〝薔薇の武具〟持ってるのか？　持ってるなら、見せてくれよぉ。

プリミラ：はい！　これがウィガールです！　胸むねを張はって鎧よろいを見せます！

キュリア：わたしはアガートラームを着けているので、それも見せましょうか。

イリス：本物かどうか、ガーベラさんに確認の視し線せんを送りますが。

ＧＭ：すると彼女はこくりと頷うなずく。

クロヴィス：おお！　ふたりとも、〝薔薇の武具〟を身につけられるほどの冒ぼう険けん者しやだなんてな！　これなら信じられる！　みなさんよろしくお願いします！（一同爆笑）

イリス：態たい度ど変わりすぎでしょう!?（笑）

シェフィル：（ニヒルな声で）わざわざ〝薔薇の武具〟を持ってきてくれるなんて、ね。

プリミラ：なんだか、シェフィルさんが黒くなってるんですけどっ!?

イリス：たしかにシェフィルは黒いですが、それを実じつ際さいに口にするとは勇気がある。

クロヴィス：ああ、恐おそろしくて、俺らには言えないぜ……。

カナデ：プリミラさん、勇気のある方なんですね。

シェフィル：にっこり満面の笑顔になります（笑）。

プリミラ：ちがうんです!?　シェフィルさんが〝黒の刻印〟をお持ちだとうかがって……〝ゾハールの呪のろい〟を解く協力を願うために、ここまで来たんです！

シェフィル：え？　もしかして〝ゾハールの呪い〟を解く方法を知ってるの？

プリミラ：その手がかりとなるのが、先ほどの古文書らしいです！

クロヴィス：そんな大事なものだったのかよっ!?　俺さっき、思いっきり地面に叩たたきつけちまったよっ、あ、あぁあ……っ、あぁあああああぁあ……！（笑）

プリミラ：落ち着いてください！（笑）いえ、ちょっと表紙が汚よごれた程てい度どですし、お気になさらず！

カナデ：しかし、こうなると古文書を放置するわけにはいかないですね。なんとか解読したいところですけども……。

シェフィル：イリスは解読できないの？　八〇〇年前の人間だったんだよね。

イリス：僕は過か去この記き憶おくをなくしているので、無理だと思います。

クロヴィス：だったらよぉ、ガーベラだったらよぉ、古文書の解読できんじゃねえのかぁ？この人だって、八〇〇年生きてるババア───。

ＧＭ：（超ちよう迫はく力りよくのある笑顔で）「クロヴィスさん？」

クロヴィス：申もうし訳わけございません、お姉様！　よろしければ、その叡えい智ちを俺たちにお貸しいただけないでしょうか！（土ど下げ座ざ）

シェフィル：クロちゃん……（笑）。

ＧＭ：超ちよう高こう速そくでクロヴィスが土下座をかますと、ガーベラから放たれるプレッシャーがやわらぐ。そして、古文書を受け取るよ。「こちらは預あずからせていただきます」

キュリア：あ、解読してもらえるんですね。

プリミラ：よろしくお願いします！

ＧＭ：ガーベラはペラペラと軽く古文書を軽く流し見たあと、興きよう味み深ぶかそうに言う。

シェフィル：どう？　解読できそう？

ＧＭ：「少し時間はかかりそうですが、ある程度のことは……たぶん。部分的にでも解読できたら、内ない容ようはお教えします。おそらくこれは、〝ゾハールの魂〟の在あり処かを含ふくめ、八〇〇年前に魔族が企たくらんだことについて記き載さいがされているでしょう」

シェフィル：そんなことが書いてあるの？

ＧＭ：「ええ。これはギルバート……〝ゾハールの魂〟に関する計画を立てた魔族の計画書……その一部と思われますから」

カナデ：計画書を残したのですか……。

ＧＭ：きっと協力者がいて、その人はバラしてしまった方がいいと思っていたんだろう。「古文書の解読には数日ほどかかりそうです。部屋を用意させますから、十分な休息を取ってください」

イリス：ありがとうございます。

ＧＭ：古文書の件けんはすぐには解決できないからと、ガーベラはそれを脇わきに抱かかえ、今度はキミたちの持つ〝薔薇の武具〟へと視線を移うつす。「すべて揃そろいましたね」

シェフィル：あたしたちの持ってるカフヴァールに、マビノギオン。

プリミラ：こちらはウィガールとアガートラームです！

カナデ：あと、ゼロさんが持ってるカラドボルグで五つですね。

ＧＭ：そのとおり。「〝薔薇の武具〟は、五つ揃そろって真しん価かを発はつ揮きする武具です。その力を用いれば、〝薔薇の巫女〟ひとりであれば、〝ゾハールの呪い〟から解放できるでしょう」

シェフィル：でも、巫女は四人……すべてを救うことはできないんだよね。

ＧＭ：「はい。ですから、これは最後の手しゆ段だんです。最後のひとりとなった場合、その人を生かすために使うのはやむを得ないことですけども」

シェフィル：その時は、ミラちゃんだけ助かればいいんじゃない？

クロヴィス：さっきまでの生き汚ぎたなかったシェフィルはどこいったんだよ!?（笑）

ＧＭ：「いいですか？　その日が来るまでは、みなさんが手を取り合い、〝薔薇の巫女〟全員が生いき延のびる術すべを探さがしてください」

シェフィル：もちろんです！

一同：……（笑）。

ＧＭ：ガーベラは、「協力して、全員が生き残る道を探しましょう。間ま違ちがっても、いがみあってはいけませんよ？」と言うよ。

シェフィル：いがみあったことなんてないですよ？（きょとん）

ＧＭ：「……そうですよね。私はもう疲つかれました。ともかく、古文書はお預かりします」

イリス：はい！

カナデ：〝薔薇の武具〟はどうしましょう？

ＧＭ：「一度神しん殿でんでお預かりしますが、今回のミッションをクリアするためには必要なものでしょうから、古文書の解読ののち、あらためてお貸しします。その時、誰がなにを持つか、相談して決めましょう。大だい丈じよう夫ぶ、私はあなたたちの味方です」

クロヴィス：一ヶ所に集めちまうと、襲しゆう撃げきにあったときに一気に持って行かれることにならないか？

イリス：分散して持つ方が安全な気がしますよ？

ＧＭ：「ですが、みなさんが個こ々こで持つよりは、神殿が預かった方が安全でしょう？」

カナデ：ですが、神殿にも、パブリクさんという例が……。

ＧＭ：「あれは完全に神殿の落ち度でした。あのあと、神殿も改かい善ぜんされましたので、ご安心を。だから、今日はもう解かい散さんしましょう？　私はもう疲れました」（一同爆笑）

イリス：あ、はい（笑）。

ＧＭ：「三日後に古文書から解読できたことをお伝えしますので、それまでは神殿でお休みください。部屋を用意させましたので、ゆっくりと友ゆう情じようをはぐくんでください」

プリミラ：はい！

ＧＭ：「仲良くできますよね？」（笑顔）

シェフィル：もちろん！

ＧＭ：「では、これで解散しましょう」とガーベラが言ったところで、シーン終しゆう了りようだ。







◆Middle03◆示された道筋




　シェフィルたちがディアスロンドに到とう着ちやくしてから三日が過ぎた。

　残された時間を思えば焦あせる気持ちもあるが、闇やみ雲くもに動いても意味がない。

　シェフィルは心を落ちつけ、プリミラたちと親しん睦ぼくを深めながら、動くべき時がやってくるのを待ち続けていた。




ＧＭ：前のシーンから三日後。キミたちにミラとゼロを加えた八名が、ガーベラから古文書の解読内容を聞くシーンだ。

シェフィル：古文書も気になるけど、オフェーリアのことも気になるなぁ。

ＧＭ：あのまま神殿に預かってもらってる。診察の結果、容体が芳かんばしくなかったんで、現げん在ざいは療養中だな。必要なら登場させるよ。

シェフィル：あ、そこまでしなくてもいいかな。ちゃんと治療してもらえてるなら（笑）。

ＧＭ：ＯＫ。では、キミたちが神殿の一室で待っていると、ガーベラが「お待たせしました」とやって来る。「みなさん、ちゃんと仲良くなりましたね？」

シェフィル：はい、仲良くなりました！（笑）

プリミラ：はい！

ＧＭ：「では、早速、古文書で解読できた内容についてお話ししましょう。すべてを解読できたわけではないので、わかった部分についてだけになりますが……」

プリミラ：それでかまわないので、お願いします。

ＧＭ：「結けつ論ろんから言いますと、〝ゾハールの魂たましい〟についての記載がありました」

クロヴィス：で、どこに〝ゾハールの魂〟があるって？（笑）

シェフィル：さっさと言ってくれないと、あたしたち忘わすれちゃうから（笑）。

ＧＭ：「難むずかしい言葉を使って書かれていまして、直ちよく接せつ的てきにここ、という場所は記載されていない……もしくは読解できないのです」

シェフィル：謎なぞかけみたいなもの？　それだったら、カナちゃんが得意だよ！

カナデ：ふふふ♪　……でも、ガーベラさんが手こずったのだったら、私がひもとけるかどうかは、わからないですね。

ＧＭ：「少しでも手がかりは多い方が、〝ゾハールの魂〟の在あり処かを詳しよう細さいに導みちびき出だすことができるでしょう。ですから、みなさんには、ゾハールについての知ち識しきがある人々のもとへ行き、話を聞いてきてほしいのです」

カナデ：専せん門もん家かの話を聞いてきてくださいってことですか。

プリミラ：古文書を持って、あちこち伺うかがえばいいんですか？

ＧＭ：古文書の写しを持って、手分けして回ることになる予定だよ。

シェフィル：個こ別べつ行動？　なんか罠わながしかけられてそう……（笑）

クロヴィス：俺がＧＭだったら、罠をしかけておくシチュエーションだな（笑）。

カナデ：しっ、罠がありそうだとか言っちゃいけません（笑）。

ＧＭ：……（笑）。ちなみに、ラインの街、カナンの街、そして、ネオ・ダイナストカバルのアジトの三ヶ所を、手分けして情報収集してもらうことになる。この中で、一番難なん易い度どが高そうなのは、ネオ・ダイナストカバルのアジトだね。

プリミラ：ハヤトくんとこだ。

ＧＭ：「ゾハールに関する情報は、神殿でも秘ひ匿とくとされているものです。神官を多数派は遣けんして調ちよう査さに当たらせたくはあるのですが……伝でん播ぱを防ふせぐために、内ない情じようを知らぬ者をかり出すわけにはいかないのです。人手をお貸しできなくて、ごめんなさいね」

カナデ：……なるほど。調査する場所が三ヶ所ありますから、ここは無難にペアを三組作るのがいいんじゃないでしょうか。

ＧＭ：それが無難だろうな。んでだ、それぞれの街で必要な能のう力りよく値ちも大まかに教えておくぞ。

シェフィル：あ、そこわかるんだ。

ＧＭ：ラインの街は【知力】判はん定てい、カナンの街は【精せい神しん】判定が必要だ。そしてネオ・ダイナストカバルのアジトは、どこにあるか不明、探さがし出だす必要があるため【幸運】判定になる。

イリス：【幸運】判定なのか！（笑）

ＧＭ：ただし、情報収集をしていくにつれて、新たな情報項こう目もくがポップアップしたりするので、誰がどこで調査をするかは、よく考えてから挑いどんでくれ。それから、五つの〝薔薇の武具〟について、どれを誰が持つかの相談もお忘わすれなく。

クロヴィス：了解。……しかし、俺は頭が悪いし、メンタルも弱いし、ツイてない男なんだ。

シェフィル：わたしもクロちゃんとあんまり変わらないな。

イリス：僕は【精神】なら得意です。

キュリア：わたしは【知力】がいけます。

カナデ：私も【知力】が得意ですね。

クロヴィス：【幸運】が得意なやつは、そうそういないか……。

カナデ：みんな、【幸運】は３か４だと思いますよ。

プリミラ：あたし、【幸運】の値あたいは５ありますよ？

イリス：プリミラは運で生きてきた人なのか（笑）。

プリミラ：はい♪（一同爆笑）

シェフィル：じゃあ、ネオ・ダイナストカバルのアジトには、プリミラさんひとりで行ってもらいましょ（笑）。

プリミラ：（真面目な顔で）わかりました！　みなさんにお手数をおかけしないよう、あたしはひとりで行ってきます！

イリス：……プリミラがあまりに純じゆん粋すいすぎて、だんだん申もうし訳わけなくなってきた。

ＧＭ：なお、ひとつの街へ向かうと、調査のために三日間ほど時間をとられるよん。

イリス：何日かかったかって、カウントする必要があるんですか？

ＧＭ：ミラの〝呪い〟の刻こく限げんとかあるからね。

イリス：忘れてました！　そうか、調査に日数をかけてると、〝ゾハールの呪い〟によって死者が出てしまうんですね。

ＧＭ：そうそう。つまり、みんなで一ヶ所に向かえば情報を集めやすいが、その分、〝ゾハールの呪い〟の発動までの日数を大おお幅はばに消費してしまう。だが、手分けして探さがすとなると、今度は情報を得にくくなる……。

シェフィル：三ヶ所に行く必要があって、メンバーは六人だから、カナデさんの提案したとおり、ふたりでひと組として、三手に分かれるのがいいと思う。

クロヴィス：なにかがあったときのために、能力を補おぎない合える者同士でコンビを組んだ方がいい。とりあえず……一番、打たれ弱いやつが、イリスと一緒に向かうのがいいだろ。

イリス：《プロテクション》と《ヒール》を持ってますからね。

カナデ：能力値でコンビを考えるなら、まずは、クロヴィスとキュリア……ですよね。

イリス：僕は、シェフィルとプリミラの凸でこ凹ぼこコンビを見てみたい気がします（笑）。

クロヴィス：もし、シェフィルとプリミラを組ませるなら、カフヴァールを持たせておこう。

シェフィル：カフヴァールは出目のひとつを６にできる貴き重ちような能力を持ってるから、無む駄だ使いはしたくない。判定が失敗したら、フェイトを使って振ふり直すつもり。

プリミラ：そうすると、三組目はカナデさんとイリスさんになりますね。

シェフィル：わたしとプリミラさんがネオ・ダイナストカバルに行って、クロヴィスとキュリアがラインの街に行くでしょ……。

カナデ：イリスさんと私はカナンの街へ向かいます。これでいいと思いますよ。

ＧＭ：では、シェフィルとプリミラがネオ・ダイナストカバルのアジトへ、クロヴィスとキュリアがラインの街へ、イリスとカナデがカナンの街へ向かう……でいいのかな？

一同：はい！

クロヴィス：ふふ、俺はキュリアと愛に生きることにするぜ……。

キュリア：いつの間に私に惚ほれたんですか？（笑）

クロヴィス：一ひと目め惚ぼれに理由なんていらないさ。

キュリア：そうですか。まぁ、いいんじゃないですかね（あっさり）。

クロヴィス：えっ、俺を受け入れてくれるのかぁ!?（笑）愛す……俺はお前を愛すっ!?

シェフィル：え、なに、この超展開は（笑）。

ＧＭ：ま、まあそこら辺は個人の自由ということで……（笑）。んじゃ、チーム分けと目的地が決まったところで、シーンを終了しよう。







◆Middle04◆ゾハール教団の足そく跡せき




〝遺い跡せきの街〟ライン。

〝地の時代〟の古代遺跡を基き礎そとして繁はん栄えいしてきた、パリス同どう盟めいの主要都市のひとつに、クロヴィスとキュリアはやってきた。

　多くの冒ぼう険けん者しやが行き交う活気に満ちたこの街に、ゾハールに繋つながる情報があるはずだ。




ＧＭ：では、神しん竜りゆうゾハールに関する情報収集を開始しよう。まず１ターン目。最初はラインの街からいこうか。

キュリア：担たん当とうはクロちゃんとわたしですね。

プリミラ：ラインって、どんな街でしたっけ？

ＧＭ：グランフェルデンと同じく、パリス同盟を形成する都市国家のひとつだな。別名〝遺跡の街〟とも呼よばれてる。

プリミラ：ふむふむ。

カナデ：周囲に遺跡がたくさんあって、しかも国が発はつ掘くつ事業を推すい奨しようしているので、冒険者が多く集まる場所なんですよ。

ＧＭ：そんな街にクロヴィスとキュリアはやって来て、情報収集に励はげむことになる。道中は特にトラブルはないから、街に到着したところから始めるぞ。

キュリア：じゃあ、さっそく調べますか。

クロヴィス：いいぜ。と、ここでバサッと服を脱ぬぐ。

ＧＭ：なんでだ。

キュリア：あの、クロヴィスさん、なんで脱いでるんですか？（笑）

クロヴィス：やる気が溢あふれてるせいか、身体が熱くてよぉ。思わず脱いじまったぜぇ。心なしか身体もパンプアップしている！

キュリア：あ、やる気の表われだったんですね。これは頼たのもしいです。

イリス：頼もしい……ですかね？（笑）

クロヴィス：細けえことは気にすんなって。とにかく俺はやる気満々。必ずゾハールの情報を手に入れてみせるぜ！

ＧＭ：いろいろ言いたいことはあるが、気合が入ってるのはいいことだ。ちなみに、ラインの街では、ゾハールについて研究してる神学者がいるみたいだな。

クロヴィス：なら、まずは神しん殿でんに行ってみるとするかぁ。神様を研究してる奴なら、神殿と面識ありそうだしよぉ。

キュリア：なるほど。じゃあ、神殿に向かいましょう。

ＧＭ：了解。じゃあ、キミたちは神殿に行き、応接室に通される。ところが、応おう対たいにあたった神官に事情を話すと、彼は途と端たんに難しい顔になってしまう。

クロヴィス：なんかあんのか？

ＧＭ：なにやら悩なやんでいるようだね。彼は思案するように顎あごに手を当てると、黙だまり込こんでしまう。というところで、難なん易い度ど15の【知力】判定をしてくれ。

キュリア：ここはわたしがいきますよ。２Ｄ＋11で……（ダイスを振ふる）出目８の、達たつ成せい値ち19で成功ですね。

クロヴィス：楽勝だな。さすがだぜ、ハニー！

キュリア：ありがとう、ダーリン（笑）。

ＧＭ：キミたち、どういうこと!?（一同爆笑）

イリス：ラブラブじゃないですか！

シェフィル：クロちゃんが大人の階かい段だんを登ってる!?

プリミラ：早すぎです！

カナデ：この三日でいったいなにが……（笑）。

クロヴィス：うむ。自分で言っておいてなんだが、あきらかにおかしい。おそらくエンディングフェイズで別れるだろう。グッバイマイスイートハニー……。

キュリア：あなたのこと忘わすれません……。

プリミラ：別れるのも早い!?

ＧＭ：クロヴィスとキュリアの仲はひとまず置いておいて。判定に成功したんで、キュリアは神官がなにかを隠していることに気づく。また、その隠し事を、キミたちに話していいか悩んでいることも読み取ることができるよ。

キュリア：優やさしく微笑ほほえみかけて言います。件くだんの神学者さんはトラブルにでもみまわれているのですか？　そうなら話してください。協力できることがあるかもしれません。

ＧＭ：「さすがディアスロンドから派は遣けんされた方だ。こちらの悩なやみはお見通しですか。……実は、あなた方がお探さがしの神学者───」しまった、神学者の名前決めてなかった。

カナデ：では、フル・フロンタルで。

ＧＭ：おい！（一同爆笑）

イリス：前回のデュランダルに続いて、また池田秀一いけだ・しゆういちさんっぽい声のＮＰＣが（笑）。

ＧＭ：……他に案があるわけでもなし、とりあえずフロンタルでいくか。んでだ、神官の話をまとめると、こんな感じになる。




　神官の話によると、ライン神殿でも〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟と〝ゾハールの呪い〟の情報を集めており、その一いつ環かんとして、神学者のフロンタルを神殿でかくまっていたのだという。

　ところが、その情報がなぜか外部に漏もれてしまい、謎なぞの集しゆう団だんが神学者を連れ去っていってしまったのだという。




シェフィル：謎の集団……。

クロヴィス：十中八九、予想どおりだと思うけど、確認はしとくぜ。おい、神官のおっさん、その襲しゆう撃げき者しやってよぉ、竜りゆうの紋もん章しようが刻きざまれた腕うで輪わとか着けてなかったかぁ？

ＧＭ：「襲撃者がそのようなものを身に着けていた、という報告が何なん件けんかありましたね」

クロヴィス：ゾハール教団で間ま違ちがいねえみてえだなぁ。

キュリア：神学者がさらわれたのは、いつ頃ごろの話ですか？

ＧＭ：「二日ほど前ですね」

キュリア：うー、ちょっと遅おそかったみたいですねー。

クロヴィス：追いかけてえところだが、さすがに二日前だと難しいか？

ＧＭ：いや、神殿側もやられっぱなしじゃない。襲撃者のアジトについて情報をつかんでる。

クロヴィス：お、マジか！

ＧＭ：「ゾハール教団は最近、あちこちに小さな拠きよ点てんを作っているようなのです。襲撃者たちも、この街からほど近い森林に逃にげていったようで、そこに拠点があるのです」

キュリア：アジトはもう見つけてるんですね。

ＧＭ：「はい。ただ、敵てきの戦力がかなりのものでして……。現在我々が動かせる戦力での制せい圧あつは、難しいのです」

キュリア：むむむ。

クロヴィス：ちなみに、もし俺たちが攻せめ込こむとしたら、援えん軍ぐんとか出してもらえんのか？

ＧＭ：「今回の件は、すべて秘ひ密みつ裏りにと上から指し示じされてます。これ以上の人員は動かせないのですよ。援軍は期待しないでいただきたい」神官は申もうし訳わけなさそうに言うよ。

クロヴィス：にやりと笑って言うぜ。なに、あんたらはよくやったぜ。十分さ。むしろ、こんな状じよう況きようだからこそ、俺たちがきた甲か斐いがあったってもんよぉ。

キュリア：ゾハール教団が潜ひそんでいる森について、くわしく教えてください。

ＧＭ：「おお、なんと力強いお言葉！」神官は感心しながら、問題の森林の位置をマーキングした地図をくれる。というわけで、移動可か能のうな場所が増ふえるぞ。

クロヴィス：ところで、これってよ、アジトのある森に行くのにも時間がかかるのか？

ＧＭ：当然。街で情報収集するのと同じく、三日経けい過かすることになる。

プリミラ：もうひとつ質しつ問もんが。他の人と合流していくことってできますか？

ＧＭ：もちろん可能だ。

クロヴィス：なに、俺とハニーの力を合わせれば、乗のり越こえられないものなんてねえ！

キュリア：そうね。行こう、ダーリン！

イリス：ラブラブですね（笑）。

ＧＭ：ちなみに、森林のアジトでは複ふく数すうの情報が手に入る。失敗するとけっこう大変なことになるから注意してくれ。神官もふたりで大丈夫かと心配そうな視線を向けてるぞ。

クロヴィス：問題ねぇさ。二巻かんで集めてきた、ゾハール教団のつけていた腕輪をジャラジャラジャラっと見せる。やつらとはすでに何度も戦い勝ってきてるからよぉ。

ＧＭ：「おお、さすが〝聖都〟から派遣されてきた方だ！　ならばこの先も簡かん単たんでしょう」

イリス：ゾハール教団から奪うばった腕輪、まだ持ってたんですか（笑）。

クロヴィス：トロフィーとしていっぱい持ち歩いてるのよ。じゃらじゃらじゃらじゃら。

ＧＭ：あ、そうだ。ゾハール教団のアジトで情報を得るには捕つかまった神学者を捜さがす必要があるわけだが、必要な能のう力りよく値ちも教えておこう。重要なのは【感知】と【筋きん力りよく】だ。

キュリア：【感知】と【筋力】！

クロヴィス：（急に渋しぶい顔になり）【感知】は問題ねえけど……。

キュリア：【筋力】が厳きびしそうですねえ。私、４しかないです。

クロヴィス：同じだなぁ。……まあ、フェイトでなんとかして、がんばろうぜ！

キュリア：了解です！

ＧＭ：「では、何なに卒とぞよろしくお願いいたします。キュリア様、クロヴィス様」

クロヴィス：え、なんで名前知ってんだ？　言ってなかったよな？

ＧＭ：キミは神殿を頼たよった際さい、名前も名乗らなかったというのかね？（笑）

クロヴィス：……さすがに、名前も名乗らずにはいかないかなぁ。

シェフィル：いや、今のふたりなら、ハニー様とダーリン様でいいよ！（笑）

クロヴィス：それだぜ、シェフィル！

キュリア：どこにゾハール教団のスパイが潜ひそんでいるか、わかりませんしね。偽ぎ名めい代わりにそう名乗ったということで（笑）。

ＧＭ：えーと……じゃあ、あらためて。神官はキミたちに深々と頭を下げながら頼たのむ。「何卒よろしくお願いいたします、ハニー様、ダーリン様」（一同爆笑）

クロヴィス：そいつで十分だ。

ＧＭ：「今日はもう遅おそいです。宿はこちらで用意しますので休んでいってください」

キュリア：あ、部屋はひとつでいいですよ。

イリス：本当にラブラブですね!?

クロヴィス：なあ、俺から振ふったネタだけどさ……マジでなにがあったの？（笑）

ＧＭ：知らんがな！（笑）

カナデ：ここまで仲がいいと使い魔まのターチュが嫉しつ妬としちゃいそうですねぇ。

キュリア：たぶんすごい威い嚇かくしてますねー。墨すみとか吐はいちゃったりもするかもしれません。

クロヴィス：じゃあ、いきなり墨をぶっかけられて、俺は悶もん絶ぜつする（笑）。うごごー!?　こ、このタコ───っ!?　やりやがったなー！

キュリア：ああ、ダーリン、ターチュ！　落ち着いて!?

ＧＭ：では、取っ組み合いを始めた両者を、キュリアが仲ちゆう裁さいしたところで、シーン終了だ。







◆Middle05◆ウマの合う神官




〝機械の街〟カナン───。

　エリンディルでも有数の、錬れん金きん術じゆつの発達した都市であり、街中を網あみ目めのように走る鉄道を始め、さまざまな錬金術の利器が訪おとずれる者を驚おどろかせる。

　他の街では見られない、珍めずらしい物品や施し設せつに思わず目を奪うばわれるイリスとカナデだったが、すぐさま気を取り直し、情じよう報ほう収しゆう集しゆうを開始するのであった。




ＧＭ：次はカナンの街の処しよ理りに移うつろう。担たん当とうは……イリスとカナデだな。

カナデ：そうですね。

イリス：がんばりますよ。

クロヴィス：一見するとまともなコンビ。だが、今日のイリスはひと味ちがうぜぇ。

イリス：（妙みようにおどろおどろしい声で）カナちゃ～ん……カナちゃ～ん……。

プリミラ：なんで、そんな幽ゆう霊れいみたいな暗いキャラになってるんですか!?

イリス：いつもとちがう自分を演えん出しゆつしようと思って（笑）。

クロヴィス：最さい終しゆう巻かんで、みんな人じん格かく変わるなぁ。

ＧＭ：変えるなよ（笑）。

イリス：いや、まったくですね。普ふ通つうが一番です（笑）。

ＧＭ：まったくだ。さて、そろそろ演出を始めよう。キミたちは〝機械の街〟カナンを訪おとずれ、街の中央に位置するカナン大だい聖せい堂どうへ向かっているところだと思ってくれ。

イリス：たしか、錬金術で発はつ展てんした都市なんでしたっけ。

カナデ：ですね。他の都市では見られない、先進的な錬金技ぎ術じゆつを用いた建けん築ちく物ぶつとかがいっぱいあったりします。

ＧＭ：特に目立つのは鉄道だな。要所への交通手しゆ段だん、あるいはカナンを代表する観光名所として、内外で広く知られている。

イリス：おー、鉄道があるということは、列車が走ってるんですね。

カナデ：せっかくですし、それを使ってカナン大聖堂へ向かいましょうか。

イリス：いいですね。僕ぼくは好こう奇き心しんに目を輝かがやかせながら列車に乗ります。こんな鉄の塊かたまりが動くなんて、錬金術というものはすごいですね。

ＧＭ：他の街では見られない風景を愉たのしみながら、列車に揺ゆられること十数分、カナン中央駅で下車して歩くこと数分ほど。キミたちは大聖堂にたどり着く。

カナデ：早速神しん殿でんの人にお話を伺うかがいたいんですけども。

ＧＭ：では、行き交う神官のひとりに声をかけて、捕つかまえたことにしよう。物もの腰ごし穏おだやかな神官が、丁てい寧ねいな口調で告げる。「どのようなご用よう件けんでございましょうか？」

イリス：情報が知りたいんです。早く教えてください！

シェフィル：いきなりそれ!?

プリミラ：せっかちすぎですよ！

カナデ：イリスさん、はやる気持ちはわかりますけど、ちゃんと説明しないと相手が混こん乱らんしちゃいますよ。

イリス：す、すみません。えーと、事じ情じようを簡かん単たんに話します。僕たちはディアスロンドからの使者としてきた者です。ご連れん絡らくがいってると思うんですが。

ＧＭ：「あー、はい。えー……じゃ、とりあえず中へどうぞ」

カナデ：はい？

イリス：妙に歯切れの悪い応おう対たいですね。なにかあるのですか？

ＧＭ：「いえ、お気になさらず。じゃあ、このカナンの街に来たあなたたちの不幸を呪のろって……」呪ってじゃないや。

イリス：呪って!?

ＧＭ：「可か哀わい想そうに思っているだけですよ」で、キミたちは応おう接せつ室しつに通されるわけだが、しばらくして、別の神官がやってくる。三〇歳さいぐらいの、腰まで届とどこうかという長い濃のう紺こんの髪かみを持つ女じよ性せいだな。キビキビとした動きのエネルギッシュな人物で、イイ笑顔を浮うかべてる。

イリス：なんとお美しい。……って、なんとなく勢いきおいで言っちゃいましたけど、美人さんなんですかね？

ＧＭ：ああ、美人ではあるな。

カナデ：ただ、性せい格かくに難なんがある人なんですよね。

イリス：おや？　カナデさん、この人のことを知ってるんですか？

カナデ：初対面ですけど、噂うわさはいくつか聞いたことがあります。シルヴァさん、ですよね？

ＧＭ：正せい解かいだ。彼かの女じよはにこりと微笑ほほえみながら言う。「あら、私わたしもずいぶんと有名になったものね。そうよ。私はシルヴァ。カナン神殿の神官長を務つとめさせてもらってるわ」




シルヴァ

　気きっ風ぷうのいい、行動力溢あふれる女性。カナン神殿の神官長であり、人材発はつ掘くつに熱意を燃もやしている。彼女とウマが合った人物は、かなりの無茶振ぶりをされることがあるため、一部の冒ぼう険けん者しやからは疫やく病びよう神がみとして警けい戒かいされている。




ＧＭ：挨あい拶さつを終えたシルヴァは早速、くすりと微笑みながら言う。「ディアスロンドからの使者っていうから、どんな人がくるかと思ったけど、なかなか可か愛わいらしいお嬢じようさんとカッコいいお兄さんがきたものね」

イリス：いえいえ、僕なんて大したことないです。高いだけが取とり柄えの男です。

ＧＭ：「高い？」

イリス：身長が。

カナデ：いきなり言われてもわからないですよ（笑）。一礼して挨あい拶さつしますね。初めまして、シルヴァさん。わたしはカナデと申します。こちらはイリスさんです。

イリス：ぺこりとこちらもお辞じ儀ぎしましょう。

カナデ：すでにお話は通っているかと思いますが、あらためて説明しておきますね。わたしたちは、神しん竜りゆうゾハールについて調べているんです。

イリス：そうそう。古文書を読める神学者の行方とか……こちらで、なにか情報がつかめるだろうと聞きまして。なんでもかまいません。ご存ぞんじのことを教えていただけませんか？

ＧＭ：キミたちが頼たのむと、シルヴァは難むずかしい顔になるぞ。「うーん……。神竜ゾハールに関することは秘ひ匿とく情報なのよね。そう簡かん単たんに開かい示じするわけにはいかないわ。危き険けんだもの」

カナデ：では、どうすれば教えていただけますか？

イリス：こちらも退ひけない事情があります。条じよう件けんがあるならばおっしゃってください。

ＧＭ：「そんな難しい話じゃないわ。ようは、あなたたちが情報を受け取るのに相応ふさわしいか否いなか、私が認みとめることができるかどうかってことよ」

カナデ：ディアスロンドからの書しよ状じようを見せてみますが。

ＧＭ：「こんな紙切れ一いち枚まいで人間がすべてわかると思っているの？」と、シルヴァは呆あきれたように言う。

イリス：ええっ!?　ディアスロンドって神殿を総そう括かつしてる場所ですよね。そこからの紹しよう介かい状じようを見せてもダメなんですか？

カナデ：ね？　性格に難なんある人でしょう？（笑）

イリス：たしかに……（笑）。

ＧＭ：「あんたたち、本人の前でずけずけ言ってくれるわねー。いい？　神殿内部に悪の手先が入るようなご時世よ？　ディアスロンドからの使者が悪の結社の一員でない保ほ証しようがどこにあるの。こんな紙切れ一枚で、すんなり信用できるわけないでしょうが」

イリス：ご、ごもっともですが……神殿の人間のあなたがそれを言っちゃいますか？（笑）

ＧＭ：「私はただ事実を言ってるだけ。それに言ったでしょう。ゾハールの情報は秘匿されているものなの。扱あつかいには十分な注意が必要なのよ」

カナデ：……わかりました。では、我われ々われが信しん頼らいできる者かどうかを見定めていただきたいんですけど、お願いできますか？

ＧＭ：「いいわよ。それじゃあ、今から神問答を始めましょうか」

イリス：神問答？

ＧＭ：これから、シルヴァはキミたちの言うことを、曲解し、とにかく自分の都合のいいように受け止め、すべて神の加か護ごとしてキミたちにぶつけてくる。

イリス：は、はい。

ＧＭ：それに対して、キミたちは強い精せい神しん力りよくを持って抗あらがい、自分の意い志しを貫つらぬき通とおさなくてはならない。具体的には、難なん易い度ど15の【精神】判はん定ていに成功する必要がある。

イリス：わかりました。ええと……【精神】は７だから、出目８以上で成功になりますね。

カナデ：期き待たい値ち以上ですし、ちょっと頑がん張ばらないと。

ＧＭ：「すべては神のご加護。あなたのような者が神の使徒かどうか、私にはわかりません。それを証しよう明めいするためにはあなたがなにかしてくれないとね」

イリス：……いや、ここは普ふ通つうに振ふりましょう。ダメだった時は、フェイトを使って振り直すということで。

ＧＭ：了りよう解かい。では、判定してくれ。

イリス：いきます！　それ！（ダイスを振る）よし、出目９の達たつ成せい値ち16で成功です！

カナデ：やった！

ＧＭ：一発でやられたか。じゃあ、一八時間におよぶ問答の結果、キミたちはシルヴァの信用を得ることができた。

一同：一八時間!?

キュリア：長すぎですっ!?（笑）

イリス：そんなにかかったら、もう疲ひ労ろう困こん憊ぱい……（笑）。息を切らせながら、シルヴァに語りかけます。ぜえぜえ、わ、私たちが信用できると、わかって、いただけましたか……!?

ＧＭ：「ぜえ、ぜえ……だいたいわかったわ。なかなか屁へ理り屈くつばっかりね、あなたも」

イリス：その言葉はあなたにそっくりお返ししますよ。ぜえ、ぜえ……！

ＧＭ：「まあいいわ。私たちウマが合いそうね」　にやりと微笑ほほえむ。
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イリス：合わない！（笑）　ていうか、にやりと微笑むってなんですかっ!!（笑）

カナデ：カナデは終わった頃ころを見計らって戻もどってきます。終わりました～？

イリス：ええ。たった今、話がついたところです……！

カナデ：さすがイリスさん。では、シルヴァさん。神学者のこと、教えていただけますか？

ＧＭ：「ええ……。その神学者なんだけど……あ。これさ、絶ぜつ対たいに秘ひ密みつにしておいてもらえる？　仲間以外には口外しちゃダメだからね」

イリス：お約束します。

ＧＭ：「その神学者の方なんだけど、二日ほど前に───」

カナデ：ちょっと待って（笑）。

キュリア：わたしたちの時も出たフレーズじゃないですかー！

ＧＭ：あ、さらわれたんじゃないよ。「───殺されたのよ」

一同：え……？

イリス：こ、殺された!?

プリミラ：：そ、そういうパターンもあるんですか!?

ＧＭ：「さすがにあなたたちが犯はん人にんだとは思わないけど、どこに悪の芽めが潜ひそんでるかわからないからね。信頼できる人物かどうか試したのよ」

カナデ：そ、そう、なんです、か……。いや、でも神学者が殺されたことを伝えるかどうかを判はん断だんするだけで、一八時間も問答したんですか？（笑）

クロヴィス：ちょっと普通じゃねえよなぁ（笑）。

ＧＭ：「もちろん、殺人事じ件けんのことを伝えるかを判断するためだけじゃないわ。事件解かい決けつを依い頼らいするのに相応しい人物かどうかを見極めるためでもあったのよ」

イリス：そうだったんですか……って、え？　事件解決の依頼？

ＧＭ：「私の知ち恵えと言葉と目で、あなたたちが信頼できると判断したわ。あなたは一八時間の試験の結果、合ごう格かくしたのよ。おめでとう！」イリスの肩かたをがしっとつかんで、シルヴァは力強く祝福の言葉を贈おくる。

イリス：うーん……。こう、素す直なおに納なつ得とくできない自分がいるけど、この人と繋つながりを感じられたことが、すごく幸せに思えるような……。なんなんでしょうね、この感覚は（笑）。

ＧＭ：「それは、ウマが合う、と言うのよ」

イリス：なるほど。ではぜひ私と一いつ緒しよに馬に乗りましょう。

ＧＭ：「ギャグのセンスはいまいちのようね」

イリス：ぐ！　と、ところで、神学者が殺されたんだとすると、ここではもう情報は手に入らないんですか？

ＧＭ：うむ。情報は手に入らない。ただし、判定に成功したので、ちょっとした特典はある。シルヴァは懐ふところから一通の書状を取り出し、手て渡わたしてくる。「あなたにこれを託たくすわ」

カナデ：これは？

ＧＭ：カナン神官長のお墨すみ付つきの書状だな。一シナリオに一回、情報収集判定をする際さいに使用することで、なんと判定のダイスを＋１Ｄすることができるアイテムだ。

イリス：なるほど。これは、誰だれでも使用できるんですか？

ＧＭ：誰でも使用できる。ただ、当然だけど所持してないと使うことはできないぞ。

カナデ：つまり、現げん状じようだとカナデとイリスさんしか使えないわけですね。受うけ渡わたしする場合はどうすればいいですか？

ＧＭ：一度合流する必要がある。合流している状じよう態たいでなら、譲じよう渡とは自由にしてかまわないよ。

イリス：なるほど。一いち応おう、共有することは可か能のうなんですね。

クロヴィス：とはいえ、合流しなくちゃならないんだと、受け渡すにしても状じよう況きようとタイミング次第だな。

シェフィル：保ほ険けん代わりぐらいに考えておくのがよさそうかな。

カナデ：で、他になにかあります？

ＧＭ：以上だ。

カナデ：この書状一枚だけ……。

イリス：も、もう一声出ませんか？

ＧＭ：不服そうな顔をするキミたちにシルヴァは困こまった顔になる。「そう言われても、渡わたせる情報はないし……」

カナデ：本当に情報ないんですか？　神学者をかくまってたんですよね？　その人からなにか聞いていたりするんじゃないですか？

ＧＭ：さらに問とい詰つめると、シルヴァはむうと黙だまり込こむ。すると、今度は背はい後ごに控ひかえていたお付きの神官がやれやれとため息をついて、口を挟はさんでくる。

イリス：お？

ＧＭ：「シルヴァさん。よくないと思いますよ。せっかく三日も掛かけてここまでやって来て、なにも情報を渡さないのは」「いやでも初めて会った人に……」

イリス：初対面ではありますけど、一八時間問答した仲じゃないですか。

ＧＭ：「そうよね。ウマが合うのよね」うーんと、彼女は考かんがえ込みだす。……まあ、一八時間ってのは、あくまで「大変だった」という演出だけどね（笑）。

イリス：今日ここで初めて会ったとは思えない、この空気感。忘わすれないでほしいです。なにかあるんですよね？　話してもらえませんか。

ＧＭ：みんなの視し線せんが集まる中、シルヴァはしばらく沈ちん黙もくしていたが、奥おく歯ばに物でもはさまったような口調で言う。「私もくわしく知ってるわけじゃないのよ？　ただ、ゾハールの魂たましいを封ふうじている器に関しては、ちょっと聞いたことがあるわ」

イリス：おお！　その器というのは？

ＧＭ：「古代に作られた古びた壺つぼらしいわ」

カナデ：壺？　どんな壺なんですか？

ＧＭ：「正せい確かくには壺っていっていいのかしらね……。まあ、とにかく複ふく雑ざつな紋もん様ようが刻きざまれた壺みたいな器らしいわ」

イリス：ふーむ。ちなみにその壺はどこにあるのですか？

ＧＭ：「たぶんゾハール教きよう団だんが確かく保ほしているんじゃないかしら。だから、ゾハール教団のアジトにあると思うんだけど……最近、あいつらってば拠きよ点てんを増ふやしてるのよね。物ぶつ資しの出入りも増えてるみたいで、どこに問題の壺があるかまではわからないわ」

イリス：うーん。せめて、その壺の正確な形けい状じようとかわかりませんかね。それがわかるだけでも、かなり探さがしやすくなると思うんですが。

ＧＭ：「うーん、ちょっと待ってね」シルヴァはそう告げると、お付きの神官に指し示じを出す。すると、神官がしばらく退たい室しつし、一冊さつの本を持ってくるよ。

シェフィル：殺された神学者さんが集めてた資し料りようとかかな。

ＧＭ：正解だ。神官は本をぺらぺらとめくると、奇き妙みような壺の絵が描かかれたページをキミたちに見せる。「おそらく、この壺なのではないかと」その雰囲気は縄じよう文もん土器が近いかな。

イリス：なんとなくわかります。ちなみに僕たち、その壺に見覚えがあったりしますか？

ＧＭ：いや、ないな。初めて見るものだ。

カナデ：本そのものを借りるのは……さすがにシルヴァさんが困っちゃいますかね。

ＧＭ：「貸かしてあげたいけど、こっちも情報を集めるのに、神学者の遺い品ひんを調べてるところでね。すぐに渡わたすわけにはいかないわ」

カナデ：ですよね。でしたら、壺のページを模も写しやさせてもらえますか。

イリス：ああ、それがよさそうですね。

ＧＭ：「あ、じゃあこれコピー取りますんで、お持ちください」

シェフィル：コピーできるんだ!?（笑）

クロヴィス：まあ、写真もあるみたいだしなぁ、エリンディル。コピー機みたいなのがあってもおかしかねぇな。

イリス：ちなみに、どうやってコピーするんですか？

ＧＭ：「錬金術で造つくられた機械の中には、絵を転写するものもあるんですよ。カナンの街の科学力は世界一でございますから」

イリス：す、すごい（笑）。あの、カナデさん、模写しなくてもいいみたいですよ。

カナデ：……くしゃくしゃ、ぽい（笑）。

ＧＭ：「どうぞお持ちください」そう言って、神官は壺の絵が転写された紙を渡わたしてくる。

イリス：ありがとうございます。くしゃくしゃにならないように、綺き麗れいに丸めて、大事に持ち運びましょう。

カナデ：これで情報は全部ですか？

ＧＭ：「今度こそ本当にないわよ」シルヴァが答え、隣となりでお付きの神官もこくりと頷うなずく。

カナデ：そうですか。ありがとうございました。ぺこりと一礼しますね。

イリス：さて、情報は手に入りましたけど、これからどうしますか？

カナデ：ひとまず、他の人たちと情報を共有したいところですけど……。

ＧＭ：あ、手に入れた情報は基き本ほん、共有できてかまわないよ。神殿のネットワークとかあるし、情報だけなら伝達できることにしよう。

イリス：ああ、それは助かりますね。いちいち合流していたら、時間が足りなくなるかもしれませんし。

カナデ：情報共有の手間が省はぶけるなら、次に取れる行動の幅はばも広がりますね。……少し、カナンで身体を休めて、ひとまず情報が出で揃そろうのを待ちましょうか。次にどう動くかは、それから決めればいいと思います。

イリス：そうですね。判断できる材料は多い方がいいですし。じゃあ、連絡がくるまで、宿でも取って休んでいましょうか。

ＧＭ：では、キミたちが神殿をあとにしようとすると、シルヴァが声をかけてくる「正せい義ぎのために頑がん張ばって。私は神官長としてこの街を離はなれるわけにはいかない。でも、きっと、その書状があなたの力になるときが来るわ」

イリス：わかりました。それでは失礼しますね。

ＧＭ：「じゃあね。あ、そうだ。事件の情報は逐ちく一いち報ほう告こくするのよ」

イリス：え？　な、なぜですか？

ＧＭ：「もう、水くさいわね。ウマが合う仲じゃないの。情報は共有しましょうよ」にこにことイイ笑顔で、シルヴァが言う。

イリス：う、うう……なんだか、この人に逆さからいにくいんですけど（笑）。わ、わかりました。なにかわかれば、お伝えしますよ。

ＧＭ：「ありがとう、よろしくね！」なお、いろいろ企たくらんではいるかもしれんが、少なくともキミたちに害をなすようなことはしないよ。これは保ほ証しようする。

カナデ：昔からいるＮＰＣですからねー。いろいろと周囲を振ふり回まわす人ですけど、悪人ってわけじゃないですよ（笑）。

ＧＭ：うむ。というわけで、キミたちがカナン神殿の応接室を出たところで、シーン終しゆう了りようだ。
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〝水の街〟クラン＝ベル。

　かつて闘とう技ぎ大会のために訪おとずれた街に、シェフィルたちは再ふたたびやってきて。

　この街のどこかに、ネオ・ダイナストカバルのアジトが隠かくされているらしいのだが……。




ＧＭ：では次のシーン。ネオ・ダイナストカバルのアジトを求めて動くのは、シェフィルとプリミラのコンビだな。

プリミラ：はい！

シェフィル：ところで、アジトがどこにあるかって、わかってるのかな？

ＧＭ：正確な位置はわかってないが、ある程てい度どのあたりはついてる。というわけで、ガーベラからもらった情報をもとに、キミたちがクラン＝ベルを訪れたところからスタートだ。

プリミラ：あ、知ってます！　闘技大会があった街ですよね。

カナデ：ですね。

ＧＭ：ネオ・ダイナストカバルの収しゆう入にゆう源げんのひとつは屋台経けい営えいでな。コロシアム近くとか、屋台を出しやすそうな場所とかに、偽ぎ装そうしてアジトを作っているとのことだ。

プリミラ：なら、さっそくコロシアムの近くを探してみましょう！

ＧＭ：了解。シェフィルもプリミラも、コロシアムを過か去こに訪れたことがあるから、迷まい子ごになったりはしない。特に問題なく、ココロシアム前までたどり着く。周囲は闘技大会の時ほどではないが賑にぎわっていて、屋台がいくつも並ならんでいる。

シェフィル：ねえねえ、プリムー。

プリミラ：はいっ。

シェフィル：なにか食べ物を買わない？　屋台たくさんあるし。

プリミラ：そういえば、お腹なかが空きましたね。なにがありますか？

シェフィル：えーと……焼きそば？　って、あるのかな、エリンディルに。

ＧＭ：あるぞ。

シェフィル：焼きそばの、いいにおいがする～。

プリミラ：焼きそば、いいですね！

シェフィル：ねえねえ、行こ行こ。食べに行こう！

プリミラ：行きましょう！

イリス：いきなり買い食いはじめてますけど、いいんですかね？（笑）

シェフィル：ちなみに、お腹空いてるのもあるけど、それだけじゃないからね？

クロヴィス：ほう？

シェフィル：さっき、屋台が収入みたいなこといってたから、ネオ・ダイナストカバルの屋台がないかなと思ってさ。

ＧＭ：その行動は正しい。ネオ・ダイナストカバルの名物のひとつは、焼きそばだからな。

キュリア：あれ、たこ焼きじゃなかったんだ。

カナデ：たこ焼きとかもやってると思いますよ。

ＧＭ：焼きそば、たこ焼き、お好み焼き……屋台料理全ぜん般ぱんは手を出しててもおかしくないな。

プリミラ：ふむふむ。

ＧＭ：さて、屋台巡めぐりをするなら、ここで判定にしよう。難なん易い度ど15の【幸運】判定だ。成功すれば、ネオ・ダイナストカバルが屋台を出していて、それを発見できる。失敗した場合は、屋台が休みの日で、見つけることができないって感じだ。

プリミラ：【幸運】で難易度15ですか！

シェフィル：けっこう厳きびしいねぇ。

ＧＭ：ちなみに、ここでは『ヴァイス』組のＰＣがひとりでもいれば、判定の達成値に＋１のボーナスを得られるよ。

プリミラ：やったー。

シェフィル：それは助かるけど、なんで？

ＧＭ：『ヴァイス』のＰＣに、ハヤト・シザースっていう少年がいるんだが、彼はネオ・ダイナストカバルに所しよ属ぞくしててな。プリミラやキュリアの情報が伝わってる分、接せつ触しよくしやすくなるって寸すん法ぽうだ。

シェフィル：ほー。でも、あたし【幸運】３しかないから、ボーナスありでも厳しいなぁ。

プリミラ：大だい丈じよう夫ぶです！　ここはあたしが行きますよ。【幸運】は５あるので、２Ｄ＋６で判定できますから！

カナデ：それでも出目９以上必要ですし、ちょっと難しいかもしれません。

プリミラ：それなら、《ダンシングヒーロー》を使って、３Ｄ＋６にしておきますね。それじゃあ、いきます！　えい！（ダイスを振る）……出目10なので、達成値16で成功です！

ＧＭ：一発成功とはやるな。では、どの屋台にしようかと歩いていると、ふわりと香こうばしい匂においが漂ただよってきて鼻をくすぐる。

シェフィル：この香かおりは……。

ＧＭ：ソースの焦こげる匂いはそこら中からするが、そんな中でも特に食しよく欲よくをそそり、ここまで胃い袋ぶくろに訴うつたえるものはそうそうないだろう。

プリミラ：美味おいしそうなにお～い。

ＧＭ：匂いに惹ひかれるようにしてたどり着いたのは、焼きそばを売る屋台のひとつだ。店主が慣なれた手つきで焼きそばを作ってる。熱せられた鉄板の上で麺めんと野菜と肉が躍おどり、ソースの焼ける〝ジューッ！〟という音が、さらに食欲を刺し激げきしてくる。

プリミラ：ごくり……！　シェフィルさん、ここ、美味しそうですよ！

ＧＭ：「お客さん、なんでこちらのお店に？　他に何なん軒けんもあるのにうちの店に目をつけるとはねぇ。キミたちはいいお客だ」

プリミラ：いやいや、それほどでも～。

ＧＭ：「そっちの黒くろ髪かみの子は素直だねぇ。金きん髪ぱつの子はなんかひねてるねぇ」

シェフィル：正直者なだけだよ。

ＧＭ：「でもねぇ、おじさん、判定に成功されちゃうと本音を言わなきゃいけないんだ。ここがネオ・ダイナストカバル支し店てんのものと知って来たんだよね、キミたちは」

シェフィル：おじさん、ネオ・ダイナストカバルなんですか！

プリミラ：わ～！　声が大きいです！

ＧＭ：「ああ、別に名前を出しても問題はありませんよ。我われ々われは地域密着型悪の組そ織しき。地元の方々とのつき合いもありますし、みんなから大人気ですから」

プリミラ：すごーい。本当に、ダイナストカバルのおじちゃんなわけですか？

ＧＭ：「そういうことです」

プリミラ：あー、会えてよかったです！

シェフィル：まず最初の課題はクリアだね。ええと、ダイナストカバルの人に会ったあとは、アジトに侵しん入にゆうして、あとなにするんだっけ？

プリミラ：ええと、メモメモ……この古文書の読めていない部分を解かい読どくしてもらいます。あとゾハールとか〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟まわりの話も聞ければいいなと！

ＧＭ：「情報を集めてるんだね、キミたちは」

プリミラ：そうなんです。あ！　ちなみにあたしたち、怪しいものじゃないですよ。そちらの組織に所属してるハヤトくんとも知り合いなんです！

ＧＭ：ハヤトの名前を出すと、店主は覚えがあるのか得心したように頷うなずく。「じゃあ、キミはもしかしてプリミラくんか。ハヤト……ハサミカメレオンから話は聞いてるよ」

プリミラ：はい、プリミラ・ヘッジホッグです！　よろしくお願いします！　ええと、それで今、ハヤトくんはどちらにいらっしゃるんでしょうか？

ＧＭ：「今アジトの方で洗せん濯たくかなにかしてると思います。よかったら会っていきますか？　アジトまで案内しますよ」

シェフィル：……え、いいの？

ＧＭ：「ハヤトの知り合いなら構かまいません。焼きそばをほめてもらいましたし、キミたちはいい人みたいですから」

イリス：焼きそばほめたからって……ちょ、ちょろすぎます（笑）。

シェフィル：こっちとしては助かるから、ここは話に乗っちゃうのがいいんじゃないかな。

プリミラ：ハヤトくんと会うの久ひさしぶりな感じですし楽しみです！　あとは、この古文書を解読できる人がいるといいんですけど。

シェフィル：ネオ・ダイナストカバルにどんな人がいるかは知らないけどさ、いちばんえらい人ならいろいろと知ってるんじゃない。

プリミラ：あの、大首領と、ハヤトくんに会いたいです。

ＧＭ：「わかりました。判定に成功したあなたたちの力は強い。ご案内しましょう」

シェフィル：じゃあ、代わりに焼きそば焼いときます。じゅーっ（焼きそばを焼いてる）……三〇〇万Ｇです♪

イリス：高すぎでしょうっ!?（笑）

プリミラ：いやいや、焼きそば焼いてる場合じゃないですよ！　一緒に行きましょうよ～！

ＧＭ：「ちなみに、アジトには案内しますけど、入るためにはそれなりの試練がありますから、人手が多いにこしたことはないですよ」

シェフィル：じゅ～……！

プリミラ：もぉ……！　今は焼きそばより情報収集です！　ガシッと腕うでをつかんで、ぐいぐい引っぱっていきますよ！

シェフィル：あ、あ！　そんな引っぱらないで！　ずるずるずる～。

ＧＭ：じゃあ、プリミラがシェフィルを引きずりながら、ネオ・ダイナストカバルのアジトへ向かったところで、一度シーンを切ろう（笑）。







◆Middle07◆進むべき道




　ゾハールに関する調ちよう査さを開始してから三日が経けい過かした。

　一行は手に入れた情報を吟ぎん味みし、次の行動を思案する。

　残された時間の中で、彼らは状じよう況きようを打だ破はすることができるのだろうか。




ＧＭ：では次のシーン。１ターン目の全員の処理が終わったので、２ターン目の行動を決定してもらおう。

シェフィル：手に入った情報については、共有できてていいんだよね。

ＧＭ：うむ、かまわない。主に神殿のネットワークを使って、手紙などのやりとりによって、１ターンの間……三日間のどこかで情報のやりとりができていると思ってくれ。錬金術とかを利用した、変な通信機みたいなものがあるんだろう。

イリス：そんな便利なものがあってもいいんですか？

ＧＭ：ＧＭの都合の悪いときには繋つながらないんで、大だい丈じよう夫ぶだ（笑）。

キュリア：それじゃあ、あらためて手に入った情報を確かく認にんしてみましょうか。

カナデ：えーと、現げん在ざいの状況をまとめると───。




・ラインの街の神学者は、ゾハール教団に誘ゆう拐かいされている。身み柄がらを確保するには、ライン近くの森にあるゾハール教団のアジトを攻こう略りやくしなくてはならない。

・ゾハールの魂たましいを封ふうじた器うつわ───古代の壺が存そん在ざいするらしい。ゾハール教団が保ほ持じしていると思われるが、どこに置かれているかは不明。

・クラン＝ベルでネオ・ダイナストカバルのアジトを発見。情報収集が可能になった。




イリス：……なるほど。これをふまえた上で、次にどう動くか……。

シェフィル：あたしとプリムは、このままネオ・ダイナストカバルのアジトに行くのがいいんじゃないかな。

イリス：僕とカナデさんは、一度クロヴィスさんたちと合流しましょうか。ゾハール教団のアジトなら、ゾハールの魂が封ふうじられている壺がないかも調べたいですし。

カナデ：そうですね。それに、ＧＭもゾハール教団のアジトは、攻略が難しいというようなことを言っていましたし。援えん軍ぐんにいった方がいい気がします。

クロヴィス：ふたりこっちにきてくれるなら、ずいぶんと楽になりそうだなぁ。

プリミラ：では、あたしとシェフィルさんがネオ・ダイナストカバルへ。

カナデ：残りの四人がゾハール教団のアジトへ向かうということで。

ＧＭ：了解だ。じゃあ、２ターン目の行動が決まったところで、シーン終了だ。







◆Middle08◆邪じや教きようの砦とりで




　ラインにほど近い森林。

　木々が鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる、その深しん奥おうにゾハール教団のアジトは隠かくされていた。

　クロヴィスとキュリアは、そのアジトを監かん視ししながら、仲間たちの到とう着ちやくを待っている。




ＧＭ：２ターン目の処理を開始するぞ。まずはライン組からだ。クロヴィスとキュリア、あと合流するイリスとカナデが登場になる。

クロヴィス：じゃあ俺おれとキュリアが、森の中で、ゾハール教団のアジトを見み張はってると……。

カナデ：そこにわたしたちが合流しますよ。お待たせしました。

クロヴィス：おう、間に合ったか。

キュリア：心強いですね。

イリス：ちょっと声をかけるのを躊ちゆう躇ちよしてしまいましたよ。遠くから見たら、ふたりが仲むつまじいので。

キュリア：あらあら（笑）。

クロヴィス：ま、いろいろあったのさ。

イリス：そ、そうなんですか。興きよう味みはありますけど、状況が状況ですし、深く聞くのはやめておきましょう。

クロヴィス：聞かれても、答えられないしな。俺自身が、この状況にびっくりしてる（笑）。

キュリア：ターチュが怒おこってますね。ずっと不ふ機き嫌げんですから。

クロヴィス：頼むから、今は暴あばれねえでくれよぉ？

ＧＭ：するとターチュが〝ふんっ！〟とそっぽを向く。「それぐらいの分別はある……」そう言っているようにも思えるな。

クロヴィス：こいつ、タコのくせに妙に頭いい時あるよなぁ。

キュリア：タコといっても、使い魔まですから（笑）。さて、合流もすみましたし、ゾハール教団のアジトの攻略を開始しましょうか。

クロヴィス：おうさ。

カナデ：それで、ゾハール教団のアジトは、どんなところなんですか？

ＧＭ：鬱蒼と生い茂る木々を自然の要よう塞さいとして利用した、小さな砦だな。人がほとんど近づかないような場所にあるが、警けい備びはおざなりになってはいない。監かん視し塔とうが建っていて、常つねに周囲を警戒しているようだ。

イリス：慢まん心しんしてくれてると楽なんですが、そううまくはいきませんか。

ＧＭ：ちなみに、秘密のアジトのはずだが、入り口となる門には、どーんと一匹ぴきの竜───神竜ゾハールのマークが描かれてる。

クロヴィス：わかりやすいなぁ、おい（笑）。じゃあ、俺たちは木の上かなにかに。泥どろとかで汚よごしたり、茂しげみのやつとかをつけてカモフラージュしつつ、匍ほ匐ふく前進していくぜ。

キュリア：匍匐前進してればいいんですね。

シェフィル：キュリアが匍匐前進したあとは、胸むねの跡あとが。

クロヴィス：そのあとをついて行くぜ。うーん、つくづくでかい。すごい！　まさか最終巻で、こんな運命の出会いがあろうとはなぁ……。俺は嬉うれしい。ハンドサインでそれを示しめしつつ前へ進んでいくぜ。

カナデ：わざわざ、ハンドサインまでして、今伝えるんですね（笑）。

クロヴィス：人間、いつどうなるかわからねえからなぁ。俺は思ったことは正直に伝えることにしてるんだよ。というやりとりをしつつ、俺たちは訓練されたプロの動きでアジトへの潜せん入にゆうを開始するぜ。

ＧＭ：お、おう（笑）。

カナデ：あ、ちなみにカナデは普通に歩いてます（笑）。

イリス：右に同じく。上から飛んでいこうかとも思いましたが、さすがに目立つので歩いていきましょう。

ＧＭ：了解。それじゃあ、まず【感知】で判定してくれ。難易度は18だ。

カナデ：18ですか!?

イリス：それは厳しいですね……。全員成功しないとダメなんでしょうか？

ＧＭ：いや、ひとりでも成功すればＯＫだ。ちなみに情報収集判定扱いだから、関連するスキルやアイテムも使用していいぞ。

キュリア：たとえば、さっき手に入れたシルヴァさんの紹しよう介かい状じようとか使えるわけですか。

ＧＭ：うむ。シルヴァの紹介状を使う場合、彼女の名前を借りて、神殿に潜入に役立つ道具を用意してもらったとか、そういう演出になるな。

クロヴィス：【感知】が一番高いのは……キュリアだなぁ。ここでシルヴァの紹介状も使ってクリアしてもらうか？

カナデ：いえ、ここはカナデがいったほうがいいかもです。

イリス：その心は？

カナデ：【感知】ならカナデも10ありますし、《トランプ》で情報収集判定に＋２Ｄもできますから。

キュリア：おお。＋２Ｄは大きいですね。

カナデ：あとシルヴァの紹介状は誰でも使えますからね。前のシーンでの口ぶりからすると、複ふく数すう回かい判定があるみたいですし、そちらで使った方がいいかなと。

キュリア：たしかに……。なら、ここはカナデさんにお任まかせしましょう。

カナデ：はい。それでは、《トランプ》を使って、４Ｄ＋10で判定しますね。

ＧＭ：４Ｄ振ふって、８以上か……。これは余よ裕ゆう綽しやく々しやくだな（笑）。

クロヴィス：へ、カナデは特とく殊しゆ部隊出身だからな。この程てい度どの警備、ザルよ。

カナデ：ふふ。では、いきますね。（ダイスを振る）あら、クリティカルですね。

一同：おおー！

シェフィル：カナちゃんすごーい！

イリス：完かん璧ぺきですね。

ＧＭ：やるな。じゃあ、時じ刻こくは深夜。警戒はけっこう厳げん重じゆうで、サーチライトが一定の間かん隔かくで周囲の空間を照らしている中、キミたちは少しずつ、砦に近づいていく。

クロヴィス：サーチライトまであるのか！（笑）

ＧＭ：ただ、サーチライトは周辺すべてをまんべんなく照らしているわけじゃない。ある程度の範はん囲いを動いているが、穴あながあって、いくつか警戒が薄うすい場所もある。

カナデ：では、しばらく観察して、相手の警けい備び網もうの穴を見つけ出して、先せん導どうしますね。みなさん、こちらです。

クロヴィス：途と中ちゆう、ゴーグルをかしゃっとかけると、赤外線トラップみたいなのが見えたりする。ちっ、赤外線だ……。

イリス：え、赤外線センサーまであるんですか？

ＧＭ：いや、天が勝手に言ってるだけだが。

カナデ：では、赤外線の発生装そう置ちを見つけて、手早く処理します。

イリス：乗っちゃうんですか!?（笑）

ＧＭ：……もう好きにしてくれ（笑）。判定には成功してるし、演出は好きにやってもらってかまわない。

カナデ：では、セキュリティを破やぶりつつ、アジトの中へ潜入したということで。

ＧＭ：了解。アジト内部はそこまで広くない。ゾハール教団の紋もん章しようをつけてた兵士や神官などがいる部屋がいくつかあって、奥おくには神学者がとらわれている牢ろう屋やがあるな。

クロヴィス：神学者？

ＧＭ：なんだ、その不思議そうな顔は。まさか、アジトにきた目的を忘わすれたんじゃないだろうな？

クロヴィス：……あ、そっか。人ひと質じちを解かい放ほうしに来たんだよな。うん、覚えてる覚えてる。

ＧＭ：「……あ、そっか」って、思いっきり忘れてただろう！（一同爆ばく笑しよう）

キュリア：ク、クロヴィスさん……（笑）。

クロヴィス：いやー、危ねえところだった。あとはアジトに火でもかけるかと思ってた。

イリス：……すいません、僕もあとは敵てきを殲せん滅めつすればいいと思ってました。

カナデ：イリスさんまで（笑）。目的は要人救出ですからね？

クロヴィス：お、おう！　ちょいとばかし目的を見失ってたが、もう大丈夫だ。さあ、神学者の……名前なんだっけ？

ＧＭ：フロンタル。

クロヴィス：そう、フロンタルを助けに行こうぜ！

ＧＭ：んじゃ、目的を思い出したところで、ふたつめの判定にいこうか。次は【筋力】判定だ。難易度は18。先ほどと同じく、ひとりでも成功すればいいぞ。

イリス：ならば、ここは僕に任せてもらいましょうか。【筋力】ならば10あります。

プリミラ：おー、高いですね！

イリス：しゅぱっといって、音も立てずに首をコキッとしてやりましょう。

カナデ：失敗すると大変ですし、ここでシルヴァさんの紹介状を使っちゃいましょう。

イリス：助かります。では、シルヴァさんの紹介状も使って、３Ｄ＋10で行きますよ。（ダイスを振る）出目13なので、達成値23ですね。

ＧＭ：余裕綽々だな。じゃあ、兵士たちが何人もたむろしているところに、イリスがふわりと、音も立てずに上から降おり立たつ。

キュリア：かっこいい。

ＧＭ：突とつ然ぜんのことに目を白黒させる兵士だが、ひとりが正気に戻もどる。「なんだお前は！」と言うや否いなや、剣けんを抜ぬこうと柄に手をかけ───。

イリス：機先を制せいして、柄頭にそっと手をかけて止めます。




　動きを封じられた兵士が驚おどろき、とっさに距きよ離りを取ろうとする。

　だが、その時すでに、イリスは逃にげる兵士の背後に回まわり込こみ、首を締しめ上あげていた。

　かすかなうめき声を残して、兵士が崩くずれ落おちる。

　そして、一分後───。




ＧＭ：すべての兵士たちは、イリスの手で気き絶ぜつさせられた。ある者は急所を打たれて悶もん絶ぜつし、別の者は頸けい部ぶを締められて気を失っている。

イリス：パンパンと軽く手をはたきながら。こんなものですかね。

キュリア：鮮あざやかなものですねー。

クロヴィス：このままふん縛じばっちまうぞ。

カナデ：手伝いますよ。あとで騒さわがれても面めん倒どうですし、猿さるぐつわもしておきましょう。

ＧＭ：では、兵士たちは完全に無力化された。と、ここで【感知】判定をしてくれ。今回は全員判定になる。

クロヴィス：全員か。なんか嫌いやな予感がしやがるぜ。

キュリア：難易度はいくつですか？

ＧＭ：今回はちょい低めで、難易度13だ。

カナデ：そのぐらいなら普通にいけそうです。（ダイスを振る）達成値18で成功しました。

クロヴィス：（ダイスを振る）達成値17でこっちも成功だぜ。

キュリア：（ダイスを振る）15でセーフです。

イリス：（ダイスを振る）う、低い!?　達成値７で失敗しました。これはやばいですかね。

ＧＭ：別に敵に発見されるとかじゃないから、安心してくれ。ちょっとしたフラグだから。

キュリア：フラグ、ですか？

ＧＭ：うむ。イリスは兵士を倒たおしてたんで気づかなかったんだが、他の三人はなんとなく違和感を覚えた。

カナデ：違和感……ですか。

ＧＭ：現げん時じ点てんでは具体的な形にはならない。なんとなく変だなという引っかかり程度のものだ。これはあとの展てん開かいに影えい響きようする。

クロヴィス：なんだろうな……。簡単すぎるとかそんな感じか？

ＧＭ：いや、兵士らを楽々処理できたのは、単にイリスのが実力がずっと上だったからだよ。

キュリア：実はこの人たちはゾハール教団の人たちじゃないとか……。

ＧＭ：ゾハール教団に所属している証あかしの腕うで輪わをつけてるぞ。

カナデ：……これはちょっとわからないですね。

クロヴィス：まあ、後々わかるらしいし、今はとにかく先にいこうぜ。神学者を助ける……前に、先にゾハールの魂が封じられてるっていう壺を探さがすとすっか。

カナデ：そうですね……。まだ、ゾハール教団のひとたちはいるみたいですし、身軽なうちに探たん索さくを済すませてしまいましょう。

ＧＭ：ＯＫ。それじゃあ、みんなで【感知】判定をしてくれ。難易度は12だ。

イリス：【感知】は苦手なんですが……（ダイスを振る）うーん、ダメですね。達成値10で失敗しました。

カナデ：（ダイスを振る）こちらは達成値18で成功ですね。

キュリア：（ダイスを振る）同じく、達成値18ですよ。

クロヴィス：（ダイスを振る）おっと、俺も達成値18だ。

イリス：みんなすごいですね。僕以外成功のようです（笑）。

ＧＭ：ひとりでも成功してればいいから、問題はないぞ。では、キミたちは砦内部にある宝ほう物もつ庫このような場所を見つける。

クロヴィス：お、いかにも大事なものをしまってそうな場所があるじゃねえか。

カナデ：ぱぱっと調べちゃいましょうか。

ＧＭ：ごそごそと手分けして物色していると、さっき判定に成功した三人は気づく。きちんと整せい頓とんされて物品が保ほ管かんされている中で、ひとつだけなにも乗っかってない台だい座ざがある。

キュリア：これは、いかにもなにか置いてありましたって感じですね。

ＧＭ：うむ。よく見れば、丸い形で埃ほこりが積もっている。最近までなにかが置かれていたのは間ま違ちがいない。

イリス：ここに壺があったんでしょうか？

カナデ：それなら、さっき捕まえた人たちに聞いてみるといいんじゃないかと。

クロヴィス：ふん縛って転がしてた連中か。

イリス：じゃあ、ひとり適てき当とうに連れてきましょうか。

ＧＭ：では、捕ほ縛ばくした兵士の中から、意い識しきのある者を宝物庫に連つれ込こんだということで。兵士は縛しばられているせいで抵てい抗こうはできないが、ギラついた視線をキミたちに向けているよ。

カナデ：ここにあったなにかは知りませんか？　って聞きますね。

ＧＭ：「そんなの簡単に語ると思うか？」兵士は鼻で笑い、取り付く島もない。

カナデ：また拷ごう問もんしましょうか？

イリス：そういえば前回やりましたね。

ＧＭ：やめよう。キミたちの拷問は洒しや落れにならない（笑）。拷問という単語に、兵士の顔が青ざめ、ふとなにか思い立ったように、はっとした表ひよう情じようになる。「ま、まさか、貴き様さまら……最近、俺たちを狩かってるっていう連中なのか？」

カナデ：あら、カナデたちも有名になっちゃいましたね。

クロヴィス：まあ、ゾハール教団の連中を片かたっ端ぱしから狩かりまくったからなぁ。

イリス：砦もひとつ攻せめ落おとしてますしね。

クロヴィス：そんなこともあったなぁ。ま、こいつらの間で噂になるのもしかたねえさ。ここで、懐からゾハール教団の証である腕輪を出して、じゃらじゃらと落とすぜ。またコレクション、増えちまうかもしれねえなぁ。

キュリア：お、おお……。

ＧＭ：そいつは強きよう烈れつだな。兵士の恐きよう怖ふは一気に頂ちよう点てんに達する。「わ、わかった！　正直に答える！　だから、命は助けてくれ……！」

イリス：そんなに怖こわがらないでください。本当に正直に話してくれるなら、なにもしませんよ。僕たちは血も涙なみだもない鬼おにじゃないですから。

クロヴィス：そうそう。ただし、嘘をついたら……。くいっと首をかっ切るジェスチャーをするぜぇ。

ＧＭ：クロヴィスのダメ押おしがきいたようで、兵士はぶるぶると震ふるえながらも、必死に答える。「その台座には妙な形の壺があった」

カナデ：カナン神殿でもらった壺の絵を見せて確認しますよ。こんな形の壺ですか？

ＧＭ：すると兵士はこくこくと頷く。「まさにそれだ」

キュリア：あら、あたりみたいですね。

クロヴィス：その壺をどこに運んだんだ。言ってくれ。

ＧＭ：そう聞かれると、兵士はかなり葛かつ藤とうするが、震ふるえる声で言う。「本当に、俺たちの命の保障はしてくれるんだな？」

イリス：もちろんです。僕たちは嘘はつきませんよ。

クロヴィス：別にてめえらを殺すのが目的じゃねえしな。

ＧＭ：「……わかった。件くだんの壺は、第二アジトに移うつされたんだ」

一同：第二アジト!?

イリス：その第二アジトというのはどこにあるんですか？

ＧＭ：口頭での説明だから場所は大まかになるが、ディアスロンドから六日ぐらいの距離にあるようだな。

キュリア：六日も！　ずいぶんと距離がありますね。

クロヴィス：そこの見取り図とかわかるか？

ＧＭ：「構こう造ぞうはこの城じよう砦さいとだいたい同じだな」

クロヴィス：そうかい。……他になにか聞けることってあるか？

ＧＭ：いや、これ以上はないよ。

クロヴィス：じゃ、尋じん問もんはひとまず終わりだ。さあ、神学者とやらを助けたにいこうぜ？




　その言葉通り、クロヴィスらは神学者を無事に救出し……砦に火を付け、この地をあとにしたのだった。







◆Middle09◆大首領降こう臨りん




　クラン＝ベルの名所、コロシアムの前に立たち並ならぶ屋台の中から、見事、ネオ・ダイナストカバルの経営する焼きそば屋を発見した、シェフィルとプリミラ。

　ふたりは焼きそば屋の店主───ネオ・ダイナストカバルの構こう成せい員いんの案内を受けて、その支し部ぶへと向かうのであった。




ＧＭ：では一方、ネオ・ダイナストカバルの支部では───。というわけで、シェフィルとプリミラのシーンに移うつろう。

プリミラ：はーい。

シェフィル：どんな感じかな？

ＧＭ：屋台でネオ・ダイナストカバルの構成員のおっちゃんと接せつ触しよくしたあと、彼の案内で支部に到とう着ちやくしたところだな。薄うす暗ぐらい路地を通とおり抜ぬけ、裏びれたボロボロの家屋に入ると、地下に通じる道がある。その先にクラン＝ベル支部がある。

プリミラ：おお、地下に隠かくれ家が……。悪の秘密組織っぽいです！

イリス：地下にアジトは、お約束ですね（笑）。

ＧＭ：錬れん金きん術じゆつのたぐいと思われる照明に照らされた薄暗い通路を進んでいくと、やがて鷲わしのようなマークが刻きざまれた、石の扉が立ちはだかる。そこで焼きそば屋のおっちゃんがふり返って言うよ。「ここがネオ・ダイナストカバル、クラン＝ベル支部です」

プリミラ：案内していただいて、ありがとうございます！　ぺこりと頭を下げてお礼を言いますよ。

ＧＭ：するとおっちゃんはくすぐったそうな笑みを浮うかべる。「本来なら部外者は立たち入いり禁きん止しなのですがね。焼きそばのにおいから、ちゃんといいものだけをかぎ分けるキミたちならば信しん頼らいできます」

シェフィル：ありがとうございます。ぱくぱく。

プリミラ：まだ焼きそば食べてる!?

シェフィル：うーん、この焼きそば美味おいしいね～。

ＧＭ：「ネオ・ダイナストカバル自じ慢まんの逸いつ品ぴんですよ。っと、いけない。少し話が脱だつ線せんしてしまいましたね。本題に入りましょう。おふたりは、大首領にお会いしたいとか」

プリミラ：はい！　いろいろお願いしたいこととか、お聞きしたいことがありまして！

ＧＭ：「大首領は偉い大だいな御お方かたです。あなた方の悩なやみを解決する助けとなってくれるでしょう。ですが、あの御方に会うには、ちょっと試練を乗のり越こえていただく必要があります」

プリミラ：試練、ですか。

ＧＭ：「大首領は大変ご多た忙ぼうな御方です。あの御方の時間をわずかなりとも割さくのは、それに相応ふさわしい人物でなければなりません」

プリミラ：つまり、試練をクリアして、優ゆう秀しゆうさをアピールしろってことですかね。

ＧＭ：「そのとおりです。どうですか？　試練を受けますか？」

シェフィル：当然。なんでもきなさい。うちのプリムはなんでもできる子だから。

プリミラ：いや～、そんなことないんですけど～（照れ照れ）。

シェフィル：謙けん遜そんしなくてもいいの。あなたなら、どんな試練での乗り越えられるから。

プリミラ：シェフィルさん……！　はい！　あたし、がんばります！

イリス：み、見事に乗せられてる……（笑）。

ＧＭ：まあ、やる気あるのはいいことだ（笑）。意い気き込ごむプリミラに、おっちゃんが試練の内ない容ようを告げるぞ。「健全なる肉体には、健全なる精神が宿ります。ここでは、あなた方の体力テストをさせていただきます」

シェフィル：体力テスト？

ＧＭ：「ここに三本の線があります」そう言って指差した先には、三本の白い線が等とう間かん隔かくに引かれた床ゆかがある。

プリミラ：これはもしかして……反はん復ぷく横よこ跳とび？

ＧＭ：「素す晴ばらしい洞どう察さつ力りよくですね。そのとおりです」というわけで、ここでは制せい限げん時間内に規き程てい回数の反復横跳びができるか、難易度18の【敏びん捷しよう】判定をしてもらう。

シェフィル：頑がん張ばれプリム♪　頑張れプリム♪

イリス：シェフィル、はやくも応おう援えんに回ってますね（笑）。

シェフィル：だって、プリムの方が【敏捷】高いからね。

クロヴィス：シェフィルが８で、プリミラが10だっけか。２差はでかいよなぁ。

シェフィル：でしょ。だから、プリムがんば！

プリミラ：お、おお……！　なんかシェフィルさんに言われるとやる気が湧わいてきました！ここはあたしがやりましょう！

ＧＭ：キミは本当にいい子だなぁ。その意気でがんばってくれ。

プリミラ：はい！　それじゃあ、いきますよー！　それ！（ダイスを振る）きゃー、ファンブル───っ!?

一同：なに───っ!?

イリス：こ、このタイミングでファンブルとは！（笑）

ＧＭ：おいしいなぁ（笑）。では、プリミラは勢いきおいよく反復横跳びを開始するが、途中で勢い余あまって足を絡からませてしまい、盛せい大だいに地面を転がるはめになった。

プリミラ：うわーん！　シェフィルさん！　す、すす、すみませ───ん！

シェフィル：こればっかりはしょうがないなぁ（笑）。

プリミラ：ふ、ふふ、振り直した方がいいですか!?

カナデ：うーん、それもありですけど……。プリミラさんは、戦闘にフェイトを使うことになるでしょうから、可能なら温おん存ぞんしたいところではありますね。

シェフィル：じゃあ、あたしが判定するよ。ダメだったら、その時はフェイトを使おう。

ＧＭ：わかった。んじゃ、シェフィル、判定してくれ。

シェフィル：はーい。２Ｄで10出すのはさすがにきついんで、フェイト１点使って＋１Ｄしとこう。３Ｄ＋８でいくよ。ほっ！（ダイスを振る）

イリス：これはいい……んん!?

キュリア：出目がちょっと微び妙みよう……かも？

シェフィル：……んー、大丈夫っぽい。うん。出目10の達成値18でギリギリ成功！

一同：おお！

クロヴィス：あ、危ねぇところだったぜ。

プリミラ：シェフィルさーん！　ありがとうございますー！

シェフィル：ぶい！

ＧＭ：やりおるわい。プリミラに代わって、今度はシェフィルが位置につき、反復横跳びを開始する。テンポよく地を蹴ける音がなり、高速でシェフィルが左右に跳ぶ。あまりの速度に、その身体がぶれて見えるほどだ。

プリミラ：なんて、俊しゆん敏びんな！　さすがです！

ＧＭ：反復横跳びを開始してからしばらくして、おっちゃんが制せい止しの言葉をかける。「もういいでしょう。大首領がキミたちに会うそうだ」

シェフィル＆プリミラ：おお！

ＧＭ：「では、大首領のもとまでご案内いたしましょう」そう言うと、彼は頑がん丈じようそうな石の扉を開き、キミたちを支部内へと入れてくれる。

シェフィル：お邪じや魔ましまーす。

ＧＭ：……おっちゃんに案内されたのは、支部の奥にある六畳じようぐらいの部屋だ。

プリミラ：六畳って、ワンルームマンションぐらいじゃないですか。

シェフィル：けっこう狭せまいね。

ＧＭ：これ以上広くする予算がなかったのだ。部屋の奥には棚たながあって、鷲に似にた動物の石せき像ぞうが置かれている。キミたちが部屋に入ると、その石像の目がピコーンと輝かがやき、さらに低く渋しぶい声音で話はなし掛かけてくるぞ。「ようこそ、ネオ・ダイナストカバルへ」

プリミラ：石像がしゃべった!?

ＧＭ：ハヤトの持ってた携帯大首領の大きいものだと思ってもらえればいい。ネオ・ダイナストカバル大首領の声を伝達するための装置だな。

シェフィル：どんな仕組みなんだろう……。ちょっとさわってみてもいい？

プリミラ：そ、それはやめた方がいいのでは。

シェフィル：ちょっとだけ、ね？　石像のほっぺのあたりをぎゅっと。

ＧＭ：すると、大首領の目がビカビカと激はげしく明めい滅めつする。「痛いたいではないか！　こら、やめんか。離はなれなさい！」
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シェフィル：痛がってる!?　びっくりして、ぱっと離れちゃう。

ＧＭ：解放された大首領石像から、安あん堵どの息が漏もれる。そして、落ち着いたところで、あらためて挨拶してくるよ。「よくきたな。我こそは、ネオ・ダイナストカバル大首領である」

イリス：ピコーンピコーン（石像の目が光る音）。

ＧＭ：瞳ひとみを点てん滅めつさせながら、大首領石像はなおもしゃべる。「ふむ、これは面白い。〝薔薇ばらの巫女みこ〟のうち、白と黒の二名が同時にそろうとはな」

プリミラ：よく知ってますね。

ＧＭ：「見ればわかる」ちなみに大首領はたぶん、隣の部屋で見てるんじゃないかな。四畳ぐらいの部屋で。

シェフィル：ここよりさらに狭いんだ。

プリミラ：悪の秘密結社さん、懐事情は厳しいみたいですね～。

ＧＭ：なんとなく憐あわれみの視線を向けられて、大首領石像が〝ゴホン！〟と咳せきをひとつする。「して、キミたちは我わが組織になにをしにきたのだね。入にゆう団だん希望か？　それとも別の───」

シェフィル：入団したいです！

ＧＭ：「歓かん迎げいしよう」

プリミラ：え、あれ？　いやいや、ちがいますってば！　あたしたちは……えーと、メモメモ。……そう、古文書の解読を依い頼らいしにきたんです！

シェフィル：あ、そか。ガーベラさんから、写しをもらってきたんだっけ。

プリミラ：ですです！　というわけで、この古文書の解読をお願いしたいんですけど……できますかね？

ＧＭ：「ちょっと顔に近づけてもらえるか」

プリミラ：あ、はい。ちょっと失礼しますね。石像に近づいて、古文書の写しをペラペラと見せますね。

ＧＭ：すると、ページをめくるのにあわせて、やはり石像の目が明滅する。そして、ひととおり目を通すと、吟ぎん味みするようにしばらく沈黙し、こう告げる。「なるほど。この情報は私たちの組織の方でももう掴つかんでいる」

プリミラ：え。読めるんですか？

ＧＭ：「読めるさ、大まかにはな。だいたいの内容は把は握あくした」

シェフィル：この古文書には、なにが書いてあるんですか？

ＧＭ：「キミたち〝薔薇の巫女〟にかかった呪のろいの解かい除じよ方法の断だん片ぺん、および〝薔薇の武具〟の効こう果かについて書かれている」

シェフィル：つまり、あたしたちが助かるためのヒントってことかな。

ＧＭ：「そのとおりだ。書かれていたことを順番に教えよう。ひとつはゾハールの魂が、とある器の中に封じられているということだ」

シェフィル：ロイドさんが言ってた情報だね。

プリミラ：その器がなにかは書いてなかったですか？

ＧＭ：「残念ながら。ただ、呪いを解除するためのプロセスは書かれていた」

シェフィル：どうすればいいの？

ＧＭ：「呪いを解とくには、ゾハールの魂に完全なる封ふう印いんを施ほどこさねばならない。しかし、そのためには現在、収おさめられている器では不足だ」

カナデ：現状で完全に封印できてるなら、呪いが拡かく散さんしたりしませんものね。

ＧＭ：「一度、現在の器を破は壊かいして、ゾハールの魂を解とき放はなち、再さい度ど封印を施す必要がある。しかし、当然ながら相手も黙だまって封じられはせぬだろう。魂だけとなっても神竜。厳しい戦いが発生すると予想される」

クロヴィス：要するに、いったんぼーんと解放して、出て来たのをぼこぼこにして、また封印しなきゃいけないってことか

ＧＭ：そういうことだな。「さらにもうひとつ、重要な情報がある」

プリミラ：おお、なんでしょうか？

ＧＭ：「先ほども言ったが、ゾハールの魂がなんらかの形でこの世界に顕けん現げんした時、キミたちはそれを相手におそらく刃やいばを交えることになるだろう」

シェフィル：うん。

ＧＭ：「その時、ぶっちゃけて言うとゾハールは【ＨＰ】を持っているんだが、そのとどめを刺さすのは〝薔薇の武具〟を身に着けた人物でなくてはならぬ」

イリス：ぶっちゃけすぎです、大首領（笑）。

ＧＭ：「現状そこに書かれているのは、その程度の情報だろうか」と。

プリミラ：うーん、ゾハールの魂がどこにあるかは、わからずじまいでしたね。

クロヴィス：そいつについてはこっちで情報がつかめたから、あとで情報共有しよう。

シェフィル：だね。えーと、他にここで手に入る情報がなければ、あまり長居しても迷めい惑わくになるし行こうか。

プリミラ：はい！

ＧＭ：では、キミたちがネオ・ダイナストカバル、クラン＝ベル支部をあとにしたところで、シーン終了だ。







◆Middle10◆苦く渋じゆうの決けつ断だん




〝聖都〟ディアスロンドの大だい聖せい堂どう。

　その一室では、ひとつの会議が行なわれていた。

　神しん殿でんの重じゆう鎮ちんたちが並ならぶ中、ひとり末席で弁べんを振ふるうのは、ガーベラだ。

　彼かの女じよが集まった人々に訴うつたえていることは───。




ＧＭ：２ターン目が終わったところで、マスターシーンが入る。

シェフィル：お？

ＧＭ：場所はディアスロンドの大聖堂、その会議室だ。神殿の重鎮たちが並ぶ席、重々しい雰ふん囲い気きが流れる中で、とある議題について話し合いがもたれている。

プリミラ：とある議題ってなんですかね？

ＧＭ：内ない容ようは秘ひ密みつだ。すでに会議の結けつ論ろんは出ている。ただ、末席の方で立ち上がり、神官たちに食い下がっている女じよ性せいがいる。ガーベラだ。




　ガーベラは悲ひ痛つうな表ひよう情じようを浮うかべ、必死に神官たちに訴うつたえる。

「他に方法はないのでしょうか」

　沈ちん黙もくはわずかな間だったが、重苦しい雰囲気の中では、ひどく長く感じられた。

　上かみ座ざの神官が口を開く。




ＧＭ：「キミもわかっているだろう。多少の犠ぎ牲せいを払はらってでも、大いなる災さい害がいを呼よび込こむわけにはいかんのだ」

クロヴィス：おいおい。またろくでもない決断をしようとしてるみてえだな。

ＧＭ：「キミは万が一のことが起こったときに、責せき任にんを取れるかね」その言葉に、ガーベラは、なんとか反はん論ろんしようとするが、うまく言葉を紡つむぐことができない。

キュリア：なんだかのっぴきならない感じですねー。




　言葉を失ったガーベラが天てん井じようを仰あおぎ見る。

　そして、再ふたたび神官へ視し線せんを戻もどした彼女は、悔くやしそうな表情を浮かべながらも、頭を垂たれた。

「わかりました。指し示じにはしたがいます……」




ＧＭ：そのひと言で会議は終しゆう了りようとなる。そして、ガーベラは一礼すると、部屋から出て行く。というところでシーン終了だ。







◆Middle11◆集結




　各地で情じよう報ほうを集めた一行は、再びディアスロンドへと集まる。

　情報は集まりつつあるが、事じ態たいを解かい決けつするには、いまだ足りないピースがある。

　彼らは残された時間の中で、すべてを救う道を見つけ出すことができるのだろうか。




ＧＭ：さて、２ターン目が終わったわけだが、次の行動はどうする？

イリス：一度合流しましょうか。

カナデ：ですね。ひととおり情報収しゆう集しゆうはできましたし、ゾハール教きよう団だんの第二アジトの攻こう略りやくもありますしね。

シェフィル：オッケー。どこで合流する？

クロヴィス：ディアスロンドでいいんじゃねえか。第二アジトもディアスロンドからいけるみたいだしよ。

キュリア：ディアスロンドから六日ほどの位置にあるって言ってましたね。

プリミラ：それじゃあ、ディアスロンドで合流ということで！

ＧＭ：了りよう解かい。それじゃあ、各地に分かれていたキミたちは、再びディアスロンドへと戻もどり、行動を共にすることになる。

クロヴィス：あ、そうだ。せっかく合流したし、フィッシュ＆チップスをみんなに配っておくぜ。いやぁ、すっかり忘わすれてた。

ＧＭ：【ＨＰ】の最さい大だい値ちが１点上じよう昇しようする料理か。

プリミラ：わー、ありがとうございま～す。

クロヴィス：ちなみにこれは、売ってるのがヴァンスター帝てい国こく。賞味期限的に危き険けんな気がするが、賞味期限っていう概がい念ねんがないから大だい丈じよう夫ぶだろ！

シェフィル：賞味期限の長い、乾燥フィッシュ＆チップスだったということで……（笑）。




　そこはかとない不安を感じながらも、クロヴィスの用意したフィッシュ＆チップスを、一行は食すのだった。




シェフィル：じゃあ、腹はらごしらえもしたし、それじゃあ今後のことを相談しようか。

一同：おう！

カナデ：それなりに時間が経けい過かしましたよね。残り時間、どれぐらいなんでしょうか？

ＧＭ：ミラとオフェーリアについては、あと三〇日だな。

プリミラ：一ヶ月……タイムリミットが近づいてきましたね。

イリス：残された時間は多くはないですし、迅じん速そくな行動を心がけないとですね。というわけで、早速ですがゾハール教団のアジトで手に入れた情報をお伝えしますよ。

クロヴィス：ゾハールの魂たましいが封ふう印いんされてる壺つぼなんだけどよ、どうやら第二アジトってとこに運はこび込こまれたらしいぜ。

カナデ：移い動どうには、ここから六日ほどかかるそうです。

プリミラ：けっこうかかりますね。でも、今ならまだ十分に間に合います！

シェフィル：第二アジトってとこにいったとして、そんなわかりやすく見つかるかな。

カナデ：とはいえ、他に手て掛がかりはありませんし……。

プリミラ：とりあえず行ってみるしか！　今は悩なやむよりも、まず行動かと！

クロヴィス：んじゃ、さっそく第二アジトに向かうか？

イリス：いや、その前に神学者さんから話を聞いたほうがいいのでは。

シェフィル：さらわれた神学者さん、助けられたんだ。

キュリア：はい。協力を求めたら快こころよく受け入れてくれました。今は……一いつ緒しよにディアスロンドまで来てくれてるんですかね？

ＧＭ：おう、ちゃんと一緒に来てるぞ。それじゃあ、道中で話す機会もあっただろうし、神学者が持ってた情報についてはさくっと伝えよう。

シェフィル：よろしくー。

ＧＭ：神学者が持ってる情報は、今まさにキミたちが探さがしている、ゾハールの魂を封ふうじた器───古代の壺に関するものだ。

カナデ：いかにも重要そうな情報ですね。

ＧＭ：かなり重要だ。神学者がいうには、その壺は特とく殊しゆな魔ま術じゆつによって守られていて、破は壊かいすることができないらしい。

キュリア：でも、普ふ通つうに考えたらそうですよね。簡かん単たんに壊こわせちゃったら、ゾハールの魂が解かい放ほうされちゃって、大変なことになっちゃいますし。

カナデ：封印が簡単に解とけないよう、予よ防ぼう策さく取るのは当然ですね。

ＧＭ：ただ、特定のパスワードを唱えることで、防ぼう護ごの魔術を解かい除じよできるとのことだ。

クロヴィス：パスワードねぇ……。壺に加えて、そいつも探さないとならねえってことか。

ＧＭ：いや、パスワードは別に調べる必要はないぞ。神学者が教えてくれるから。

プリミラ：教えてくれるんですか？

ＧＭ：うん。「これがあれば、その器を造ぞう作さもなく破壊することができるでしょう」と、彼はあっさり教えてくれる。

プリミラ：この人、すごい優ゆう秀しゆうな人なんじゃ……（笑）。

カナデ：ゾハール教団の目的は神竜ゾハールの復ふつ活かつですね。

ＧＭ：うむ。実じつ際さい、神学者は、壺を破壊するためのパスワードを何度も問とい詰つめられたそうだ。答えたが最後、命の保ほ障しようがなくなるから、必死で沈黙を守り通したんだけどね。

カナデ：なんか簡単に手に入りすぎて……逆ぎやくに不安になりますね。

シェフィル：その気持ちわかる（笑）。

プリミラ：罠わなの可か能のう性せいもありますけど、でも行かないとわかんないですよ！

クロヴィス：そうそうそう。行かないとわかんないぜ。俺おれぁ馬ば鹿かだからよぉ、難むずかしいことはわからねぇ。とにかく、壺をぶっ壊して、ゾハールの魂をぶっちめればいいんだろ？　ゴー＆デストロイだぜ！

カナデ：慎しん重ちようになる気持ちもわかりますけど、猶ゆう予よがないのも事実です。ここはひとまず突つき進すすんでもいいんじゃないでしょうか。

シェフィル：……そうだね。じゃあ、パスワードを教えてもらえるかな。

ＧＭ：「ぱっけらぽー」でいいや、とりあえず。

イリス：適てき当とうすぎるっ！（一同爆ばく笑しよう）

シェフィル：ま、まあ、それがちゃんと機き能のうするなら問題ない、かな（笑）。

クロヴィス：うし。んじゃ、情報も手に入ったし、第二アジトへ向かうか。

シェフィル：うん。……って、そうだ！　手に入った情報とか、今後のこと、ガーベラさんに一いち応おう、報ほう告こくしておこうかな。

キュリア：じゃあ、ガーベラさんのところに寄よってから、第二アジトへ向かいましょうか。

ＧＭ：了解。それじゃあ、キミたちがガーベラの執しつ務む室しつに向かったところで、シーン終了だ。







◆Middle12◆迫せまり来くる影かげ




　ディアスロンド大聖堂の一室。

　ゼロは、いまだ体調の優すぐれないミラの面めん倒どうを見ていた。

　そんな彼らの様子をうかがう、怪あやしげな影がひとつ。

　その正体は───。




ＧＭ：ガーベラを訪たずねる前に、マスターシーンが入る。

イリス：おや、今度はなんでしょうか。

ＧＭ：時間は少し巻まき戻もどって、キミたちがディアスロンドに着く前日のことだ。体調の優れないミラがあてがわれた部屋で休息していて、ゼロが側に控ひかえていると思ってくれ。

シェフィル：う……。ミラちゃんになにか起こるっぽい。

ＧＭ：なお、この部屋にはミラのものとは別に、もうひとつベッドが用意されていて、そちらではオフェーリアが眠ねむっている。

クロヴィス：オフェーリア、今はミラと一いつ緒しよにいたのか。

ＧＭ：そんな部屋のカーテンが不意に、ぱさぁと風に揺ゆれる。すると、突とつ然ぜんゼロがカラドボルグを引ひき抜ぬく。

プリミラ：おお!?




　ゼロはゆらめくカーテンへと視線を向けると、鋭するどく誰すい何かの声を上げる。

「そこにいる男、出てこい」

　その言葉に応おうじるように、再びカーテンが舞まうと、ひとりの男の姿すがたが現あらわれる。

　彼の名はデュランダル。かつてロイドに忠ちゆう誠せいを誓ちかった仮か面めんの男───。




カナデ：仮面、いつ着けたんですか？

ＧＭ：あれ!?　仮面してなかったっけ（笑）。

クロヴィス：フードは被かぶってたけど、仮面は着けてなかったぞ。

イリス：えーと、イメチェンですかね？（笑）

ＧＭ：いや、素すで間ま違ちがえた。「（ニヒルな口調で）危あぶない危ない。キャラが変わるところだった」デュランダルは仮面を外して、フードは目深に被る（一同爆笑）。

クロヴィス：可愛かわいいな、こいつ（笑）。

ＧＭ：えーと、あらためていくぞ。デュランダルはゼロに向かって言う。「そこの男。オフェーリア様を返していただこう」

キュリア：狙ねらいはオフェーリアなんですね。

カナデ：デュランダルは、ロイドさんに忠誠を誓ってましたからね。彼の娘むすめであるオフェーリアを手もとに置きたいと考えてもおかしくないかと。

クロヴィス：ゼロはどう反はん応のうするんだろうなぁ。

ＧＭ：ゼロとデュランダル、ふたりの間で緊きん張ちよう感が高まっていく。そんな中、ゼロとミラがかすかに視線を交わす。そして、同時に返答を返すぞ。「ダメ！」「ダメだ」




　拒きよ否ひの言葉と同時に、ゼロがカラドボルグを構かまえ、一気にデュランダルへと肉にく薄はくする。

　しかし、放たれた斬ざん撃げきは敵てきを捉とらえることなく、カーテンだけを切きり裂さくに留とどまった。

　敵の姿を見失ったゼロの瞳ひとみが、驚おどろきに見開かれる。




ＧＭ：ゼロが周囲を見み渡わたそうとするのと同時、背はい後ごから声がかけられる。「キミはなかなか筋すじがいい。だが、まだまだだ」




　言葉と同時に、デュランダルが右手に握にぎる剣を、ゼロめがけて突き立てる。

　ゼロはふり返って対たい応おうしようとするが、間に合わない。しかし、彼も騎き士しとしての訓練を受けた身。咄とつ嗟さに心臓を貫こうとした切っ先を逸らし───。




ＧＭ：……ドスッと刃やいばが肉を裂さく音が鳴り、深々とゼロの右胸を貫く。急所こそ外したものの傷きず口ぐちから血が溢あふれ出だし、瞬またたく間まに彼の身に纏まとう服が赤く染そめ上あげられていく。

[image: ]

シェフィル：（ミラになり）「ゼロ！」

ＧＭ：ミラの悲鳴があがると同時、疾しつ風ぷうのようにひとつの影が部屋に飛とび込こんでくる。

クロヴィス：おお、なんだ!?

ＧＭ：影の正体はアメリアだ。彼女はゼロに追つい撃げきしようとしているデュランダルに躍おどり掛かかるが、逆に一いち撃げきを受けて、吹ふき飛とばされ、壁かべに激げき突とつするとずるずると崩くずれ落おちていく。

プリミラ：わわ、お姉ちゃん!?

ＧＭ：あえなく撃げき退たいされたアメリアだが、彼女がつくってくれたわずかな隙すきをつき、ゼロが動く。腕の痛いたみを無む視しして、カラドボルグを構かまえる！




「カラドボルグ！」

　名を呼よばれた滅竜の魔剣がその力を解放し、必殺の刃がデュランダルへと迫せまる。

　しかし、彼は軽やかに後方へと飛び退すさり、あっさりとゼロの一撃を回かい避ひしてみせた。




ＧＭ：ゼロの一撃を完全には躱せなかったのか、デュランダルのローブに一ひと筋すじの切れ目が走る。だが、それだけだ。

クロヴィス：かっこいいな、こいつ。

ＧＭ：デュランダルに押おされっぱなしなゼロだが、それでも時間を稼かせぐことはできた。騒そう動どうに気づいた神官たちが集まってくる。

イリス：（神官になり）「侵しん入にゆう者しやだ！」

クロヴィス：（神官になり）「ミラ様のおられる部屋だ！」

シェフィル：（神官になり）「ミラ様をお守りしろ！」

ＧＭ：ああ、そんな感じだ。騒さわぎになったことで、デュランダルは機を逸いつしたと判はん断だんしたようだ。「思いの外、粘ねばられてしまったな。どうやら今回はここまでのようだ。だが、私わたしはオフェーリア様をかならず奪うばってみせる。また会おう」




　不ふ吉きつな言葉を残すと、デュランダルは窓まどから飛び出し、夜の闇やみの中へと消えた。

　ゼロは追おうと立ち上が上がるが、傷の痛みに膝をつく。

　慌あわててミラが駆かけ寄より、治ち療りようを始める。




ＧＭ：ゼロの治療をしながらも、ミラがオフェーリアの様子をうかがうと、彼女はまだすやすやと眠っている。その姿を見て、ミラがほっと息をついたところで、シーン終了だ。







◆Middle13◆想いを重ねて




　今までに手に入れた情報をガーベラに報告するため、シェフィルたちは彼女の執務室を訪たずねた。扉とびらをノックし、部屋の中に入ると、ガーベラの姿を見つける。

　厳しい表情を浮かべ、緊きん迫ぱくした空気を纏うガーベラに、シェフィルたちは、妙みような胸むな騒さわぎを覚えるのだった。




ＧＭ：では、視し点てんをシェフィルたちに戻もどそう。ガーベラを訪ねるんだったな。キミたちが彼女の執務室を訪ねると、丁度彼女がいて、会うことができるよ。

シェフィル：じゃあ、ガーベラさんに、今までにあったことを話すよ。

ＧＭ：ひととおり話を聞いたガーベラは、ゾハールの魂が封ふうじられているという壺に、強い興きよう味みを示しめすよ。「魔術によって守られた古代の壺ですか……」

カナデ：ゾハールの呪のろいを解とく上で、特に重要なものですし、興味を惹ひかれますよね。

ＧＭ：で、彼女はちょっと考えたあとに、感心した様子でこう告げる。「あなた方は本当に優秀ですね。もちろん、今回新しく参加したふたりも。わずかこれだけの日数で、それだけの情報を集めてくるとは」

シェフィル：集められなかった神殿って……。

ＧＭ：いや、神殿だってちゃんと情報を集めてたぞ。だから、神学者の身み柄がらとかを確かく保ほしてたんだからな。「わかりました。では言うことはひとつですね」

クロヴィス：お？　なにかしら。

ＧＭ：「そのアジトを襲しゆう撃げきして、壺を回かい収しゆうしてください。往おう復ふく二週間近くかかってしまいますから、すぐにでも動いた方がよさそうですね」

イリス：遠いですよね。

クロヴィス：てかよ、第二アジトで壺を発見したら、そのままぶっ壊こわしちまえばいいんじゃねえかな。そしたらかかる時間は半分ですむぜ！

シェフィル：そんでもって、復活したゾハールとやらをぶっ倒せばいいんじゃないかな。

ＧＭ：「確たしかに。そのとおりです」

イリス：ディアスロンドに持って来て、余よ計けいな被ひ害がいを出すよりはいいんじゃないですかね。

クロヴィス：そうそうそう。こんな街中でやるわけにいかねぇ。こう言っちゃなんだが、あんたらの中でそんなに戦力になる人は居いるのかい？

ＧＭ：すると彼女は、ちょっと困こまった顔をして言う。「現げん状じよう、出せる兵力はありません」

クロヴィス：だろう？　だったら、ここまで持ってくるだけ時間の無む駄だだし、その分ミラとか、オフェーリアも苦しむだろ？

ＧＭ：すると、ガーベラが優やさしく微笑ほほえむ。「そうですね。クロヴィスさん、あなたはとても賢けん明めいな方ですね。あなたの言うとおりです」

クロヴィス：言っちゃ悪いが、俺はあんたたちのことを……いや、あんたはともかく、神殿のことは信用してないんだ。

ＧＭ：「けっこうですよ、それで。いろんな考えを持った人間が居いますから。すべてを信用しないこと。これは生きるコツですよね」

クロヴィス：それもあるけど……あんたら、いざとなったら、ミラとかオフェーリアとか殺して、なんとか世界を保たもとうとかそういうこと考えてるんだろう。

カナデ：クロヴィスさん！　慌あわてて止めますけど。

ＧＭ：「上の考えることは、私にはわかりません。……ただ、神殿は世界の平和のために動いているのは、間ま違ちがいないと思います」淡たん々たんとガーベラは答える。

クロヴィス：うん。俺は俺の仲間内の平和を考えて行動してるだけだからな。

ＧＭ：「それでいいと思いますよ。仲間を守るために戦う。人として当然だと思いますから。……それでいつ出立されますか？　必要なものがあれば、すべて言ってください」

シェフィル：すぐにでも出発するつもり。ガーベラさんには一応報告しておいた方がいいかなって思ったから立たち寄よったけどね。

ＧＭ：「わかりました。では、旅の準じゆん備びはこちらですべて整ととのえましょう。一時間待ってください。それですべてをそろえます。必要なものがあったら、今のうちに言ってください」

シェフィル：うーん……。あ、必要なものとはちがうけど、ミラちゃんとオフェーリアがどうしてるかは確かく認にんしておきたいかな。

ＧＭ：ナイストスだ。ふたりの名前を出すと、ガーベラの表情がくもる。これを言っていいものかと悩んでいるようだ。

カナデ：なにか、あったんですか？

ＧＭ：しばらくガーベラはじっと黙もつ考こうするが、意を決して話してくれる。「落ち着いて聞いてください。みなさんが帰き還かんする前日、デュランダルという男が、オフェーリアさんを奪だつ取しゆしようと襲しゆう撃げきを仕し掛かけてきました」

イリス：なんですって!?

プリミラ：デュランダル？　キャラクターとしては知らないので、首を傾かしげちゃいますね。

クロヴィス：俺たちが〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟を巡って戦った男……ロイドの部下だったやつさ。なかなかの腕うで利ききだぜ。

シェフィル：あの、それでミラちゃんたちは無事なんですか？

ＧＭ：「ええ。ゼロさんとアメリアさんの活かつ躍やくでなんとか。ですが、ふたりともひどい怪け我がをしてしまって、今は療りよう養よう中です」

プリミラ：お姉ちゃんもですか!?　だ、だだ、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか!?

ＧＭ：「そんなに心配しないで。死ぬほどの傷きずではないから。ただ、しばらくは安静にしてないとダメですけども」

キュリア：あの、面会とかってできますか？

ＧＭ：「そうですね……。治療はすんでいますし、会って話すぐらいならば問題ないと思います。もし会っていくなら、案内しますけども」

プリミラ：お、お願いします！

ＧＭ：では、キミたちはガーベラの案内のもと、ゼロとアメリアが療養している部屋にやってきた。ちなみにミラとオフェーリアの姿もある。まあ、オフェーリアは寝ねてるんだが。

シェフィル：みんなが無事なのを見て、ほっと息を吐はくかな。

プリミラ：あたしは、もう大おお慌あわてでお姉ちゃんのところに行きますよ。アメリアお姉ちゃん、大丈夫なんですか!?

ＧＭ：身体の何カ所かに包帯を巻まいた傷いたましい姿だが、アメリアは気き丈じようにも笑顔を浮かべてみせる。「みっともないところを見せちゃったな。お姉ちゃん失しつ格かくだね」

プリミラ：そんなことないです！

ＧＭ：「ふふ、ありがとう。なに、三日とは言わないけど、一週間か一〇日もすれば、戦線には復ふつ帰きできるわ。それまで、あなたはあなたのやるべきことを成しなさい」

プリミラ：やるべきこと……。

クロヴィス：ああ、いいシーンだ。

ＧＭ：「本来なら、守しゆ護ご騎き士しである私がついて行ってあげたいんだけどね。この傷じゃ足手まといになってしまうから」

プリミラ：そ、そうですね。

ＧＭ：「だからキュリア、プリミラを頼たのめるかな。あなたなら、私の代わりが務つとまるわ」

キュリア：かならず守ります。

ＧＭ：キュリアが請うけ負おうと、アメリアは満足したように笑顔を浮うかべる。「あなたには、私以上の資し質しつがあると前から思ってたの。だからあなたを私のギルドに誘さそったのよ」

キュリア：おお、資質……。

ＧＭ：「ちなみにこれはな、『ヴァイス』が終わったあとに露ろ見けんした事実なんだけども」

一同：おい（笑）。

ＧＭ：まあ、簡単に言いますと、ミラの家か系けいってあるだろ。〝蒼あおの刻こく印いん〟を受うけ継つぐことのできる家系のな。

シェフィル：うん。

ＧＭ：実は彼女のご先せん祖ぞ様は、八〇〇年前にゾハールを倒たおすために歌を作ったんだよ。

プリミラ：おお、そんなものが！

ＧＭ：ただ、当時はいろいろな理由からゾハールを倒せなかった。そこで、その歌がいつかゾハールを倒す助けとなるよう、ふたつ分けて、子々孫々歌を継つがせることにしたんだ。

シェフィル：そのふたつに分けた歌の片かた方ほうを継ついでるのが、ミラちゃん？

ＧＭ：そのとおり。もう片方はフェブレス家っていう家系が継いでたんだが……実は、キュリアはこのフェブレス家の血を継いでるんだよ。

キュリア：はい!?　え、わたし、そんだ大それた家の生まれだったんですか！

カナデ：キュリアって昔、闇やみの組そ織しきにさらわれたっていう話があったじゃないですか。

キュリア：ああ、さらわれましたね。

カナデ：じつは闇の組織がゾハール教団ってことになったんですよ。そして、その窮きゆう地ちを助けたのが、ジェイスってことになったの。

キュリア：えー!?　じゃあ、ジェイスさんってまさか……。

ＧＭ：元ゾハール教団になっちゃった。

一同：なんだって───っ！（爆笑）

クロヴィス：どうりで胡う散さん臭くさいわけだよ！

ＧＭ：いや、これはゆーらさんがあとで付けた設せつ定ていで、最初からそうだったわけじゃないからな！　ひでえ話だよ！（笑）

カナデ：これが一番上手うまくはまるんだからしょうがない（笑）。というわけで、キュリアは、実は〝蒼あおき薔薇ばらの巫女みこ〟の血を引いているんです。

イリス：なんという後付け……（笑）。

キュリア：最終回にきて……（笑）。

ＧＭ：「刻印自体はミラに発はつ現げんしたから、あなたが〝薔薇の巫女〟になることはないわ。でも、その秘ひめたる資質は、きっと素す晴ばらしいものだと私は感じている。だから妹のことをお願いしたいのよ」と、キュリアに向かって言う。

キュリア：じゃあ、真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめ返して、わかりました。ターチュも神しん妙みような顔つきで、うんうんって頷うなずいてます！

ＧＭ：とまあ、アメリアはこんなところだな。次はゼロの番だ。彼はシェフィルたちの前に立つと、まずこう告げる。「すまないが、俺はお前たちとは共にいけない」

シェフィル：……ミラちゃんを守らないといけないから？

ＧＭ：「そうだ。俺はミラを守る役目がある。ミラは今体調が優すぐれているとは言えない状じよう態たいだ。お前たちについて行かせるわけにはいかない」

イリス：そんな饒じよう舌ぜつなのひさびさに聞きましたよ。

クロヴィス：どんどん人間らしくなってるなぁ

ＧＭ：ゼロはキミたちを見回して。「だがお前たちは、〝薔薇の巫女〟たちを救うために……言いい換かえればミラを救うために行く。それは理り解かいしているつもりだ。だから……」と言って、イリスへ視線を向ける。

イリス：僕ぼくですか？

ＧＭ：うむ。ゼロはイリスを真っ直ぐに見つめると、腰こしに吊つるしていた剣───カラドボルグを外し、イリスへと差しだす。「これを持って行け」

イリス：わかりました。じゃあ、受け取って、ミラとゼロに言います。あなたたちふたりの意い志しを継いで、ゾハールとの因いん縁ねんに決着をつけてきます。安心してください。

ＧＭ：するとゼロは、「それでいい」とひと言だけ返す。

クロヴィス：ミラは大したもんだな。あのゼロがこんなに人間っぽくなった。

ＧＭ：「ミラにそう言われた」

クロヴィス：そんな犬っころにプレゼントだ、と言って、転送石を渡わたす。神殿の連中がなにかやろうとしてきたら、ミラとオフェーリアを連れて、これを使って逃にげろ。

ＧＭ：「貰もらっておこう。礼は言わない」

クロヴィス：礼なんざいらねえさ。

ＧＭ：「そうか」とつぶやくゼロの口元には、かすかな笑みが浮うかぶ。だが、それも一いつ瞬しゆんのこと、すぐにいつもの堅かたい表情へと戻り、イリスに言う。「今度は守れ」と。

イリス：その言葉、心の中に留とどめておきます。八〇〇年間は遂とげることのできなかった想い。今回は絶ぜつ対たいに守ってみせます。

ＧＭ：その言葉で満足したのか、ゼロは黙だまり込こむ。

シェフィル：ミラちゃん元気なんですか？

ＧＭ：ああごめん、ミラ喋しやべってなかったね。キミたちの前では気丈に元気に振ふる舞まっています。だが、体調はけっしてよくないようだ。

カナデ：呪いのタイムリミットも迫せまってますし、やはりつらいんでしょうね。

ＧＭ：そうだな。そして、それはオフェーリアも同様だ。ミラをよく見れば、服に隠かくれてはいるものの、それでも以前よりも〝薔薇の刻印〟から伸のびる茨いばらの蔦つたが、より広い範はん囲いに浮うかび上がっているのがわかる。

シェフィル：……。

ＧＭ：かなりつらいだろうに、ミラはそれをおくびにも出さず、シェフィルに話はなし掛かけてくる。「私が継いでいる歌が必要な時は呼よんで」

シェフィル：えっと、呼べば来られる……って、そんな状態じゃないよね？

ＧＭ：そうだな。ミラが友達を思う心から出た言葉だが、それを実じつ現げんするには彼女は衰すい弱じやくしすぎてる。そっとガーベラが止めるよ。「ダメよ。あなた今、無理してる場合じゃないでしょう？」「でも……」「いいから、言うことを聞いて」

シェフィル：ミラちゃん、心配しないで。ガーベラさん、ミラちゃんとオフェーリアのこと、よろしくお願いしますね。

ＧＭ：「はい。私が責任を持って保ほ護ごいたします。あなた方が、そのゾハールの壺を破壊に行ってもし問題が発生するようだったら、神殿へ一度戻って来てください。そこでまた対たい策さくを立てましょう。だからかならず、帰って来てください」

シェフィル：わかった。かならず、帰って来る。

クロヴィス：なぜこちらを見て言う。なぜＧＭと目を合わせない（笑）。

シェフィル：いや、なんとなく（笑）。

ＧＭ：別にそれはそれでかまわんが（笑）。とまあ、こういったやりとりをしている間にも時は過ぎていき、時じ刻こくが午後へ移うつり変かわる頃ころ、旅の準備が整ととのう。シェフィルたちが元々持ってた馬とは別に、ガーベラがプリミラとキュリア用の馬を調達してくれるよ。

プリミラ：ありがとうございます。

ＧＭ：あくまで貸かすだけだけどな。このセッションでのみ使用できるものだと思ってくれ。

キュリア：十分ですよ。お借りしますね。

プリミラ：これで【移動力】が一五メートル延のびました！

クロヴィス：こいつはありがてえ。

ＧＭ：さて、いよいよ出立間ま際ぎわになり、部屋を辞そうかという時になり、オフェーリアが目を覚まして、ベッドから起き上がる。そして、シェフィルにひしっと抱だきつく。そして、彼女はぽそりと「行かないで」って言ってくる。

シェフィル：行かなきゃいけないの。

ＧＭ：「でも行かないで」




　強く引き留めてくるオフェーリアに困惑するシェフィルだったが、なんとか彼女をなだめて、旅立っていく。




ＧＭ：その風景を、ガーベラは窓から見ていると思ってくれ。キミたちが見えなくなるまで背せ中なかを見送り続け、見えなくなったところで、拳こぶしを握にぎって、がーんっと壁を殴なぐる！

プリミラ：わわ!?

ＧＭ：そんなときに、コンコンと部屋の扉がノックされ、ひとりの神官が現われる。その視線を受けて、ガーベラは苦々しい表情になりながら言う。「わかっています」

イリス：やはり、なにかあるっぽいですね。

クロヴィス：ああ、ろくでもねえ予感がするぜ。

ＧＭ：「オフェーリアさん。今からあなたを安全な場所にお連れしますので」とガーベラが話すと、オフェーリアが不安そうに彼女の顔を見る。

シェフィル：（儚はかなげな震える声で）「また誰だれかが襲おそわれるの？」

ＧＭ：オフェーリアの言葉に、ガーベラは肯定する。「そう。またあの怖こわいデュランダルさんていう人が来るかも知れませんしね」その言葉にオフェーリアは頷いて、ガーベラと一緒に部屋を出ていく。というところで、シーン終了だ。







◆Middle14◆不安




　ゾハール教団の第二アジトを目指し、シェフィルたちは馬を駆る。

　そんな中、今までの出来事に、奇妙な違和感を覚える者たちがいた。

　クロヴィス、カナデ、キュリアの三人だ。




ＧＭ：で、キミたちは、第二アジトの場所に向かって、馬を走らせていると思ってくれ。六人が……あれ、アジトのほうに行ったのは誰だれだっけ。

プリミラ：この四人ですね。

シェフィル：うん。

ＧＭ：オーケー。さっき「フラグを立てました」と言ったわけだが……馬を走らせている中、キミたちのは、心のどこかでなにかが引っかかっていると気づく。

シェフィル：イリス以外の人が、ってこと？

ＧＭ：うん、そうだね。

カナデ：「なにか変だな」と思っているわけですね。

ＧＭ：そうそう。三人は旅の中で、後うしろ髪がみを引かれるような、嫌いやな感覚を覚えるのだ。

シェフィル：ふむ……？

クロヴィス：「このままでいいの？」みたいな感じか。じゃ、いったん馬を止めて言うぜ。カナデ、キューちゃん。なにか……変じゃねぇ？

キュリア：そうなんです。なにかが、ずっと引っかかっているような……。

カナデ：ええ。話が、簡単すぎます。

イリス：たしかに、そうですよね。

カナデ：そこまで全部、神殿からもらった情報で動いて、神殿からもらった情報を結合していますから。じゃあどうして、その情報を神殿が全部ひとまとめにしていなかったのか、とか……。

プリミラ：た、たしかに……。

ＧＭ：そう。この数日間、キミたちは神殿の依い頼らいを受け、日数を消費して動き回っているわけだ。

カナデ：全部、神殿からの情報です。

キュリア：そうですよね。

カナデ：ただ、ゾハール教団が動いていたりとか、ダイナストカバルだったりとか、全然ちがうところからの情報も入っていますから、一いち概がいに「そうだ」とは言えませんけど……あまりにも都合良く、話が進みすぎているんです。

クロヴィス：かつ、プレイヤーとしては、その予感は的中してほしくない……また神殿が悪い人になっちゃって、よろしくないと思うの（笑）。

キュリア：なんとなく、踊おどらされているような感じはします。

クロヴィス：かといって、戻ってどうする？　って話ではあるんだよな。

カナデ：情報がないのは確たしかですから、とりあえず第二アジトまで行きましょう。きっとそこで、なにかがわかるんじゃないでしょうか。

クロヴィス：もしくは、いったん引き返すか。

ＧＭ：悩んでるな。それじゃあ、判断材料を少し足そうか。違い和わ感かんを感じた三人だけ、判定をしてくれ。記き憶おくに関係するから……【知力】【感知】の好きな方で判定していいよ。この判定は何度か行なうけど、旅を始めて二日ぐらいの時に、違和感が強くなってくるような感覚を覚えるわけだ。

クロヴィス：胸騒ぎ、ってやつか。まさかと思うけど、あのアジト自体が、最初からしつらえられていたものだった、とかねえよな？

ＧＭ：それはどうだろうね。

イリス：罠わなにはまり込こんでいくような感覚は、たしかにありますね……。

キュリア：うまく誘ゆう導どうされてるような……。

ＧＭ：そこら辺を読み解くための判定だ。難なん易い度どは最初は20。

プリミラ：えっ！

イリス：20!?　これは高い！

ＧＭ：つまり、違和感が小さいから難易度が高い、という話ね。

クロヴィス：ふむ……。もちろん、早めに気づいた方がいいよな？

ＧＭ：そうだな。でもまあ、最初は気づかなくて当たり前の数値に設定してあるので（笑）。

カナデ：回数があるから、フェイトを入れるほどじゃないんですよね～。

クロヴィス：あと、やりようとしては、誰かひとり転送石を持って戻もどるのもありだぜ。

カナデ：でも、転送石のマーキングはラインの街ですよ？

クロヴィス：とりあえず、それでいいんだ。オフェーリアとゼロとミラを、ディアスロンドから隔かく離りできればなんとかなるかもしれないだろ。それやると、五人で砦とりでにかちこむことになるけどな。ま、砦を〝どぅーん！〟と《蹂躙作戦》すりゃいいだけだけど（笑）。

カナデ：とりあえず、振ふるだけ振ってみましょう。

ＧＭ：判定できるのは、クロヴィスたち三人だけだ。

カナデ：ではまずカナデが……えいっ！（ダイスを振る）11、【感知】は10だから……21！

一同：おおお───っ！

クロヴィス：俺も【感知】だ。（ダイスを振る）駄だ目めだ、気づけない！

キュリア：では、【知力】で判定しましょう。（ダイスを振る）あぁ、16で駄目だった。

プリミラ：気づいたの、カナちゃんだけだね。

ＧＭ：では、カナデは、砦を襲撃したときのことを思い出す。その時に、向こうのアジトで動いていたゾハール教団と名乗っていた連中、やつらの顔を。

カナデ：顔？

ＧＭ：うん。兵士として戦っていたやつら、たとえばイリスに気き絶ぜつさせられたやつとかね。そのうちのひとりの顔に、見覚えがある。

カナデ：……神殿にいた神官とか、騎士だったとか？

ＧＭ：そのとおり。

クロヴィス：となると、あの場所はやっぱり、神殿がしつらえた場所だってことか。

カナデ：……ということを、思い出しました。

クロヴィス：すげぇ！　カナデ気づいた！　すげぇ！

プリミラ：今、出かけて二日目……神殿があやしいなら引き返します？

カナデ：う～ん……でも、確かく信しんが持てません。

ＧＭ：この先には、「ゾハールの魂が入った器を、ゾハール教団が持ち去ってアジトに隠かくしている」という情報も確かに出ている。

カナデ：思い出したことを、みんなに伝えます。ただ、「神殿で見かけた人が、あの時混まざっていたような気がするんだけど」という、確かく定てい情報ではないことですから……。

イリス：確定でない以上、進むしかない……？

クロヴィス：でもよ、第二アジトって、要するに神殿の罠ってことだろ？

キュリア：その可能性が出て来てしまいましたね。

プリミラ：雰囲気的にも、そうなっちゃいますよねぇ……片かた道みち六日……あと四日かかる。




　もし、神殿になにか裏があるならば、すぐに戻らなくては手遅れになるかもしれない。

　だが、第二アジトの情報が本物だったら？

　残された時間は多くない。ゾハール教団の第二アジトが本命であった場合、ここで引き返すことによるタイムロスが致命的になり得るのだ。

　即断即決と行動力溢あふれるシェフィルたちだが、この時ばかりは悩んだ。

　悩みに悩み、さまざまな可能性や方法を考慮した結論は───。




シェフィル：ディアスロンドに戻ろう。時間のロスは戻ったあとで、転送石を買えば取り返せる。今は神殿が本当に信頼できるのか確かめた方がいいよ！

クロヴィス：うし、飛ばすぜ。

イリス：はい！

ＧＭ：では、キミたちがディアスロンドへとって返したところで、シーン終了だ。







◆Middle15◆真実




　拭えぬ疑惑を抱えた一行は、すぐさま反転し、ディアスロンドへととって返した。

　ディアスロンド郊外の森にキャンプを張り、様子を窺うかがいながら、情報を集めていく。

　カナデの思い至った予測が外れれば……。

　そう考えても、胸騒ぎは治まらない。むしろ、不安が大きくなっていくばかりだ。




ＧＭ：さて、次のシーンに入ろう。まず、残り日数を確かく認にんしておこうか。

カナデ：お願いします。重要なところですしね。

ＧＭ：シナリオ開始時点で残り五〇日。古文書の解かい読どくと情じよう報ほう収しゆう集しゆう、さらにアジトとディアスロンドの往おう復ふくが入って……残り一八日と考えてほしい。

イリス：一八日ですか……。かなりぎりぎりですね。

カナデ：じゃあ、クロちゃん以外の五人は、ディアスロンドの外でキャンプ。クロちゃんだけ行ってもらいましょう。

クロヴィス：先行してくるぜ。

ＧＭ：単独潜入か。他についていく人はいないね？

カナデ：他の人が行っても、足手まといにしかならないから……（笑）。

ＧＭ：身を隠すときに判定が発生した場合を警戒してるんだな。それなら、クロヴィスだけで偵察もたしかにありだな。

キュリア：うぅ～、ですよね～（笑）。

カナデ：なるべくばれないようにして、調べて来てほしいんです。偵てい察さつが終わったら買い物すればいいですし、ばれたら「転送石買いに来たんです」って言えばいいですから。

クロヴィス：じゃ、それでいくぜ。

ＧＭ：なるほど、わかった。じゃあ、その体でいこう。

クロヴィス：日にち没ぼつまでに帰って来なかったら、明らかに俺おれに異い変へんがあったってことになる。その時は、シェフィル、《蹂躙作戦》頼たのむ。

シェフィル：了解！　任まかせて！

プリミラ：あ、アグレッシブすぎますよ！（笑）




　この後、クロヴィスは単独でディアスロンドへ潜入。

　街で転送石を購入すると同時に情報収集を行なった。

　その結果、神しん聖せい騎き士し団だんがどこかへ出撃したという情報を手に入れる。

　出撃した神聖騎士団の行き先は不明。神殿の上層部も動いているという噂もあり、いよいよもって、嫌な予感が膨れあがっていく。




クロヴィス：街から戻って、聞いてきた話をみんなにするぜ。

カナデ：神聖騎士団は、どこに向かったんでしょう……!?

ＧＭ：それはさすがにここじゃあわからないねぇ。

クロヴィス：一応、推すい理り。その一、俺たちが第二アジトにいるところに、ちょうどあいつらがやって来て、俺たちはゾハール教団の一味として始末される。

プリミラ：ふんふん。

カナデ：でも、それにしては手が込こみすぎですよね。それに神殿が我々を襲う理由がない。

イリス：神聖騎士団を追跡できると話がはやいんですけど。

クロヴィス：行軍跡あと、追っていけるよな？　どっちの方向に向かったんだ？

ＧＭ：そうだね。（地図を出して）ディアスロンドの北には、山脈が続いている。騎士は南側の門より出立し、とりあえず西側に向かったようだ。

プリミラ：教団の第二アジトの方角じゃないな……。

イリス：ええ、行軍ルートがちがいますね。ゾハールの本ほん陣じんがそちらにあるのか、それとも別の目的があって、第二アジトがやはり本陣なのか。




　作戦会議に突入する一行。このまま神聖騎士団を追うか。それとも神殿の信頼できそうな人物と接触して情報収集を行なうか。

　二手に分かれることも考えられたが、状況が大きく動いている現在、戦力を分けることは危険だと判断するにいたった。

　最終的に彼らが選択したのは───。




シェフィル：それじゃあ、ガーベラさんのところに行くってことで！

ＧＭ：どうやって向かう？　隠れていってもいいし、正面から堂々乗り込んでもいいけど。

シェフィル：時間もないし、こそこそするのはここまで。みんなで堂々と行こう！　忘れ物したとか理由は適当につければいいって（笑）。

イリス：てへぺろ作戦でいきますか（笑）。

クロヴィス：こっちはなにも知らない体で、さりげなく「さっき出てったみたいだけど、なんだったのー？」って聞く！

カナデ：（少し考えて）うん、全員で行きましょう。そのほうが、なにか聞き出せるかもしれません。

プリミラ：そうですねっ！

カナデ：逆ぎやくに、こちらの異い常じような行動に対して、なにかボロを出すかもしれませんから。

シェフィル：それじゃ、みんなで行こう！

ＧＭ：了解。では、キミたちは堂々と、ディアスロンドの街中に入る（笑）。

シェフィル：いやぁ、ご苦労ご苦労（笑）。

イリス：お疲つかれ様でーす（笑）。

ＧＭ：そして、ディアスロンドの中央通りを通って大だい聖せい堂どうの前までやってくる。ここは荘そう厳ごんで、静せい謐ひつに満ちた場所ではあるが、なにやらいつも以上に静かだ。

クロヴィス：やっぱ、騎士はいねぇか。

カナデ：ガーベラさんの部屋に向かいます。

ＧＭ：わかった。キミたちが六人そろって、ガーベラの執しつ務む室しつにやってくる。がちゃり、と扉とびらを開けると、中に彼かの女じよはいない。

イリス：おや？

シェフィル：どこにいったか、誰だれかに聞けるかな？

ＧＭ：失礼。では、突とつ然ぜん扉が開いて、「うわっ!?」と誰だれかがびっくりする。ガーベラおつきの文官だね。

キュリア：ちょうどいいところに！

クロヴィス：おっ、文官さんじゃねーか。

カナデ：すみません、あの、ガーベラさんは……。

ＧＭ：「いやっ、ちょっ……なんでここに……えっ、ええっー!?」（一同爆笑）文官は顎あごが外れんばかりに驚いてるな。「が、ガーベラ様は、ちょっとお出かけで……」

クロヴィス：どこに行ったんだい？

ＧＭ：「いや、あの……行き先は、私わたしはまったく知りませんので……」

プリミラ：じゃあ、今日は帰ってきますか？　ちなみに嘘をついても無駄ですからね。わたし、嘘は見み抜ぬけますよ？

クロヴィス：そうそう、シェフィルは嘘がわかるよな。

キュリア：いいですねぇ～。

プリミラ：そうだー！

イリス：まあまあ、ちょっとそちらにお座すわりなさいよ。

シェフィル：みんなでちょっと質しつ問もんして、怪あやしかったら《インサイト》使おう。

クロヴィス：おう、わかった。

イリス：さあ、質問タイム！




　シェフィルたちの瞳ひとみがぎらりと光る。

　哀れな文官は、シェフィルたちの尋じん問もんの前にあっさりと陥かん落らく。

　ガーベラが不在であることが判明した。

　ならば、シェフィルたちは思考を切り替え、現在大聖堂にいるもっとも上位の神官との接触を試みることにする。




ＧＭ：文官に案内されて、キミたちが大聖堂の一室にたどりつく。文官がドアをコンコンとノックすると、中から「誰か？」と声がかかる。「ガーベラ様の文官、アップルです」

クロヴィス：たぶん、「え、なんで文官が？　なんのよう？」って感じだろうなぁ（笑）。

ＧＭ：「どうした？」「いえ、お客人が……」「……入れ」がちゃり、と扉が開く。

クロヴィス：はぁ～い、もしも～し。

ＧＭ：すると、中に司祭がひとりいる。年としの頃ころは五十ぐらい、たくましく、かつ知的そうな神官だ。「……うん？　お前たち、なぜここにいる!?」

クロヴィス：いやぁ、忘れ物しちゃって～。

プリミラ：そうなんです～。

カナデ：ついでに、ガーベラさんにちょっと聞きたいことがあったので、訪たずねたんですけど……ガーベラさんがお留る守すのようでしたので～。

クロヴィス：いやぁ、俺たち、ホント間ま抜ぬけでなぁー！（笑）

シェフィル：てへへへっ☆（笑）

キュリア：えへへへっ☆（笑）

プリミラ：本当にすみませ～ん。

ＧＭ：「現げん在ざい、ガーベラはこのディアスロンドから離はなれている。行き先について、キミたちに話す口は持たない」

プリミラ：どうしてですか？

クロヴィス：騎士たちが出て行ったのと関係あるのか？

ＧＭ：「国の行動を、キミたちに話すわけにはいかない」

クロヴィス：……なにしに行ったのかな？

ＧＭ：（超ちよう白しら々じらしく）「軍事訓練だ」

イリス：堂どう々どう巡めぐりですね。

クロヴィス：おかしいっすねぇ。俺たちは、ゾハールみたいなすごいやつを相手にしに行くのに、「兵隊は今動かせない」って言われたのにな？

プリミラ：そうです、そうです！　強い人はいないって言われました！

ＧＭ：「今回の作戦行動に関しては、キミたちに話す口は持たない。すべては極秘である。すべては…………なんでもない」（一同爆ばく笑しよう）

イリス：口滑すべらせましたよ！（笑）

クロヴィス：今、「すべては」って言ったよな？　絶ぜつ対たいそのあと大事な情報あるよな！

プリミラ：もう少し、もう少しな気がしますよ！（笑）

シェフィル：これ《インサイト》使わなくても言うんじゃない？（笑）

ＧＭ：「いや、私はなにも知らない！」（笑）

クロヴィス：もしかして、悪い人じゃないのかもしれない（笑）。

ＧＭ：悪くないよ！　神官だから！（笑）

クロヴィス：もちろん、いい人だってことはわかるけど（笑）。

イリス：理由があって言えないんですよ、きっと（笑）。

カナデ：ではせめて、ミラやゼロ、オフェーリアがどこに行ったのか、だけ教えてください。

ＧＭ：……では、難易度12の【感知】の判はん定ていをしてもらおう。「ミラか、ゼロか、オフェ……オ、オフェーリアさん」（一同爆笑）

キュリア：オフェーリアさんがどうしたの!!（笑）

クロヴィス：気づいちゃったよ！　びくってなったから！（笑）今、あからさまに動揺してましたよっ!?

カナデ：ねえ、それ【感知】判定いるの!?（笑）

ＧＭ：いるよ！

プリミラ：よーし、判定！　えいやー。（ダイスを振ふる）えっ！　ふぁ、ファンブル!?　ダブルファンブルだぁ～！　なんで～!?

ＧＭ：キミ、ファンブル多いね（笑）。

イリス：（ダイスを振る）12ですね。

シェフィル：えい！（ダイスを振る）わっ、低い！　11しかない！

キュリア：（ダイスを振る）よしっ、21！

カナデ：（ダイスを振る）ん、16だから、21。

クロヴィス：みんなすげぇ！（ダイスを振る）俺も駄だ目めだ、11！

ＧＭ：成功したのはカナデとキュリアか。

キュリア：なにかわかります？

ＧＭ：うむ。彼は神殿のえらい人だけあって、精せい神しん的てきなプレッシャーなどにはとても強く、相そう応おうの訓練を積んでいるため、彼の言動からなにかを読み取るのは非ひ常じように大変なわけだが……キミたちの鋭するどい感覚は、彼が動どう揺ようしていることを見み抜ぬいた。

キュリア：やはりそうでしたか。

シェフィル：十分動揺してたけどね（笑）。

ＧＭ：彼は明らかに、騎士団の行動目的を知っている。「その作戦に関しての計画書が存在するが……安置されている場所は、一いつ般ぱん的てきに立ち入りできる場所ではない。おいそれとキミたちに開かい示じすることはできない」と、余よ計けいなことを言ってしまう（笑）。

プリミラ：え？　今なんて言った？（笑）

シェフィル：わたしにもよくわかんなかった！（笑）

ＧＭ：要するに、軍を動かすためには書類が必要なわけなんだけど……。

プリミラ：ふむふむ。

ＧＭ：その中には、「作戦計画書」なんてものがある。が、それが安置されている部屋があるらしい、ってことを彼は動揺してうっかり情報を漏もらしちゃった（断言）。

シェフィル：その書類、見せてください！

クロヴィス：そこに概がい要ようが書いてあるはずだもんな。

ＧＭ：「残念ながら、そのような重要な書類は、神殿の地下倉庫に収しゆう納のうしてある。キミたちが入ることはできない」……あ、一回入ってるな。二巻かんで（笑）。

シェフィル：じゃあ、開けてください！

プリミラ：鍵かぎとか、貸かしてくださいっ。

クロヴィス：こっちは、友達の生命がかかってるからさ。

ＧＭ：もう！　キミたち戻もどってくるなよ！　二日目に気づいて戻ってくる想定はしてなかったんだよっ！（笑）

クロヴィス：あっはっは！　頭いいのがついちゃってくれてるからさぁ！　な、カナデ！

ＧＭ：本当は、シナリオでは四日目でＵターンするはずだったんだ！　まさか、難なん易い度ど20が成功とは思ってなかったんだ！（笑）




　それがまさかの一発成功である。

　ダイスゲームって怖こわい……！




ＧＭ：まあ、ここまでくるともはや言い逃れもできん。観念したのか、神官はくたびれた様子で言うよ。「……それで、なにが聞きたい？」

プリミラ：全部っ！

クロヴィス：ぜぇんぶだ。

シェフィル：さっき質問したこと、全部だよ。

キュリア：隠かくし立だてせず、本当のことを教えてください。

ＧＭ：「私はくわしいことは言えない。神の名に誓ちかって、言うことはできない。ただ……」

プリミラ：ただ？

ＧＭ：「騎士団の目的は……今回の計画書は、地下の倉庫にある。そこまでは……私が視し察さつに行ったときに、たまたまキミたちがついて来てしまった、という体ならば……許ゆるそう」

プリミラ：はいっ！　それでお願いしますっ！

ＧＭ：「では……」

シェフィル：じゃあ、たまたまついて行っちゃった、ってことで！

カナデ：たまたま、ですからね。

プリミラ：お互い、win-winでいきましょ♪

ＧＭ：「はい……」さて、司祭と一緒に、コツリコツリと廊下を歩いていく。そして、キミたちが以前、神官ブウと戦せん闘とうしたあの部屋に無事にたどり着く。
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シェフィル：わぁ～、懐なつかしいねぇ～！

ＧＭ：部屋には大金庫のようなものがあるわけだが、その前で立ち止まる。「この奥おくに、作戦の指令書はすべて保ほ管かんされている」

シェフィル：取ってきてもらうのがいいかな？

クロヴィス：まあまあ、一緒に見に行こうぜ、神官さん。俺たちはあくまでも、あんたが指令書を見てるのを横から見ちゃうだけなんだからさ。

シェフィル：そうそう、たまたま見えちゃっただけだからね。

プリミラ：お互い、win-winでいきましょ♪

ＧＭ：ばかやろ───っ!!　それでもお前ら、正義の冒険者か！（一同爆笑）

クロヴィス：せめてなぁ、あんたが神官系ではあっても、せめてパラディンとかだったら、俺たちとまだまともに戦えた可能性もあったのになあ（笑）。

ＧＭ：「そうだな、実はアコライトなんだ……」　彼はキミらの脅しに屈し……暗あん証しよう番号をぴっぴっと押おしていく。……お前ら、帰ってくるのが早いんだよっ!!（笑）ピコピコ、ピッ。

キュリア：お、開いた開いた。

ＧＭ：「この一番奥にある」

カナデ：一緒に行きましょうね～（笑）。

ＧＭ：「……わかった。では、共に行こうか」と言ったところで、全員【感知】の判定を行なってくれ。難易度は13だ。

プリミラ：【感知】あんまり高くない～。（ダイスを振る）あっ、出目11で達成値15！

クロヴィス：（ダイスを振る）おっ、19！

カナデ：（ダイスを振る）19で成功です♪

ＧＭ：ぶっ!?（笑）

キュリア：（ダイスを振る）よし、21！

クロヴィス：おっ、キューちゃんすげぇな！　ダントツだ。

シェフィル：（ダイスを振る）16で成功ー！

イリス：（ダイスを振る）あ、低い。９で失敗ですね。

ＧＭ：イリス以外か。さすがだねぇイリス、しょうがないよね！（笑）

イリス：【感知】は２しかないから、無理なんですよねぇ……。

ＧＭ：では、「一緒に行こう」と言われた瞬しゆん間かん、キミたちは彼の右手の動きを見み逃のがさなかった。警けい護ごブザーのほうに手が……。

クロヴィス：延びるけど、五人の手がいっせいに押おさえ込む！

プリミラ：か、かわいそう！（笑）

カナデ：クロちゃんは糸で絡からめ取とるとかっこいいんじゃないですか？

クロヴィス：お、それだ！　いいねぇ！　俺がぐいっと引ひっ張ぱって、その間にみんなで取とり押さえるわけだな。

イリス：ああ、なんだかすごいことに（笑）。

クロヴィス：おぉっと、ちがうだろ？

ＧＭ：「馬ば鹿か者もの！　神官たる私に、そのようなことができるわけあるまい！　やるのであれば、私を殴なぐり倒たおして、越こえていくがいい！」

イリス：言われたなら、御お言こと葉ばに甘あまえましょうか。

ＧＭ：え？




　こうして、神官はぼこぼこにされた。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：神官はエキストラなんで抵抗できん。キミたちにボコボコにされて、気を失うよ。

カナデ：さぁて、それじゃ、作戦指令書とやらを探さがしましょうか。

クロヴィス：（わざとらしい口調で）わあ、大神官様が倒れちまったよ～お。

プリミラ：（わざとらしい声で）た、大変です、ど、どうしましょう～……。

キュリア：（満面の笑顔で）困こまりましたねぇ～。

カナデ：仕方ありません。彼のために、指令書を取ってきましょう！

ＧＭ：悪あく魔まかお前らは!?（一同爆笑）

クロヴィス：そうだな。不幸なことに、大神官様は足を滑すべらせ、頭を打ってしまわれたのだ。しかし、カナデの言うとおり、彼は今回の作戦指令書を見直したがっていた。

カナデ：頭を打ってしまったときに、鼻血を出すぐらいの重じゆう傷しようですので、代わりにカナデたちが取ってきてあげるんですよ。

プリミラ：そ、そうですよねっ！

シェフィル：それから、わたしたちが代わりに読んであげるんだよね！

イリス：そうそう！（笑）

プリミラ：それじゃあ、探しましょう！

ＧＭ：わかった。金庫の奥には、もう一重の扉がある。こちらには、鍵かぎがかかっていないね。

クロヴィス：ま、トラップ探たん知ちしてからかな。

ＧＭ：いや、罠わなないから大丈夫よ（笑）。

クロヴィス：あ、はい……よく考えたら、自分ちの金庫に罠仕し掛かけけないよね（笑）。それじゃ、ぎぃっと開ける。

ＧＭ：かなり大きな扉だね。で、開けた瞬間、〝ぶしゅうー……〟と空気が入る。たぶん真空状態だったんだろう。

シェフィル：なんでーっ!?（笑）

キュリア：おお、ハイテクだー。本が傷いたまないようにするため、でしょうかね？

カナデ：む、無駄な演出……（笑）。

ＧＭ：室内は薄うす暗ぐらい。その奥に、棚たながたくさんあって、日付順にファイルされている。

クロヴィス：よし、入るぜ……。

シェフィル：誰かひとり、外で扉を見てたほうがいいんじゃない？

クロヴィス：はっ、本当だ！　閉とじ込こめられたら大変だ！

ＧＭ：じゃあ、誰か残る？

シェフィル：イリスかな。

イリス：わかりました。僕ぼくは入口に立って、見み張はっていましょう。

ＧＭ：了解。さて、金庫の奥にあった部屋も、巨きよ大だいな一室になっていると思ってくれ。キミたちは、奥にあるファイルの棚に歩いて行こうとすると……「やっぱり、帰って来ちゃったか」と、部屋の中でふいに声がする。

プリミラ：この声は……！

シェフィル：誰？

ＧＭ：薄うす明あかりの中、そこに腰こし掛かけていた誰かは、すっと立ち上がり……〝がしゃ、がしゃ〟と足音を立てて、キミたちのほうに向けて歩いてくる。

カナデ：がしゃがしゃ？

クロヴィス：もしかして……ガーベラか？

ＧＭ：そのとおり。

シェフィル：えっ!?　し、真空状態だった部屋の中で!?（笑）

ＧＭ：そうだ!?　ごめん、真空は嘘。中にはおいしい酸さん素そと窒ちつ素そが満ちている（一同爆笑）。

イリス：登場と同時に死ぬところでしたよ、ガーベラさん。

ＧＭ：うっかりしてた（笑）。さて、気を取り直して。「やはり、来ましたか……」と、ガーベラはちょっと呆あきれたように、苦笑しながら言う。

シェフィル：な、なんか怖こわい……。

ＧＭ：「さて、困こまりましたね……」

クロヴィス：説明はしてくれるんだろ？

キュリア：困るとは、どういうことですか？

ＧＭ：「ここに予定よりも早く来てしまった以上、話さざるを得ませんね」

シェフィル：え、あれ？　待って。来るかもわからない我々のために……ガーベラさんはずっとここにいたの……？（笑）

ＧＭ：「いいえ、そんな馬鹿なことはしませんよ。だってクロヴィスさん、あなた一回、街に来たでしょう？　あの時の態度と、雰囲気で……ね」

クロヴィス：まあな。ああ、その時には気づいてたのか。やるじゃねえか。

シェフィル：……ねえ、外に出ない？

ＧＭ：いや、場面的にはこの部屋の中でいいよ？

シェフィル：えぇ～……なんか、嫌な予感がして……（笑）。

ＧＭ：「どうしたの？　作戦の計画書がほしいのでしょう？」

シェフィル：それを取って出ようと思ってるんですけど……。

ＧＭ：「あらあら。あたしを越えて、取りに行けると思ってる？」

シェフィル：はいっ。

ＧＭ：「……そう」　彼女は微笑みながらもすっ、と目を細めて……。

イリス：シェフィル、なぜ即そく答とうした！　いきなり殺気が増ましたよ！（笑）

プリミラ：ガーベラさん、ま、まずは事情！　事情を……！（笑）

ＧＭ：「───あなたがたは、ここに来るのが早すぎたの。もう少しだけ、あなたたちが神殿の情報を信じて、ディアスロンドの外にいてほしかった」

プリミラ：どういうこと……？

ＧＭ：「計画書は、これ。そう……ディアスロンドの神聖騎士団は出立し、今、北の大地を目指している。そこで、ある儀ぎ式しきをするため」

クロヴィス：（シリアスな口調で）やっぱりな。そういうことかよ。

イリス：どういうことですか、クロさん。

クロヴィス：知らん。

イリス：今、やっぱりな、って言ったじゃないですか！（笑）

クロヴィス：いいいい言ってみたかっただけだよ！

シェフィル：で、儀式とは？

ＧＭ：「もうわかっていると思うけど、あなたたちに指令を出したのは、あなたたちをディアスロンドから遠ざけるため。その内ない容ように関しては、あまり意味がなかったの。ただ、あなたたちにここにいてほしくなかった」

シェフィル：どうして、そんな回りくどいことを？

ＧＭ：「時間を稼かせぎたかったのよ」

プリミラ：じゃあ、あの壺は……？

ＧＭ：「壺？」

プリミラ：はいっ。壺、ですよね？

キュリア：ゾハールの魂たましいが、壺に封ふうじられている、と言っていましたね。

イリス：きっと、それ自体が嘘うそだったんでしょう。

クロヴィス：すべて誤ご情じよう報ほうってわけか。ずいぶん手の込こんだ真ま似ねしやがるな。

プリミラ：ガーベラさん！　全部、嘘だったんですか……！

ＧＭ：「ええ、そういうこと。時間を稼いだ理由は簡かん単たん。儀式は、星の配列や月の満ち欠けなどが特定の状態に達したときにのみ、行なわなければならないの」

クロヴィス：星せい辰しんの位置ってやつだな。

ＧＭ：「そうよ。だからその刻が来るまで、あなたたちにはディアスロンドにいてほしくなかった」

シェフィル：なぜわたしたちがいては駄目なの？

ＧＭ：「必ず反対するからよ」

キュリア：まさか……オフェーリアさんや、ミラさんが関係しているのでは？

ＧＭ：「そう。あなたたちには壺と言ったけれど……そんなわかりやすいものに、ゾハールの魂を封ふうじるわけがありますか」

一同：ですよね───ぇっ！（大爆笑）

キュリア：だから嫌な予感がしたんですよ～！（笑）

プリミラ：そ、そっか……（←信じてた）。

ＧＭ：「この〝壺〟という誤情報に関しては、あたしも猛もう反はん対たいしたんですが……上に『あの壺はいいものだ』と言われて」（一同大爆笑）

カナデ：誰が言ったの！（笑）

クロヴィス：一応それっぽく見える壺を提てい出しゆつして、って話か（笑）。

プリミラ：この作戦を、ガーベラさんはいいと思ってるんですか!?

ＧＭ：ガーベラは、その内ない情じようは読み取れないが微笑ほほえんで「もちろん」と答える。「あたしは、今はこの神殿に仕える身ですから。そしてこれは、決して間ま違ちがった選せん択たくではない。かつて起こった惨さん劇げきを繰くり返かえすことは、あたしにはできなかった」

プリミラ：……じゃあ、儀式って……なんですか？

ＧＭ：「それは……」と言いかけたところで「簡単さ」と、ふいに背後から別の声が聞こえ……いや、ちがうな。さっきの神官が「今だぁ!!」と扉を閉しめようとして……。

キュリア：あ。

ＧＭ：だが、彼がそうしようとした次の瞬間、神官はミンチになった。

クロヴィス：な、なにも殺さなくても───ぉっ!!（一同爆笑）

プリミラ：かわいそうすぎる～！

クロヴィス：いや、俺たちが言えた義ぎ理りじゃないけどーっ！（笑）割わりといい人だったのに───っ!!　……まあ、いいか（笑）。で、このかわいそうな神官をミンチにしたのは……。

ＧＭ：そう。そこに現あらわれたのは、フードをかぶった男───デュランダル。

クロヴィス：おう、旦だん那なか。

ＧＭ：「お前たちは甘あまい。あの神官が逃にげ出だしたらどうするつもりだったのだ」と言いながら、彼は歩いてくる。「そこのガーベラとかいう女が言っていた通り、壺という情報は間違っていた。ゾハールの魂が封ふう印いんされた器は……オフェーリア様だ」

プリミラ：えっ……!!

シェフィル：……なんとなく、そんな気はしてた。

キュリア：嫌な予感が当たってしまった……わたしも、そんな気がしていました。

クロヴィス：やっぱり、だよなぁ。

イリス：ええ、そうですね。

カナデ：……うん。

プリミラ：な、なんで!?　みんな、気づいてたの!?　頭がいい!!（一同爆笑）

ＧＭ：「お前たちは、すでに情報を得ているはずだ。『器を破壊しなければならない』と」

プリミラ：器を破壊って……！

ＧＭ：「ゾハールの器を一度破壊し、覚かく醒せいしたあとに倒たおす、などというリスクを冒おかしたいと思うやつは、神殿にはいるはずがない。ゾハールは、エリンディルに出しゆつ現げんした魔ま物ものの中でも、最上級の一体だ。四年前の〝薔薇ばらの災さい厄やく〟の時は、その実力の１％しか力を発はつ揮きしていなかった。だから【ＨＰ】[image: ]しかなかったのだ」（一同爆笑）

クロヴィス：ウォーロードが一度動いたら終わる（笑）。

ＧＭ：「だが、今回はそうもいかないだろう。もしもゾハールを討とう伐ばつさせるつもりならば、〝薔薇の武具〟を集めさせ、キミたちに返すなどということはしない」

イリス：確かに。

ＧＭ：そして、ガーベラがその言葉を継つぐ。「そう……だから神殿は、その器をゾハールごと、北の大地……ゾハールが初めて舞まい降おりたその大地に、再ふたたび封印することにしたの。だから今回、警備のために、騎士団が総そう出でで出しゆつ撃げきし、神官たちが一いつ斉せいに彼女に呪じゆ詛そをかけ、その場所に永久に封じるつもりだった」

シェフィル：……ミラちゃんは、なんのために連れて行ったの？

ＧＭ：「彼女とゼロは、状況を見守っています。彼らは、どちらにも荷か担たんはしていません。ただ、あなたたちがどう出るかを見たい、とだけ言っていました」

シェフィル：それじゃあ、知っていたってこと？

ＧＭ：知っていたというよりは、オフェーリアが連れて行かれるのを見て、ガーベラに食い下がったんだろう。ちなみに、彼女たちは北の大地には向かっていない。

プリミラ：そうなんですか？

ＧＭ：というか、行かれても困るわけだ。

シェフィル：じゃあ、どこにいるの？

ＧＭ：「それは……またあとでわかると思いますよ」

イリス：ゼロは重傷を負っていますからね。

プリミラ：そっか……。

ＧＭ：「とにかく、時が満ちる、その時がやってくるまで、あなたたちには遊んでいてほしかったの。当然、ゾハールの魂を持った器を封印する、という話になれば、呪のろいを解かい除じよするのは難むずかしくなりますから」

カナデ：オフェーリアを封印されてしまうと、オフェーリアは生きたまま凍とう結けつされてしまうわけですよね。そうしたら、ミラもシェフィルもプリミラも、助かる方法はなくなります！

ＧＭ：そのとおり。ロイドがやった方法と同じだから、オフェーリアは助かるかもしれないけどね。

イリス：それじゃあ、なんの解かい決けつにもならない！

ＧＭ：「ごめんなさい。そのことに関しては、謝あやまることしかできないわ……でも、ゾハールを顕けん現げんさせるわけにはいかなかったの」

プリミラ：あたしたち……どうしたらいいんでしょう……。

クロヴィス：……結局、死ぬってことかよ？

ＧＭ：「いえ、もちろん、タイムリミットの最後の最後まで、あたしはすべてに協力する。別の方法を探しましょう」

クロヴィス：そうだよな。アンタは、いい人だもんな。けど……本当に死ぬ人間に取っちゃ、そんな善ぜん意いなんて、なんの役にも立たねぇよ。

ＧＭ：「……そう……よね。だから……あたしにできることは、神官として、そしてあなたたちの気持ちを理り解かいできるものとして、できることはひとつだけ」と言って、剣けんをすらりと抜ぬく。「……あたしを倒たおし、あなたたちが信じる道の先へと進みなさい！」

プリミラ：きゃーっ!?

ＧＭ：「あたしは神殿のものとして、最後まで戦う。それしか、選せん択たく肢しが残されていないから。それに……六人だからといって、勝てるとは限かぎらないわ」

シェフィル：デュランダルさんは？

ＧＭ：しまった、すっかり放置してた（笑）。「おお、あの女、かっこいいな」とか言ってる（笑）。

カナデ：「かっこいいな」じゃないですよ!?（笑）

イリス：戦せん況きようを見ているわけですね（笑）。

ＧＭ：……ごめん。今「北の地」って言っちゃったけど、伏ふせていることにして（笑）。

イリス：あ、はい（笑）。

ＧＭ：ガーベラの台詞せりふの断だん片ぺんから、デュランダルは推理する。「封印……ゾハールの顕現した大地……なるほど、オフェーリアはそこか。では、私は退かせてもらおう。そこで遊んでいるがいい」と言って、彼は去ってしまう。

シェフィル：残されたガーベラさんは？

ＧＭ：彼女はこうつぶやく。「神殿……ゾハールの計画に関する委員会、そこをすべて信用できるわけじゃない。信頼できるわけでもない。できればあなたたちを信じたいけど……でも、ここを通すわけにはいかない」

イリス：あくまで立ちはだかると？

ＧＭ：「あなたたちを通して、神殿の計画を邪じや魔まされ、ゾハールが顕現し……倒しきれなかったときのことを考えれば、リスクはあまりにも大きすぎる。だから、あたしを倒して、先に進みなさい。あたしを倒すほどの、意い志しを見せなさい！」

シェフィル：わたし、戦いたくない！

ＧＭ：「ならば、すべてをあきらめて、ここから去って」

シェフィル：どっちも、あきらめたくない！

ＧＭ：「それは、子供の考えよ」

シェフィル：子供だもんっ！

イリス：こんなときだけ子供になる（笑）。

シェフィル：だって……ここでガーベラさんと戦う意味が、わからないんだもの……。

キュリア：ええ、わたしもそう思います。

プリミラ：でも、ガーベラさんの気持ちとしては、ここで戦わなければ納なつ得とくできないんだよ、きっと。あたしたちが、じゃなくて、ガーベラさん自身が、ってこと。

ＧＭ：そういうこと。「……あなたたちの覚かく悟ごを、見せて」

クロヴィス：要するに、お前は自分が納得する理由がほしいんだな？

ＧＭ：「そうかもしれない。でも、もう繰くり返かえしたくないの」

カナデ：ガーベラさんは、当事者でしたものね。

イリス：でもそれで、本当に終わるのでしょうか？

ＧＭ：「終わらせる！　〝黒の刻こく印いん〟の〝巫女〟も、〝白の刻印〟の〝巫女〟も、みんな消えていった……」いや、白は助かってるけどね、設せつ定てい上（笑）。

プリミラ：てへぺろっ☆（笑）

ＧＭ：「あなたたちがオフェーリアを連れてきた時、とても驚おどろいたわ。まさか、ロブナントの娘むすめがまだ生きているなんて、と……」くわしくはファンブックを読んでね（一同爆笑）。

クロヴィス：確かに、いろいろ協力もしてもらったしなぁ。知らぬ仲でもねぇし……やりあうのは、嫌だな。あ、ひとつ質問なんだけど、軍隊が行軍したってことは、やろうと思えば、通った足あし跡あととかをたどっていけるよな？

ＧＭ：そうだね。今から行けば間に合う距きよ離りではあると思う。

クロヴィス：ん、オーケー。つまり、ここで話を彼女から聞く必要はないんだよな。

ＧＭ：彼女もそのことはわかっているから、こう宣せん言げんする。「……ごめんなさい。あなたたちが背せを向けたならば、その瞬間に斬きるわ。追わせるわけにはいかないの」

イリス：デュランダルのほうが先に向かったわけですが、そちらも気になりますね。

ＧＭ：「問題ない。オフェーリアの封印の儀式には、神聖騎士団千人が同行する」

イリス：それが一番心配なんですよ！（笑）

ＧＭ：「あの戦士ひとりで、どうこうなるものではないわ」（一同爆笑）

プリミラ：あやしい……（笑）。

キュリア：あの人、強いですからねぇ（笑）。

カナデ：一いつ騎き当とう千せんですからね～（笑）。

ＧＭ：なんだか知らないけど、どんどんパワーアップしている（笑）。

クロヴィス：仕方がない……やるか。

イリス：やるしか、ないのでしょうね。

ＧＭ：ここの戦闘自体は、軽いものではあるけどね。「もちろん、今回のゾハールの魂に関する計画は、賛さん同どうしている神官たちの総そう意いのもとに動いている。ゆえに、この計画に賛同しているものとして、私からもひと言だけ言わせてもらおう」と、棚の陰かげから現あらわれる男がひとり。

シェフィル：え、誰？（笑）

キュリア：また出て来た！（笑）

イリス：こんどは誰ですか！（笑）

クロヴィス：忙いそがしいな！（笑）

プリミラ：みんな、結構気軽に地下倉庫来ますね（笑）。

ＧＭ：「ガーベラ様、説得はできなかったようですな？」「……そうね」

カナデ：……デュランダルさん、出て来なくてもよかったんじゃ？（笑）

ＧＭ：う、うん……（笑）。本当は、アジトのほうで二回目、三回目って出てくると思ってたんだけど……まさか、二日で帰ってくるとは思わなかったんだ（笑）。

クロヴィス：出て来たのは、クリスか？

ＧＭ：いや、ちがう。コツリ、コツリ……ゆっくり堅い足音が響き、薄い暗闇の中よりその姿を現わしたのは───ジェイスだ。

プリム＆キュリア：ジェイスさぁ──────んっ!?

キュリア：ジェイスさん、どうして……っ!?

プリム：ジェイスさんっ！

ＧＭ：彼はガーベラの前に立ち、ニヒルな笑みを浮かべてキミたちを一瞥する。「……フッ、お待ちしていたよ、諸君」
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イリス：『ヴァイス』で仲間だったひとりが、敵に回るのか……きついですね。

ＧＭ：「───だましたわけじゃ、ないんだ」（無駄に間をとったニヒルな口調）

シェフィル：な、なにこのあやしい口調。

イリス：まずあのいかがわしいのを倒そう、とりあえず。

ＧＭ：ガーベラは言う。「それでいい。〝身内すらも切り捨てるような非情さ〟を持った人間にしか、この先の領域は踏み込めない。だから、ジェイスさんを呼んだの」

一同：…………。

ＧＭ：ガーベラの言葉にジェイスは振り向き、言った。「えっ、そうなの？」（一同爆笑）

クロヴィス：おい、あっちはコンセンサスが取れてないぞ。

イリス：しかし、これはかっこいいな！　盛もり上あがる！

シェフィル：……この狭せまい部屋で戦うの？

ＧＭ：狭いといっても、10メートル四方あるから問題ないよ。

イリス：戦闘をするには十分な広さ、ということですね。

シェフィル：……戦闘は、避さけられないというわけなんですね。

ＧＭ：「そう。あなたたちの意志、覚悟を見てからでなければ、すべてを託たくすことはできないし、託すつもりもないわ」「……フッ、そういうことだ」

シェフィル：……ぷ（笑）。

ＧＭ：おかしいぞ、なんで笑うんだ。

イリス：自分のキャラの台詞だけかっこよくやってますね？（笑）

シェフィル：まあ、いいや（笑）。（凛りんとした声で）……わかりました。では、全力でやらせてもらいますっ！

ＧＭ：「ああ。全力で来たまえ……!!」

プリミラ：えっ!?　ほ、本当に、本当にやるの……!?

ＧＭ：ガーベラが凛とした表情で剣を抜く。「……では、始めましょう」

プリミラ：……はいっ！

ＧＭ：ジェイスもガーベラの言葉に呼応し、ニヒルに言葉を紡いだ。「……ああ、始めよう」そして、すすす……っ、と流水のごとき動きでうしろに下がる（一同爆笑）。

プリミラ：（噴き出して）ジェイスさんの……ジェイスさんの、馬鹿───っ!!（大爆笑）

シェフィル：ジェイス……おいしい……（笑）。

ＧＭ：支援キャラだからしょうがないだろう！（笑）

クロヴィス：支し援えん能のう力りよく的てきに、ジェイスを残しておくのはきついな。先に潰つぶしたいところだ。

シェフィル：うん！　先にたたこう！

イリス：むしろ、気持ち的にも先に潰したい！

プリミラ：ジェイスさんはたくさん回かい復ふくしてくれるから、先に潰しましょう！

クロヴィス：あっ、もちろん殺すつもりはないからな。

キュリア：それにしても……ああぁ～っ、まさかジェイスさんがぁ～っ!!　気持ち的にはとても戦いづらいですが……やむを得ませんね。

プリミラ：言われてはいたけど……けど……（超ちよう落おちこんだ声で）はぁ……。

キュリア：あぁっ！　駄目ですっ、プリムがまたうしろ向きになっちゃってる～！（笑）

ＧＭ：（気取った声で）「相変わらずだな、プリミラ。最初の時から、なにも変わっていない。もう少し盛もり上あがりたまえ」

プリミラ：……うぅ（笑）。

キュリア：プリムちゃん、落ち着いて。ジェイスさんは、わたしたちのことを試しているんです。

ＧＭ：「そう、試しているのだ。しかし、口には出さないこの謙けん虚きよさがすばらしい」

イリス：全然謙虚じゃないですよっ!?（一同大爆笑）

プリミラ：あの、試してるんですか？

キュリア：そうです。一緒に旅をしてきた仲間じゃないですか。信じましょう。

プリミラ：……そっか……そうだよ、そうですよねっ！

クロヴィス：ふう、復活したか。ところで、キューちゃん、あの旦那、どんなやつなんだ？

キュリア：……一歩、下がる人ですね（笑）。基き本ほん支援でがんばる人でしたよ。

イリア：支援特化……厄介そうな人ですね

ＧＭ：シーンも長くなったし、一度ここでシーン切る。次のシーンで戦闘だ！







◆Middle16◆譲れぬ想い




　シェフィルたちの前に立ちはだかる、ガーベラとジェイス。

　彼らもまた、世界を守るために戦っている。

　だが、その守る世界に、シェフィルたちの大切な人たちはいない。

　すべてを救うために、ここは負けるわけにはいかない！




ＧＭ：先ほどのシーンの直後から開始だ。キミたちの前に立ちはだかるのは、ガーベラとジェイスのふたりだ。さっそく戦闘を開始しよう！
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●第一ラウンド

行こう動どう値ち（戦闘開始時）

クロヴィス　　　　　　　　25

カナデ　　　　　　　　　　19

シェフィル　　　　　　　　15

キュリア　　　　　　　　　14

プリミラ　　　　　　　　　11

ジェイス　　　　　　　　　８

ガーベラ　　　　　　　　　８

イリス　　　　　　　　　　２




ＧＭ：第一ラウンド目のセットアッププロセスだ。最初はクロヴィスからどうぞ。

クロヴィス：おうよ。《クイックフォージ》＋《ウェポンフォージ》を使う。（ダイスを振ふる）普通に発動した。（ダイスを振る）このシーンの間、武器攻撃のダメージに＋15だ。

ＧＭ：クロヴィスの錬金術によって、手に握る短剣が強化され、鋭さを増していく。

カナデ：次はカナデですね。《クイックソング》＋《エチュード》！（ダイスを振る）呪歌判はん定ていは成功しました。これで、みなさんが行なう攻こう撃げきのダメージに＋15ですね。

プリミラ：えぇっ!?　そんなに上がるんですか!?

シェフィル：カナデさん、ありがとう！

カナデ：ふふ♪　みなさん、がんばってください。

ＧＭ：次はシェフィルだな。

シェフィル：《ビートダウン》！　ラウンド終しゆう了りようまで【行動値】＋５、命中判定＋２するよ。

キュリア：わたしはなにもないのですね。プリムちゃん、どうぞ。

プリミラ：はい！　《クイックステップ》＋《ファイアステップ》！　シーン終了まで、攻撃のダメージを＋９します！　カナデさんの支援も含めて、ダメージ＋24です！

ＧＭ：もりもりダメージが強化されていくな。プリミラが力強く舞い、火の精霊の力を借り受けて、身体能力を増強する。次はジェイス、続いてガーベラだ。

プリミラ：来ましたよ！

ＧＭ：ジェイスは「ふっふっふ」と笑いながら、ダイアメイスを天にかざして呪文を唱える。「速きこと、島風のごとし！」

クロヴィス：なんだそれはっ!?（笑）　呪文のつもりかっ!?

ＧＭ：新機軸だろう（笑）。《ヘイスト》＋《ポストヘイスト》をかける。これによって、味方の【行動値】が＋４Ｄされる！

イリス：数すう値ちがでかい！　一気に上がりそうです。

ＧＭ：ジェイスはもともと、みんなを支し援えんするキャラクターだからな。その能のう力りよくが大おお幅はばにパワーアップしているのだ。

キュリア：そうでしたね。わたしとプリムちゃんもたくさん守っていただきました。そんな頼たのもしき味方が、敵てきになるとは！

ＧＭ：まずは魔ま術じゆつ判定……（ダイスを振る）おぉお、危あぶない危ない!?　１と２だぞ!?（笑）

クロヴィス：ストップ！　……《ファストチャンネル》で魔術判定のダイスを１個取り除けば、発動を阻止できるけど、止めた方がいいか？

シェフィル：うーん。ミドルフェイズで使っちゃって大丈夫かな？

クロヴィス：う、そう言われると、取っておいた方がいい気もするぜぇ。

ＧＭ：さて、どうする？　ジェイスは「今、私わたしは最高に美しい」と言いながら、魔術をまさに発動しようとしているところだが。

カナデ：そのまま止まってしまいそうなセリフですね（笑）。

クロヴィス：……ここは温存するか。通しだ！

ＧＭ：ならば、こちらの【行動値】が４Ｄ増えるぞ。（ダイスを振る）なかなかの出目だな。ジェイスとガーベラの【行動値】が＋16されて、24まで上昇した！

キュリア：は、速い!?

ＧＭ：ふたりの周囲で風が渦巻いたかと思うと、その動きがまるで早送りでもされてるみたいに加速する。続いてガーベラが動く。

プリミラ：お、お手柔らかにお願いします！

ＧＭ：ふ、やるからには全力でやるわい！　《ドラゴンチェンジ》から《チェンジファング》＋《ライドファイング》を使用！　シーンの間、命中判定の達成値に＋６、さらにダメージは＋20される！

プリミラ：ひ、ひぇ───っ!?

ＧＭ：ガーベラが剣を構える、彼女の力が解放され、身体から竜りゆうのオーラが噴ふき上あがる！

クロヴィス：く、とんでもねぇプレッシャーだぜ！

ＧＭ：まだまだ。さらにここでギルドサポート《陣形》を使う！

シェフィル：うわ、ギルド組んでる!?

ＧＭ：「いきますよ！」ガーベラは声を張り上げると、床を蹴り、一気にキミたちのエンゲージへ突つっ込こむ！　んで、ジェイスは移動なしだ。

キュリア：わわ!?

プリミラ：こっち来ちゃいましたよー！

イリス：散開する前に近づかれたのはきついですね。次は僕の番です。《ホーリーウェポン》＋《ホーリアタック》で、自分の武器を魔力で強化します。（ダイスを振る）発動しました。これでダメージに＋15ですね。カナデさんの支援も含めれば、固定値53スタートです！

ＧＭ：……キミたち、攻撃力過か多たすぎないか？（笑）

シェフィル：いや、これぐらい必要でしょ。固こ定てい値ちは裏うら切ぎらないから。

イリス：そのとおりです！

ＧＭ：勘弁してくれ（笑）。さて、これでセットアッププロセスは終了になる。イニシアチブプロセスに移ろう。最初はクロヴィスから動いてくれ。

クロヴィス：おうよ！　マイナーアクションで《オルタナティブウェポン》を使って、ダメージを〈無〉属ぞく性せいの魔法ダメージに変更。そんでもって、メジャーアクションは《ワイドアタック》でガーベラに攻撃だ！

ＧＭ：肉薄してきたガーベラに対して、クロヴィスが魔力を宿した刃と金属糸を振りかざして、躍り掛かる！

クロヴィス：（ダイスを振る）命中判定の達成値は22だぜ。

ＧＭ：それはクリティカルでないと避よけられん。（ダイスを振る）出目10だから……達成値20で失敗だな。

クロヴィス：なら、ダメージロールの直前に《ディストラント》を使う。これでダメージが入れば、さらに［恐きよう怖ふ］を与えられるぜ！

ＧＭ：与えたキャラクターを対象にした判定にマイナス２Ｄするバッドステータスか。また、厄介なものをかけてくるな。

クロヴィス：くくく、相手を不利な状況に追い込むのが、祖霊魔術の真骨頂よぉ。ダメージロールは２Ｄ＋44だ。（ダイスを振る）48点の〈無〉属性の魔法ダメージを喰くらいな！

ＧＭ：けっこうでかいな!?　だが、ここでジェイスが動く。にやりと笑って……《プロテクション》！

プリミラ：ですよねー！

ＧＭ：ジェイスが再びダイアメイスを振りかざすと、ガーベラを守るように魔力障壁が展開される。（ダイスを振る）普通だ。16点軽減した。さらにガーベラの【魔法防御力】も引いて……12点喰らった。

カナデ：やっぱり、ジェイスさんから落とさないと厳しそうですね。

クロヴィス：だがよ、ダメージは通ったぜぇ！　バッドステータスの嵐の呑まれちまいな！ガーベラに［スタン］と［放心］に［恐怖］をプレゼントだ！

ＧＭ：多すぎだろ！（笑）




　クロヴィスは金属糸でガーベラを縛り上げ、短剣による袈裟懸けの一撃を叩きつけた。

　鋭い刃が標的を捉えると同時、込められた魔力が爆ぜる。

　魔力障壁で防いでなお走る衝撃に、ガーベラの意識がほんの一瞬乱れ、その刹那の隙をついて、クロヴィスが呪じゆ詛そを打ち込む！




クロヴィス：どうだ俺の呪のろいの味は！　これでメジャーアクションとリアクションの判定にマイナス１Ｄ。俺を対象にした判定の場合は、さらにマイナス２Ｄよぉ！

ＧＭ：バットステータスの多さに、さすがのガーベラも苦しそうにうめく。「なんて呪いの量なの……。これは世界開かい闢びやくにも匹ひつ敵てきする……！」

クロヴィス：へいへい、ガーベラびびってるぅ！（一同大爆笑）

ＧＭ：次はガーベラとジェイスの行動だな。

カナデ：【行動値】が同じだから、好きな方から動けますね。どちらからきます？

ＧＭ：ジェイスが先に動く。彼は「キミたちの情じよう報ほうはすでに収しゆう集しゆう済ずみだよ」と言うと、メジャーアクションでガーベラに《キュア》する！

イリス：わざわざ自分の行動を使って、バッドステータス解除を（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）魔術判定は成功だな。淡い燐光がガーベラを包んだかと思うと、彼女の身体を縛る呪いが解けるぞ。これでジェイスの行動は終わり！

クロヴィス：ちっ！　全部回復されちまったか！

キュリア：でも、たしかジェイスさん、対象を未行動にする《ジョイフルジョイフル》を持ってますから、回復にまわってくれたのはラッキーですよ。

ＧＭ：うむ。地味にきつい。さて、次はガーベラの行動だ。

シェフィル：みんな、くるよ！

ＧＭ：ムーブアクションで《ファストセット》から《エンハンスブレス：水》を使い、自身が行なう攻撃のダメージを〈水〉属性魔法ダメージに変更する。これによって《エレメンタルパワー：水》の効果が有効となり、ダメージに＋20される！

イリス：ガーベラさんの身体が魔力が溢れ出して……!?

ＧＭ：マイナーアクションは《エイルフォーム》で飛行状じよう態たいになり、命中判定にボーナスを得る。竜のオーラを纏ったガーベラは、ふわりと宙ちゆうに舞い上がり、キミたちを見下ろすぞ。

プリミラ：と、飛びました！

ＧＭ：そして、メジャーアクションは《ドラゴンブレイズ》で攻撃！　リアクション不可の一撃を放つ！

一同：なに───っ!?

ＧＭ：ターゲットは単体だから、ランダムに決めるか。（ダイスを振る）プリミラで！

プリミラ：ひえぇ～!?　やだぁ～!?

ＧＭ：リアクションできない攻撃だが、クリティカルとファンブルがあるから、命中判定は振るぞ。むん！（ダイスを振る）クリティカル！

一同：うわぁああああああ!!




　飛翔するガーベラが、剣を大きく振りかぶって急降下を開始する。

　一閃、裂帛の気合とともに放たれる斬撃！

　蒼あおい軌き跡せきを残しながら、ガーベラの剣が、吸い込まれるようにプリミラの首に迫る！




ＧＭ：まだ終わりじゃないぞ。ダメージロールの直前に《スラッシュブロウ》も使う。これは《ストームアタック》で強化されているので、ダメージに＋15Ｄだ。

プリミラ：ひぇ───っ！

ＧＭ：これでダメージロールはクリティカルのボーナス込みで20Ｄ＋96！　さらに命中判定でクリティカルしたから《バーストスラッシュ》の効果が発動。対象の【魔法防御力】を無視できる！

プリミラ：そんなの喰らったら死んじゃいますよ!?

イリス：大丈夫、僕が守ります！　プリミラを《カバーリング》します！

シェフィル：イリス!?

ＧＭ：身を張って仲間を守る勇気は見事だ。しかし、竜の力を解放したガーベラの一撃、耐えられると思うなよ！（ダイスを振る）うむ、絶好調だな！　ダメージは[image: ]点の〈水〉属性魔法ダメージだ！




　必殺の一撃がプリミラに命中する直前、イリスが間に割って入った。

　ガーベラの剣とイリスの槍がぶつかり合い、わずかに拮抗する。

　だが、それも刹那のこと。竜の咆哮のごとき雄叫びとともに、ガーベラが剣を振り抜くと、膨大な力が爆裂し、眩い輝きの中にイリスが呑み込まれていく！




ＧＭ：轟音と閃光が止むと、そこには……地に倒れるイリスの姿がある。

クリヴィス：イリスが一太刀でやられただとぉ!?

プリミラ：あわわ！　あたしのせいでイリスさんが！

イリス：覚悟はしてましたし、問題ありません。より攻撃能力が高いプリミラを残せてよかったです。すみませんが、あとは任せました。

プリミラ：……わかりました！　イリスさん、あたし、がんばります！

イリス：よろしくお願いします……。がくりと気を失います。

ＧＭ：これでガーベラの行動は終了になる。

シェフィル：ここからはこっちの番！　ムーブアクションで《ホークアイ》を、マイナーアクションで《シュアショット》を使って命中判定とダメージにボーナスをゲット。そんでもって、メジャーアクションは《ストラグルクラッシュ》でジェイスに二回攻撃だよ！

クロヴィス：まずは神官の首を取るぜぇ！

ＧＭ：シェフィルが素早く弓に矢を番え、ジェイスに狙いを定めると、余よ裕ゆうの態たい度どで戦況を見ていた彼は首を傾げる。「おや？　こっちを狙っているようだな」（笑）

シェフィル：命中判定は４Ｄ＋16でいくよ。まず一射！（ダイスを振る）うわ、すごい普通の出目だ。達成値30で！

ＧＭ：ジェイスは放たれた矢を見て、「ふん、見える！」と叫びながら回避判定する。２Ｄ＋３で……（ダイスを振る）出目３！　達成値６！（一同爆ばく笑しよう）

クロヴィス：全然見えてねぇじゃねえか！（笑）

ＧＭ：「避けるまでもないっ！　来い！」

クロヴィス：その余裕、すぐにぶっ壊してやるぜ！　ダメージロールの直前に《アニスゼティク》！　この攻撃でダメージが入ったら、さらに［縛ばく鎖さ］を与えられるようにする！

カナデ：セットアッププロセスにスキルが使えなくなるバッドステータスですね。

ＧＭ：《ヘイスト》できなくなるじゃん！　やめてよ！

クロヴィス：聞こえねえなぁ！　シェフィルの放った矢に呪いを込めるぜぇ！

ＧＭ：ええい、ダメージをくれ！

シェフィル：はーい。８Ｄ＋41で……（ダイスを振る）うわ、低い!?

キュリア：うーん、１が多めですね。

シェフィル：（計算して）出目20で61点の物理ダメージだね。とほほ。

ＧＭ：出目悪くて一発61点とかでかすぎだ！　ジェイスが自分に《プロテクション》！（ダイスを振る）【物理防御力】と合わせて35点止め。26点のダメージと［縛鎖］が入った。

シェフィル：あ、雷鳴の弓の効果で［放心］も入るよ。

ＧＭ：どんだけバッドステータス与えてくるんだよ！（一同爆笑）

キュリア：バッドステータス地獄に、ＧＭの精神が追い詰められていってますね（笑）。

ＧＭ：うぐぐ！　シェフィルの放った一矢は、雷鳴のごとき激しい音を打ち鳴らしながら飛び、ジェイスを射貫く。その衝撃と込められた呪いに、彼は思わずよろめいた！

シェフィル：その隙は見逃さないよ。素早く二射目を放つ！（ダイスを振る）ああ、出目がやっぱり平均的だー！

カナデ：また出目14で、達成値30ですね（笑）。

ＧＭ：余裕の笑みで弓矢の軌道を……（ダイスを振る）見切れない！

クロヴィス：なら、今回は《シックネス》でシェフィルの矢に呪いを込めるぜ！　ダメージが入ったら［衰弱（３）］を与える。

カナデ：つまり、判定のたびに15点のＨＰロスを受けるようになるわけですね。

ＧＭ：本当にそれやめてよ!?　喰らって動くと死んじゃうだろ!?（笑）

クロヴィス：だが、断わる！　シェフィル、やっちまいなぁ！

シェフィル：オッケー、クロちゃん！　二射目はダメージが＋２Ｄされるから、10Ｄ＋41！

プリミラ：おお～、すごい！

ＧＭ：や、やばい。こっちはもう《プロテクション》が撃うてないのに。

シェフィル：えい！（ダイスを振る）あ、こっちは出目がいい！　出目だけで41点もある！82点の物理ダメージ！　これでどうだ！

ＧＭ：（計算して）……これを喰らうとさすがにやばい！

イリス：楽になっても、いいんですよ（にっこり）。

ＧＭ：いや、まだだ！　「そんな甘あまい攻撃で私をやれると思うな！」ジェイスは自分に《アフェクション》を使って、ダメージを０にする！

プリミラ：防がれた!?

クロヴィス：そしてガーベラが「え、自分に使うの？　マジ？」って顔をする（一同爆笑）。

イリス：（ガーベラになり）「ありえなくないですか？」

ＧＭ：ガーベラはそんなことは言わないよ！　「えっ」て顔をするだけだよ！

キュリア：つまり、内心そう思ってるってことじゃないですか！（一同大縛笑）

ＧＭ：気のせいだ！　ガーベラはシェフィルに、感嘆の言葉を投げる。「さすがですね。ジェイスさんに《アフェクション》まで切らせるとは」

シェフィル：誤魔化してるし（笑）。

ＧＭ：（笑）。次は19のカナデか。

カナデ：はい、いきます。マイナーアクションで《ブーストマジック》、メジャーアクションで《コキュートス》！　目標はジェイスさんです！（ダイスを振る）クリティカル！

一同：おお！

ＧＭ：ここでクリティカルかい！　カナデを中心に吹き荒れ始めた氷雪に、ジェイスが顔を引きつらせながら言う。「キミにはためらいという言葉はないのか!?」

カナデ：ありません！（きっぱり）

ＧＭ：即答かい（笑）。回避はクリティカルのみ。（ダイスを振る）避けられんわ！

カナデ：ダメージロールは、10Ｄ＋48になります。

クロヴィス：そのダメージロールに《ピアシングペイン》だ。貫かん通つうダメージに変更するぜ。

ＧＭ：ぶーっ!?

カナデ：えい！（ダイスを振る）出目33ですから、81点の貫通ダメージ！　ダメージが入れば［放心］も与えられるんですけど、もう入ってるのでこちらは意味がないですね。

ＧＭ：極低温の冷気を含んだ突風がジェイスを直撃！　彼は「ぶふぉっ!?」と血を吐はきながら倒たおれかかるものの、足を踏ふみ出だして耐える！　「まだ終わらぬよ！」

キュリア：ジェイスさん、もうやめてください～!?

ＧＭ：「言ったはずだ。まだだ！　キミたちの力と決意、私たちに示して見せろ！」

キュリア：で、でも、心しん情じよう的てきに攻撃しづらいですよ！

ＧＭ：ジェイスは優やさしげに微笑ほほえみ、つぶらな瞳ひとみでキミを見ている。

プリミラ：キュリアさん、がんばです！　とどめ、刺さしましょう！

ＧＭ：おい！（一同爆笑）

キュリア：いやいや!?　殺さないですからね!?

ＧＭ：プリミラのアグレッシブすぎる発言を受けて、ジェイスの額に嫌な汗が浮かぶ。「プリミラくん、ちょいと〝エーデルワイス〟に染そまりすぎてやしないかね!?」

プリミラ：あたしたち、立ち止まるわけにはいかないですから！　それにほら！　ジェイスさんとは闘技場で一回戦ってますし！

キュリア：あ、そういえば。じゃあ、問題ないですね！

ＧＭ：「待ちたまえ！　闘技場での模擬戦と実戦を一緒にするんじゃない！」あっさりとやる気になったキュリアに、ジェイスが慌てふためく（笑）。

カナデ：キュリアさん、やっちゃってください（笑）。

キュリア：はい！　ムーブアクションは《ランニングセット》から《ハイサモナー》を、マイナーアクションで《マジックサークル》を使用。召喚魔術を展開しながら、ターチュにも魔力を込めていきます。

ＧＭ：キュリアの魔力が空間を湾曲させていき、頭の上ではタコが身体を縮め、今にも飛び出さんばかりに力を溜めている。

キュリア：メジャーアクションは《ファミリアコンビネーション》で、《ファミリアアタック》と《サモン・フェンリル》で二回攻撃！　まず《ファミリアアタック》から判定します！

ＧＭ：うおっ!?　タコから来るのか！

キュリア：ターチュからしてみれば、ジェイスさんは因いん縁ねんの相手！　いっぱい食べられましたからね！　ターチュは借りを返すとばかりに、にやりと笑っていますよ！

イリス：そういえば、ターチュでタコ焼きとか作ってましたね（笑）。

ＧＭ：ジェイスは怯むどころか、余裕を持って手招きする。「来たまえ。タコは大好物だ」

イリス：食べるつもりか……っ!?（笑）

キュリア：命中判定は４Ｄ＋10！　（ダイスを振る）達成値は22です！　《ハイサモナー》の効果で、リアクションはマイナス１Ｄされますよ！

ＧＭ：ぶっ!?　う、むむむ……回避判定で《アンプロンプチュ》を使って、リアクションを呪歌判定でする！

クロヴィス：次から次へと、しぶてえな（笑）。

ＧＭ：そう簡単にはやられはせん！　これで２Ｄ＋10で判定できるからまだ可能性が！　６ゾロが出ればいける……って、クリティカルのみじゃねーかっ!?（一同爆笑）

シェフィル：いや、でも、やってみる価か値ちはあるよ！

イリス：そうですよ、もしかしたら出るかもしれません！

ＧＭ：キミたち絶対に出ないと思ってるよね？（笑）　見てろよ。ジェイスは昔から窮きゆう地ちには強いと言われているのだよ。むん！（ダイスを振る）……１と４。回避失敗！　とほほ。

キュリア：ダメージロール行きます！（ダイスを振る）わ、なんか極端な出目がいっぱい！

イリス：１も出てますが、５と６がいっぱいありますね。

キュリア：内に秘ひめたものが解き放たれてしまったみたいです！（笑）　えっと、出目が44点ですから、59点の貫通ダメージです！

ＧＭ：んなもん耐えられるか！　ジェイスの【ＨＰ】は３点しか残ってないんだぞ！（笑）

プリミラ：え～っ!?（笑）

キュリア：これでとどめです！　と、ターチュをけしかけましょう。頭の上から跳躍したターチュが高速回転！　まるでドリルのようにジェイスさんに突撃します！

ＧＭ：すさまじい勢いで飛ぶターチュが、ジェイスの顔面に命中。彼はきりもみ回転しながら、もんどり打って倒れる！　戦闘不能だ！

一同：やった───っ！

ＧＭ：ジェイスは地面に倒れたまま、なんとか顔を上げて、言う。「まさかタコに倒される日がくるとはな……これもまた、ひとつの終わりか」　彼は、やり遂げた男の顔で気を失う。

プリミラ：ジェイスさ───ん!!（笑）

キュリア：ジェイスさん、ごめんなさい～!?

ＧＭ：なんということだ。１ラウンドももたないとは……（笑）。

クロヴィス：へ、俺たちの手にかかればこんなもんよ。次はプリミラだな。よーし、あのババア、真っ二つにしちまえ！

プリミラ：わかりました！　マイナーアクションで《ソードダン……！

ＧＭ：と、キミがわざを繰り出そうとしたところで───「……ふふっ」　ガーベラが、なにか得心がいったという雰囲気で笑顔を見せた。

プリミラ：お？

ＧＭ：「……あなたたちの覚かく悟ごと意い志し、しかと見み届とどけさせてもらいました」　そう言いながら、背後でうつぶせに倒れるジェイスをちらりと見る。「仲間の屍しかばねすら越こえていこうという、その意志……本物です」

キュリア：ジェイスさん、死んでませんよね!?

ＧＭ：言葉の綾だ。ちゃんと生きてるから安心してくれ（笑）。ガーベラは剣を収めると、くすりと微笑み、言った。




「───わかりました。あなた方の勝ちです」




＊　　　＊　　　＊




プリミラ：いきなり剣を収めたので、ちょっとぽかんとしちゃいますね。えーと、もしかして……あたしたちを試してました？

ＧＭ：そのとおりだ。ガーベラからはもう戦意を感じないよ。「ジェイスさん、ご苦労様でした」「……うう、げほ、ごほ……え？　終わり？」（一同大爆笑）

クロヴィス：な、なあ……痙けい攣れんしてるけど、大丈夫か？（笑）

ＧＭ：ジェイスは、倒れたまま顔だけをプリミラとキュリアの方に向け、優しい声で言った。「ふたりとも、強くなったな……」

クロヴィス：………………（笑）。

キュリア：（笑いを堪えながら）ジ、ジェイスさんのおかげです……（笑）。

プリミラ：ジェイスさぁ～ん！　うぅう～！（笑）

ＧＭ：「ありがとう、私のために泣いてくれるのか……ぐぇっ!?」ガーベラは、作戦計画書を取りに行くために、足早にジェイスの上を通り過ぎた。

カナデ：踏ふんでます、踏んでます!?

クロヴィス：なんでわざわざ踏んだんだよ!?（笑）

ＧＭ：「あ、気がつきませんでした」

イリス：ひ、ひどい……（笑）。

ＧＭ：「さあ、この計画書を持っていきなさい。ここに今回の作戦における、神しん殿でんの計画の全ぜん容ようが書かれています。あなたたちの目指すべき地もここに」そう言って、一冊の書物をキミたちに差しだす。

シェフィル：受け取って、中身を確認するよ。

ＧＭ：そこにはゾハールが最初に降臨した場所───北の大地で行なわれる儀ぎ式しきについて記述されている。なお、儀式開始の予定時刻は十日後だ。本来ならキミたちが追いかけても間に合うはずじゃなかったんだが……。

カナデ：神殿の想定よりも、カナデたちは早く戻ってくることができました。まだ間に合うかもしれませんね。

ＧＭ：ちなみに儀式の要となる人物───オフェーリアは騎士団よりも早く連れて行かれており、儀式の準備はすでに進められている。ただ、その儀式を守る騎士団は今だ移動、もしくは展開している途中で、防ぼう衛えいラインは最さい低てい限げんしか構築できていない。

キュリア：今すぐ動けば、相手の妨害を突破しやすいってことですね。

ＧＭ：そういうことだ。ガーベラが告げる。「あなたたちの勘かんと運のよさなら、きっとオフェーリアのもとにたどり着ける。……ということよ」と言葉を締しめくくると、「やれやれ……」とぼやきながら、ゼロが現われる。続いてミラもね。

シェフィル：ミラちゃん！　それにゼロも！

ＧＭ：「お前たちの戦いは見み届とどけた。覚悟も……よくわかった」ちらりとまだかすかにふらついているジェイスを見ながら、ゼロが言う（笑）。

クロヴィス：いやー、俺たちも相当だけど、プリミラたちもすげえよな。

シェフィル：とどめは両方とも〝ヘッジホッグ〟のふたりだもんね！（笑）

キュリア：わたしじゃないですよ!?　ターチュですよ！　ターチュはジェイスさんに、積年の恨みもあったみたいですし！（笑）

プリミラ：いやー、でもおふたりともすごい強かったですね。あたし、イリスさんに守ってもらってなかったら倒れてましたし。あ、ありがとうございました！（ぺこり）

イリス：いえ、お役に立ててよかったです。

ＧＭ：ゼロがイリスに話し掛ける。「お前は昔と変わらないな。かつてと同じように、やはり大事な者を……仲間を守って死ぬ」

カナデ：死んでませんから！（笑）

ＧＭ：あ、間ま違ちがった（笑）。「仲間を守って倒れるのだな。自分のことなど、なにひとつ顧かえりみない。騎士の鑑かがみだ」と、半分皮肉混まじりに言う。

イリス：まあ、褒め言葉として受け取っておきましょう。巫女みこやその仲間を守ることが、僕の役目ですから。

シェフィル：守ったのはちがう巫女だけどね!!（一同爆笑）

イリス：はっ!?　そういえばプリミラさんは〝白い薔薇の巫女〟でした！（笑）

キュリア：巫女違い！

ＧＭ：さて、ミラもびっくりしているね。「すごい……みんな驚おどろくほど成長してる！」と言ってから、ミラはシェフィルに向かって言う。「シェフィル。私も連れて行って」

シェフィル：うんっ。

ＧＭ：あっさり許された！「ありがとう！」（一同爆笑）

プリミラ：えっ？　いいんですか？

シェフィル：うん。ミラちゃんのしたいことをしたほうが、いいと思うから。

ＧＭ：「うん。なにができるか聞かれないうちに『うん』って言われるとは思わなかった」

シェフィル：えっ!?　だってほら、最後だし、みんな一いつ緒しよのがいいじゃん！

ＧＭ：せっかく『ファンブック』のほうで神竜封ふうじの歌を完成させてるから、「それをみんなの役に立てたいの」って言う前に了りよう承しようされるとは思わなかった。「私がなにか言う前にわかってくれるなんて、シェフィルはすごいね」ミラはうれしそうに抱だきつく。

シェフィル：ミラちゃん、一緒に戦おう！

ＧＭ：彼女は笑顔で「はいっ」と答える。ゼロも「ミラが行くなら、俺も行く」と言う。

シェフィル：あ、触しよく手しゆ好きの人はちょっと……（笑）。

ＧＭ：ちなみに触手はただの妄想だからな？　別にゼロには触手なんか生えてないし、カラドボルグも触手ボルグなどではない！（一同爆笑）

クロヴィス：ま、いいんじゃねーの？　ミラを守るために来るなら大助かりだ。

シェフィル：……それもそうだね！　ゼロ、ミラちゃんの力になってあげて。

ＧＭ：「そのつもりだ。剣はなくとも、この身体でミラを守る」実は今回の戦闘では、ミラとゼロは簡かん単たんなオプションユニットのような扱あつかいになる。

シェフィル：へ～？

ＧＭ：連れて行くと、さまざまな活かつ躍やくをしてくれるんだ。これがふたりのデータね。あとゾハールに関する特殊なルールもこれに書いてある（ルールとデータが書かれた紙を渡す）。




　読者の方々は次の図を見ていただきたい。
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プリミラ：わ～、これ、すごいですね！　ミラさんいろんな歌が使えますよ！

シェフィル：でも、「１点でもダメージを受けると戦闘不能になる」って書いてある。範囲攻撃とかが来ると、ちょっと厄やつ介かいかな。

ＧＭ：さて、これからキミたちはゾハールの魂たましいを覚かく醒せいさせてから倒たおす無む謀ぼうな計画をするにあたり、〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟に加えて、ミラが神竜封じの歌を持っていくことになる。

クロヴィス：おう。

ＧＭ：ミラも戦闘に参加するが、扱いはエキストラだ。１点でもダメージを受けると戦闘不能になるので、彼女にダメージがいかないよう、うまく守ってくれ。

シェフィル：ミラちゃんは《陣形》で一緒に動かせる？

ＧＭ：一緒に効果を受けるものとしよう。あと、１ラウンドに一回、イニシアチブプロセスで動くことができる。移動力は５メートルだ。

クロヴィス：ゼロは使うだけ使ったら、さっさと離脱させるのがいいな。

ＧＭ：そういう手もあるな。次にミラだが、彼女はセットアッププロセスで歌を歌ってくれる。ゾハールはダメージを完全無む効こう化かする結界を持っているんだが、ミラの神竜封じの歌によってその結界が無効化することができるぞ。

イリス：ミラの歌は、ゾハールを打倒するのに、必要不ふ可か欠けつなわけですね。

クロヴィス：ミラは、一回はゼロに守ってもらうとして、そのあとはこっちで守ることも考えないとか。

イリス：《アフェクション》の使用や、戦闘不能からの回復なども考えておいた方がよさそうですね。

カナデ：だとすれば、蘇そ生せい薬を買ったほうがいいかもしれませんね。

シェフィル：《フックダウン》を持ってる人もいるし、回復自体はそれなりにやれそうかな。ところで、歌は一個ずつしか使えないの？

ＧＭ：そうだね。神竜封じの歌が完成するのは、そのラウンドのクリンナッププロセス。それまではゾハールにダメージがとおらない。

カナデ：第１ラウンドは、準備に専念するわけですね。

ＧＭ：うむ。神竜封じの歌が一度完成すれば、次のラウンドからは《魔ま力りよくの歌》や《活力の歌》など、いろいろな歌で支援してくれるよ。ただ、神竜封じの歌以外は、ラウンドの間しか効果がないから、どの歌を使ってもらうか判断しないとだがな。

キュリア：どれを歌ってもらうか……なかなか悩ましいですね。

ＧＭ：状況にもよるだろうが、うまく活用してくれ。んで、ゼロだが、ミラと同じように一度ダメージを受けると戦闘不能になる。

シェフィル：そこら辺の基本的な部分はミラちゃんと同じなのかな。移動は１ラウンドに一回、イニシアチブプロセスに５メートル？

ＧＭ：そうだ。そして、ゼロは一度だけミラを守ってくれる。ミラ限げん定ていで、キミたちは対象外だ。あと、もしもゼロが生き残っていたら、誰だれかひとりが攻撃するタイミングで、そのダメージに＋[image: ]することができる。

イリス：これは強い！

クロヴィス：先手が取れたら、初っぱないきなりぶちかます、って感じだな。

シェフィル：〝薔薇の武具〟を持ってないと、ゾハールは倒たおせないんだな。まあ、俺以外の五人だったら誰でもいいし、大きな問題にはならないか。

ＧＭ：うむ。では、こんなところで、シーンを変えようか（笑）。




　この後、一行は最後の決戦に向けて物資を補充。

　作戦の確認や〝薔薇の武具〟の所持者などを検討した上で、シーンを終了したのであった。







◆Middle17◆決戦




　ガーベラたちを撃破し、ミラと合流した一行は、北を目指す。

　たどり着いたのは、北方に広がる銀世界───〝沈ちん黙もくの氷原〟。

　かつて、神竜ゾハールと〝薔薇の巫女〟が雌雄を決した地で、今再び戦火が上がろうとしていた。




ＧＭ：では、クライマックス手前の最後のシーンを演出しよう。舞ぶ台たいはエリンディルの北にある山脈の、その向こう。そこには、沈ちん黙もくの氷原と呼よばれる一面が白銀の世界、氷に閉とざされた大地が広がっている。その一角にかつてゾハールが降臨したという神殿があり、シーンの舞台はそこになる。

クロヴィス：おお、あっさり到着。

ＧＭ：本当は途中でイベントがあって、騎士団を追おい越こすための判定とか、騎士団が防御布ふ陣じんを敷しいたあとの潜せん入にゆう判定とかあったんだけど……キミたちはわずか二日でディアスロンドに戻ったがために、それらを使うことがなくなった（笑）。

シェフィル：わーい（笑）。

ＧＭ：……さて、騎士団を遙はるか後方に置き去りにしたまま、キミたちは沈黙の氷原にやってきた。とある氷山の一角から、キミたちはゾハールの神殿を見下ろしている。そこには、本来なら儀式を完成させるため、一千人の騎士が何重もの防御布陣を引くはずだったのだが、崖がけから見る限かぎり、少なくとも五〇人ぐらいしかいない。

シェフィル：もっと増ふやしていいよっ？

ＧＭ：へ？　じゃあ……百二〇人ぐらい？

クロヴィス：いやいや、千人単位で増やしちゃってください。

ＧＭ：お前たちがうまくやったから数が減っちゃったんだよ!?（笑）　それを台無しにしてどーすんだよ！（笑）

クロヴィス：大丈夫、我々には策がある。

ＧＭ：へ？　…………あ……（←気づいた）。ああ、もう！　わかったよ！　先行した神聖騎士団二〇〇人の他に、各国からの要よう請せいを受け、ぞろぞろと様々な国の神殿から派は兵へいされた騎士団がいっぱいやってきた！

クロヴィス：やったー（笑）。

イリス：ひ、ひどい……（笑）。

ＧＭ：というわけで、総勢一五〇〇人の騎士たちが、三重の布陣を張はっている。一番奥おくに構かまえるのは、白銀の鎧よろいを着たディアスロンドの神聖騎士団だ。世界最強の神聖騎士団だ（笑）。

クロヴィス：遠くから見下ろして、数を数える。……おーおー、すげぇなぁ。千人ぐらいいるぜ、大たい将しよう。どうするよ？

シェフィル：（超ちよううれしそうに）そりゃあ決まってるでしょぉ～っ！（笑）

キュリア：わ、わぁ～……（笑）。

イリス：もう、真っ黒ですよ……（笑）。

クロヴィス：おっ？　大将、アレをやるんですかい？（笑）

シェフィル：もちろん！

ＧＭ：あ、あのやめない？　普通に突破した方が楽しいと思うよ？

シェフィル：（満面の笑顔で）せーの……♪

一同：《蹂躙作戦》！（笑）




　こうして、一五〇〇人からなる神聖騎士団は壊滅した。

　───合掌。




ＧＭ：く、くそ……！　《蹂躙作戦》なんて取ると思わねえだろうが！（一同大爆笑）

クロヴィス：くくく、思う存分蹂躙してやったぜ───ぇ！（笑）

ＧＭ：とほほ。じゃあ、わずかな時間で神聖騎士団を壊滅させたキミたちが、封ふう印いんの間へ向かったところで、クライマックスフェイズに移い行こうしよう！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆決着の刻




　神しん聖せい騎き士し団だんを蹴け散ちらし、シェフィルたちはゾハールの神しん殿でんまでたどり着く。

　そこで彼らを待ち受けていたのは、意識を失った多くの神官たちだった。

　部屋の中央に視線を移せば、そこでは膨ぼう大だいな魔力が荒あれ狂くるっている。

　荒れ狂う魔力の中心に、オフェーリアは浮かんでいた。




ＧＭ：クライマックスフェイズ！　封ふう印いんの儀ぎ式しきが行なわれていた部屋に入ると、まず視し界かいに飛とび込こんでくるのは倒たおれている五十人ばかりの神官たちだ。

プリミラ：封印の儀式を行っていた神官さんですか。

ＧＭ：で、部屋の中央にある台だい座ざには意い識しきがもうろうしたオフェーリアが、キミたちの方へ助けを求めるように手を伸のばしている。一瞥して、彼かの女じよの身体の中に、なにかすごい力が脈動しているのがわかる。

シェフィル：それがゾハールの魂たましい……？

ＧＭ：おそらく。神官たちがかけようとした封印に抗あらがうため、ゾハールの魂が活かつ性せい化かしたのだろう。

クロヴィス：ここまで来てなんだけどよ、どうすればこれは助けられるんだ？

カナデ：パスワードを使ってゾハールの魂を開かい封ふうするしかないでしょう。

クロヴィス：そのあとにゾハールを倒す？

ＧＭ：だね。なお、開封した場合、ゾハールの魂がオフェーリアの身体を乗っ取ることになる。この状じよう態たいの時に攻こう撃げきしても、オフェーリアは死なないものとするよ。

キュリア：それじゃあ、全力で攻撃していいんですね。

ＧＭ：そういうこと。薔薇ばらの武ぶ具ぐを持った人間がゾハールの魂の【ＨＰ】を０にすれば、ゾハールは滅ほろび、オフェーリアは元に戻もどる。そして、薔薇の巫女みこの呪のろいも解とけるだろう。

シェフィル：…………じゃあ、オフェーリアに言うよ。

ＧＭ：おお。じゃあ、オフェーリアは虚うつろな目をシェフィルの方に向ける。

シェフィル：（決意を込こめた静かな声で）「今……楽にしてあげるから」

一同：おい───っ!?（笑）

ＧＭ：なんでそっちにいくんだよ!!（笑）

シェフィル：ごめん、今のなしね（笑）。（同じく決意を込めた静かな声で）「今……助けてあげるから！」

クロヴィス：じゃあ、倒れている神官のひとりが「なにを馬ば鹿かなことを……！　このままでは、ゾハールが復ふつ活かつしてしまう!!」と言う。

ＧＭ：ありがとう、それが言いたかった（笑）。

シェフィル：そんなのわかってるよねー？

イリス：うん。

ＧＭ：（神官になって）「復活したゾハールに敗北すれば、お前たちはその娘むすめも、自分の命も、すべてを失うのかもしれないのだぞ！」

シェフィル：大だい丈じよう夫ぶ、エーデルワイスは強いから！




　そう告げたシェフィルの脳のう裏りに浮うかぶ、ひとりの男。

　幼おさないシェフィルたちの頭を撫なでてくれた、村の不良中年。

　あの男に打ち勝ち、そして託たくされた自分たちが、ゾハールに負けるほど弱いわけがない。

　シェフィルの中に生まれた自信と決意は、笑顔となって顔に浮うかんだ。




クロヴィス：シェフィルの言うとおりだぜ。そもそも、戦う前から負けたときのことを考えるヤツがいるかよ。

ＧＭ：「馬ば鹿か者もの！　最悪の事じ態たいを想定するのが我われ々われ神殿の役目だ！」

シェフィル：……だから負けるんだよ（きっぱり）。

イリス：おー、カッコいい！

キュリア：前しか向いていないんですね！

クロヴィス：それに、負けたらこっちは死んでるんだ。死んだあとなんざ、知るか。

ＧＭ：「なんと愚おろかな！　ちょっとお前たち、そこに直れ！　だいたい、お前たち……」ちょっとこの神官、黙だまらせて（笑）。

クロヴィス：「少し眠ねむってろ」と言って、気き絶ぜつさせるぜ。

ＧＭ：あふん♪　と声をあげて、神官は沈ちん黙もくする。ここで、パスワードを唱えると、ゾハールの魂が解かい放ほうされる。

シェフィル：オフェーリア、あなたを助けるから。ロイドさんと、そう約束したんだから！

ＧＭ：その言葉と同時にゾハールの魂が完全に解放され、オフェーリアの身体から白銀の光が吹ふき上あがる。

クロヴィス：世界を消しよう滅めつさせる神しん竜りゆうの復活の時だ！

ＧＭ：光はオフェーリアの背せ中なかに集まって八枚まいの竜の翼つばさの形をとり、身体に集まってドレスとなる。そして、足下より噴き上がった白銀の光が彼女を包み込み……それはやがて全長数十メートルにも及ぶ巨大な竜を形作った。

クロヴィス：巨大な竜の身体の中に、オフェーリアが埋め込まれている感じか。

ＧＭ：そうだ。そして、竜に取り込まれる直前、キミたちは見る。彼女の胸元に白銀に輝く球体……〝ゾハールの魂〟が固定されているのを。

カナデ：あの魂を破壊できれば……。

ＧＭ：そうだ。そしてふいに、この空間に響き渡る声。オフェーリアと威厳に満ちたゾハールの声が重なり、キミたちに宣告する。「大儀であった。褒美を取らせる……滅せよ」

プリミラ：わたしたちは……。

シェフィル：負けないから！

ＧＭ：というところで、戦せん闘とうに入ろう……！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：まず、戦闘に入る前、ゾハールが翼を広げると、その翼の影かげから僕しもべが生み出される。

カナデ：どんな僕ですか？

ＧＭ：二種類いて片方は影でできた竜で、古代竜の影というエネミーだ。もう一種類は、カリカチュアされた竜のようなシルエットを持った闇やみの塊かたまりで、竜の幼よう生せいという。んで、配置だが……（ポーンを置いていく）。

クロヴィス：うお、数多いな！

ＧＭ：敵はゾハールと古代竜の影が二体、竜の幼生が四体で、ＰＣ側とエネミー側、それぞれで一エンゲージに固まっている。あと、互いの距離は10メートルだ。

イリス：双そう方ほうともに一エンゲージですか。わかりやすいですね。

クロヴィス：ところでＧＭ、馬は乗ってていいか？

ＧＭ：さすがに戦闘できるほど広いが、地下だしな。馬は連れてこれていないってことで。

クロヴィス：しょうがねえか。了解だ。

シェフィル：もうひとつ質問。ゾハールに取り込まれてるオフェーリアはどうすれば助けられるのか、もうちょっとちゃんと教えて。

ＧＭ：さっきも言ったが、ゾハールの【ＨＰ】を０にして、戦闘不能にすればいい。ゾハールは現在、体内に結界を構築して、その中にオフェーリアを閉じこめている。攻撃して【ＨＰ】を削ることで、その結界───抑え込む力を削ることができるわけだな。

クロヴィス：ほんとに小難しいことは考えずに、とにかくぶっ倒せばいいわけだな！

ＧＭ：ただし、ミドルフェイズでも説明したが、ゾハールは〝薔薇の武具〟を所持している者にしか戦闘不能にできない。そのことだけは注意してくれ。

シェフィル：うん、わかった。オフェーリア、あなたを絶対に助けてみせる！

ＧＭ：シェフィルがあらためて決意を固めたところで、戦闘開始だ！
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ＧＭ：では、第１ラウンド目のセットアッププロセスになる。まずはクロヴィスから。

クロヴィス：いつもどおり《クイックフォージ》＋《ウェポンフォージ》だぜ。（ダイスを振ふる）発動は成功で、ダメージに＋19点だ。錬れん金きん術じゆつで俺の糸がより強靭になる！

カナデ：次はカナデですね。《クイックソング》＋《エチュード》です。（ダイスを振る）発動しました。魔ま力りよくのこもった歌で皆みなさんの力を引き出し、ＰＣ全員のダメージ＋15します。

シェフィル：よし。カナデさんの支援ももらったし、ここで《陣形》するよ！　さあ、前ぜん衛えいの人は突つっ込こんじゃって！




　この《陣じん形けい》でイリス、クロヴィス、プリミラが前進。

　カナデ、キュリアが移い動どうし、シェフィルとゼロ、ミラのエンゲージから離はなれた。




ＧＭ：シェフィルの号令が飛ぶと同時に、ギルドメンバーが一斉に動き、戦闘態勢を整えていく。次はシェフィルだが……。

シェフィル：特にないね。

ＧＭ：ならば、次は竜の幼生になる。こいつらは《間合い》を使用して戦闘移動を行なうぞ。翼をはためかせてふわりと空へ浮うかび上がったかと思うと、後こう衛えいに向かって飛ひ翔しようする！

クロヴィス：うわ、まずい！




　こうして竜の幼生体はエンゲージを離り脱だつし、Ａがカナデに、Ｂがシェフィルに、ＣとＤがキュリアにエンゲージした。




キュリア：次は私わたしですが特にやることはないですね。

ＧＭ：続く古代竜の影ＡとＢは特になしだな。では、ゾハールの番だ。こいつはオリジナルパワー《業火の円えん陣じん》を使う。身体から光が放たれたかと思うと、ゾハールから10メートルの地点から５メートル幅はばでドーナッツ円えん状じように床ゆかが赤く輝かがやき始める。

プリミラ：えっと、ゾハールから10メートル以上離はなれてると危あぶない？

ＧＭ：そういうこと。対象はゾハールから10メートル以上、15メートル以内にいる任にん意いのキャラクターだ。

クロヴィス：うげ、後衛がまるっと入ってるじゃねえか！

ＧＭ：ちなみに、いますぐ発動するわけじゃないぞ。効果の適用は、このラウンドのクリンナッププロセスだ。その時点で効こう果か範はん囲いにいるキャラクターに、３Ｄ＋30点の〈火〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージを直接与える。ただ、次のラウンドは使えないけど。

シェフィル：ええ～!?　回避判定なしってこと!?

プリミラ：となると、避けるにはクリンナッププロセスまでに９メートル以内まで近づくか、16メートル以上離はなれるかしかないわけですね。

イリス：後衛が竜の幼生にエンゲージされていて、このままだと身動きがとれませんね。

クロヴィス：パワーだから《インタラプト》できねえし、こいつは、キュリアに雑魚を一いつ掃そうしてもらうのがいいか？

キュリア：できれば、そうするつもりですけど、なかなか厳しいですね。竜の幼生の攻撃を二連続で受けちゃいますから。あと、シーン全体に攻撃する場合、マイナーアクションでスキルを使わないとなので、離脱できなくなっちゃうんです。

カナデ：そこは《プロテクション》とかを駆使して耐えるのがよいかと。

キュリア：んー、それが一番よさげですね。がんばります！

ＧＭ：話がまとまったところで、次はプリミラの番だ。

プリミラ：《ファイアステップ》＋《クイックステップ》を使用します！　とんとんっとステップを踏ふんで、ダメージに＋９。以上です！

イリス：次は僕ですね。《ホーリーアタック》＋《ホーリーウェポン》を使いましょう。（ダイスを振る）発動成功です。ダメージに＋15点しました。

ＧＭ：イリスの持つ槍やりが、守しゆ護ご騎き士しの力に反はん応のうしてぼんやりと光り始める。

シェフィル：あと、ミラちゃんの神竜封じの歌もここで使おう。ミラちゃん、お願い！

ＧＭ：シェフィルの求めに応じて、ミラが凜とした声で歌い始めると、ゾハールのまとう白銀の光が明めい滅めつを始める。

イリス：あとはミラを守り抜けば、このラウンドのクリンナッププロセスにゾハールの結界は消えますね。

ＧＭ：うむ。というところで、セットアッププロセスは終しゆう了りようだな。イニシアチブプロセスに移り、すぐにゾハールが動く。

シェフィル：みんな、くるよ！

ＧＭ：ゾハールはイニシアチブプロセスに《神なる竜の裁き》というオリジナルスキルを使い、「射しや程てい：視界」「対象：単体」に特とく殊しゆ攻撃を行なう。対象はミラだ。

クロヴィス：いきなりかよ！

ＧＭ：ゾハールはばさっと翼を広げ、「神なる竜の裁さばきを受けよ！」と叫ぶと、眼前に魔力を収束させ、純白に輝く破壊の奔流をミラに向けて発はつ射しやする！　命中判定は４Ｄ＋18で……（ダイスを振る）達成値は32！　なお、ミラはエキストラなので自動的に命中だ。

イリス：させません！　《カバーリング》＋《カバームーブ》でミラをカバーします！

ＧＭ：邪魔が入ったか。んじゃ、ダメージロールいくぞ。４Ｄ＋25だ。（ダイスを振る）36点の〈光〉属性魔法ダメージ！

イリス：《プロテクション》！　（ダイスを振る）20点軽減して、さらに【魔法防御力】を引いてノーダメージです！

ＧＭ：やるな。歌い始めたミラに向かって放たれた光は、射線上に入ったイリスの盾たてに阻はばまれて〝パァン！〟と弾けて消える。さすがに硬かたいな。次はクロヴィスの行動だ。

クロヴィス：マイナーアクションで《オルタナティブウェポン》、そんでもってメジャーアクションで《ワイドアタック》だ。金属糸で古代竜の影Ａ、Ｂを締しめ上げてやらぁ！

イリス：ゾハールに攻撃可能になるまでに、できるだけ雑魚を削りたいところ。クロヴィス、がんばってください。

クロヴィス：おうともよ！　命中判定は……（ダイスを振る）達成値26だ！

ＧＭ：（ダイスを振る）そいつは避けられん。ＡとＢ、両方とも命中した。

クロヴィス：ダメージロールいくぜ！（ダイスを振る）58点〈無〉属性魔法ダメージ！　ダメージが入ったら、さらに［スタン］と［放心］も入るぞ。

ＧＭ：魔法防御はそこまで高くないんだよな。43点抜ぬけた。影で出来た竜の身体が、金属糸に絡め取られて、細切れにされる。だが、切り裂かれた影はすぐにひとつに戻り、再び竜の姿を取り戻す。まだまだだ。その程度では倒れないぞ。

クロヴィス：へ、この程度でやれるなんて思っちゃいねえよ。まだまだ小手調べだぜ。最後にフリーアクションでダンシングナイフをメインに変へん更こうして行動終了だ。

ＧＭ：そして再ふたたびイニシアチブプロセスでゾハールが動く。二発目の《神なる竜の裁き》だ。

シェフィル：またビーム撃ってくるの!?

ＧＭ：このスキルは１ラウンドに二回まで撃てるのだ。今回の対象はランダムに決めようか。（ダイスを振る）対象はゼロで！




　再び放たれた純白の奔流がゼロに迫る。

　しかし、この一撃はシェフィルが《カバーリング》でゼロを守り、さらに《プロテクション》と《サモン・アラクネ》によるダメージ軽減によって、完全に無効化された。




ＧＭ：むう、またダメージ０か。キミたち堅いな！

シェフィル：そう簡単にやれると思わないでよね。というか、狙うならわたしたちの方を狙いなさいよ！　ゼロとミラちゃんを狙ねらっちゃダメでしょ!!

クロヴィス：こう狙われまくるんだと、ミラに早く歌えって急かしたくなるな。

カナデ：いきなりふたりを狙われて焦るのもわかりますが、落ち着いていきましょう。ミラさんとゼロさんを守ることも含めての戦いですしね。

ＧＭ：うむ、がんばってくれ。さて、次はシェフィルの行動だな。

シェフィル：了解。んー、ここはムーブアクションで離脱しよう。１メートル前進して、ゾハールから９メートルの位置までいく。

ＧＭ：眼前に立ちはだかる竜の幼生Ｂの脇を抜け、シェフィルは戦場を駆ける。

シェフィル：メジャーアクションは《ストラグルクラッシュ》で、竜の幼生Ｂを攻撃するね。一いち撃げき目いくよ！　走る途中でくるりと背後を振る向くと同時に矢を放つ！　（ダイスを振る）あ、クリティカル！

ＧＭ：うお！　こっちの回かい避ひは……（ダイスを振る）ぶほ!?　ファンブル！（一同爆ばく笑しよう）。

一同：よし！

シェフィル：ダメージロールはクリティカルのボーナスも含めて10Ｄ＋30で。（ダイスを振る）57点の物理ダメージ。ちょっと出目が低かったな。

ＧＭ：竜の幼生の【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が10点だから、47点ダメージ喰らった。放たれた矢が鱗を突き破り、肩に突き刺さるが、この程てい度どじゃ倒たおれないな。

シェフィル：なら、二発目の命中判定！（ダイスを振る）今度は達成値27だよ！

ＧＭ：クリティカルでないと避けられんな。（ダイスを振る）命中した！

シェフィル：《ストラグルクラッシュ》のボーナスが入って、ダメージロールはやっぱり10Ｄ＋30だね。（ダイスを振る）また出目が低い！　10Ｄ振ふって出目25。51点物理ダメージ。

ＧＭ：これで累積ダメージは88点だな。竜の幼生の【ＨＰ】70点。それで落ちる。矢を受けて怯んだ隙をつき、シェフィルの放った二本目の矢が、竜の幼生Ｂの額を射貫く。それと同時に竜の幼生Ｂは、パンッと弾けて消え去った。

シェフィル：まず一匹目！　そんでもって、わたしの行動のあとのイニシアチブプロセスで、ミラちゃんとゼロを自分のところまで移動してもらうよ。

ＧＭ：ＯＫ。シェフィルの呼びかけに応じて、ふたりがシェフィルのもとに駆け寄った。

イリス：これでクリンナッププロセスにふたりが焼け死ぬ可か能のう性せいはなくなりましたね。

クロヴィス：ほっと一安心だぜ。しかし、これ次のラウンドは０から５メートルの間が燃もえるって言われそうだな（笑）。

ＧＭ：（ぎく！）……さて、どうかな？

キュリア：なんですか、今の微妙な間は。

ＧＭ：気のせいだろう。さあ、次はカナデの手番だ！

カナデ：カナデはムーブアクションで離脱して５メートル前進します。そして、メジャーアクションはシェフィルに《バラード》をかけましょう。（ダイスを振る）呪歌判定は成功しました。シェフィル、【魔法防御力】に＋６してください。

シェフィル：ありがとう、カナデさん！　これで《カバーリング》しやすくなった。

ＧＭ：ミラの歌に重なるように、カナデの奏でるバイオリンの音色が戦場に流れていく。そんな中で、竜の幼生たちが動き出すぞ。

キュリア：きましたか……！

ＧＭ：それじゃあ、まずキュリアにエンゲージしている竜の幼生たちが動く。竜の幼生Ｃのからいくぞ。マイナーアクションで《バッドステータス付ふ与よ：毒》を使い、メジャーアクションは《連続攻撃》だ。毒液のしたたる爪を振ふり回まわし、キュリアに襲おそいかかる！

シェフィル：《連続攻撃》!?

キュリア：ただでさえきついのに、一匹が二回攻撃してくるんですか！

クロヴィス：キュリアが倒れるとマジでやばい！　絶対に死し守しゆだ！

ＧＭ：一発目！　命中判定は３Ｄ＋８で……（ダイスを振る）達成値は23！　ちなみにこいつらは《バインド》を持ってるんで、攻撃が命中した場合、移動できなくなるぞ。

カナデ：動きを封じられると、第２ラウンド以降にけっこう影響しそうですね……。

クロヴィス：とりあえず一発目は止めるぞ。《ストップトラップ》だ。糸を伸ばして竜の幼生を絡からめ取とり、動きを封ふうじるぜ。（ダイスを振る）うし、達成値23！　ぴったり止めた！

キュリア：ありがとうございます!!

ＧＭ：やりおる！　ならば二発目だ。（ダイスを振る）ちょっと低いな。達成値は19だ。

キュリア：クリティカルのみ！（ダイスを振る）ダメ、命中しました～！

ＧＭ：んじゃ、ダメージロールといこうか。３Ｄ＋25で……（ダイスを振る）37点〈闇〉属性魔法ダメージを与える

キュリア：【魔法防御力】が12点ありますから、25点ダメージです。

イリス：さらに《プロテクション》で軽減しましょう。（ダイスを振る）20点止めました。

キュリア：おお！　でしたら《サモン・アラクネ》も使います！（ダイスを振る）９点軽減で全部止めました。

一同：よし！

ＧＭ：うお！　結けつ構こう止めるもんだな！　だが、安心するのはまだ早い。竜の幼生Ｄの行動だ。先ほどと同じく《バッドステータス付与：毒》と《連続攻撃》でキュリアに攻撃！

クロヴィス：させるかよ！　その《連続攻撃》を《インタラプト》だ！




　二体の竜の幼生が、その腕でキュリアを吹ふき飛とばさんと襲いかかる。

　しかし、その前に立ちふさがるのは、魔法による障しよう壁へきと、無数の糸。

　無数の糸によって腕の動きを封ふうじられ、かろうじて逃のがれた腕も二枚の障壁に弾かれる。

　結果、竜の幼生の攻撃はキュリアになんの影えい響きようも及およぼすことはなかった。




ＧＭ：ちい！　これでキュリアの二体の竜の幼生の攻撃は終わりだ。しのがれたか！

キュリア：またまた助けていただいちゃいました。イリスさん、クロヴィスさん、ありがとうございます！

イリス：仲間を守るのは当然のことですよ。

クロヴィス：相手が惚れた女ならなおさらな！




　このあと、竜の幼生Ｂはカナデを追いかけ、《バッドステータス付与：毒》と《連続攻撃》による攻撃を行なうも、一撃目は《アンプロンプチュ》でひらりと回避されてしまう。

　一発だけでもあてようと放った二撃目も、クロヴィスの《サンドクラウド》によって命中判定のダイスが減少。さらにカナデが回避判定のダイスをフェイト１点を消費して増やしたことで、あっさりと回避されてしまった。とほほ。




ＧＭ：くそう、全然当たらない！　あたってもダメージが通らない！

カナデ：クロさん、ありがとうございます。助かりました。

クロヴィス：へ、いいってことよ！

キュリア：クロヴィスさんの妨害、すごいです！　次は私の番ですね。まずムーブアクションで《ランニングセット》から《アニマルパクト》を使って、攻撃の対象を「場面（選択）」に変更します！

ＧＭ：く！　キュリアを中心に膨大な魔力が渦巻き、戦場全体を包み込まんばかりに広がっていく！

キュリア：マイナーアクションで《マジックサークル》、メジャーアクションは《ファミリアコンビネーション》で《ファミリアアタック》と《ダブルキャスト》を使います！

ＧＭ：はい？　……それってつまり、シーン全体に三回攻撃が飛ぶってことか？

キュリア：そのとおりです！

ＧＭ：なんじゃそりゃ！（一同爆笑）

キュリア：さあ、わたしとターチュのコンビネーションに耐えられますか！　まずは《ファミリアアタック》からいきます。ゾハール以外の全員に攻撃ですよ。ターチュお願い！（ダイスを振る）う、低い！　達成値21　!!

ＧＭ：（ダイスを振る）古代竜の影Ａ、Ｂは［スタン］でリアクションのダイスが減ってるから判定するまでもなく命中。竜の幼生たちは……（ダイスを振る）全員命中した！

クロヴィス：雑魚を全部、仕留めきれるかわからねえし、一応《シックネス》を乗っけておくぜ。この攻撃のダメージが通ったら［衰すい弱じやく（３）］を追加だ！

キュリア：（ダイスを振る）69点貫かん通つうダメージです！　ターチュが高速回転して真紅のドリルと化し、戦場を縦横無尽に飛び回ります！

ＧＭ：69点!?　竜の幼生Ｂ、Ｃ、Ｄは残り【ＨＰ】１点で立ってる（笑）。古代竜の影二体はまだ余裕があるが……［衰弱］が入るんだよな。本当に勘弁してよ、これ。

キュリア：落ち込んでる暇はありませんよ。《ダブルキャスト》による《サモン・フェンリル》一発目で追撃します。（ダイスを振る）命中判定の達成値は21！

ＧＭ：古代竜の影はやはり避けられない！　そして、竜の幼生は［衰弱］のせいで、回避判定したら死ぬからやはり命中だ！　空間が歪んだかと思うと、〝動物の王〟の一柱たるフェンリルが降臨し、耳をつんざくような咆哮によって、敵をなぎ払う！

クロヴィス：くくく、苦しんでるとこ悪いがダメ押しだぜ。《ディストラント》でダメージが通ったら［恐きよう怖ふ］を与えられるようにする。入れば、自分のメインプロセスが終了するまで、キュリアに対する判定にマイナス２Ｄだ。

ＧＭ：お前なぁああああ！（一同大爆笑）

イリス：キュリアさんと使い魔のコンビネーションもすごいですが、クロヴィスとの連係もかなりのものですね（笑）。

ＧＭ：もう勘弁してくれ……（笑）。

キュリア：へこんでるところ悪いですけども、手加減はなしです！　ダメージロールいきますね。（ダイスを振る）61点〈無〉属性魔法ダメージ！　ダメージが通ったら［威い圧あつ］と［恐怖］が入りますよ！

ＧＭ：それで竜の幼生は全ぜん滅めつだ。古代竜の影ＡとＢは、［スタン］と［放心］と［衰弱］、あと［威圧］に［恐怖］も受けてるけど生きてる。

プリミラ：バッドステータスまみれですよ～。

シェフィル：いっそ引導を渡してあげた方がいいんじゃないかな（笑）。

キュリア：はい！　《サモン・フェンリル》二発目、いきますね。（ダイスを振る）達成値25。

ＧＭ：回避判定すらできん！　ダメージをくれ！

キュリア：（ダイスを振る）63点、〈無〉属性の魔法ダメージです！




　吹ふき荒あれる脚の暴ぼう力りよくに耐たえる敵てきに向けて、キュリアが呼よび出だしたフェンリルが二度目の咆ほう哮こうを上げ、再度、衝しよう撃げき波はを叩たたきつける。

　一瞬にして地下室は破は壊かいし尽つくされ、神竜の眷けん属ぞくたちは壊かい滅めつ的てきな打撃を受ける！




ＧＭ：累るい計けいダメージ[image: ]点。古代竜の影Ａ、Ｂはかろうじて生きてるが、厳しいな……。

クロヴィス：仕留めきれなかったか。さて、次はゾハールと古代竜の影の行動だな。

ＧＭ：とりあえず、ゾハールから行動しよう。マイナーアクションで《吹ふき飛とばし》、メジャーアクションで《神竜の豪ごう腕わん》というオリジナルスキルを使う。

プリミラ：どんな効果のスキルなんです？

ＧＭ：「射程：至近」「対象：範囲（選択）」に白兵攻撃を行なうスキルだな。というわけで、対象はエンゲージしているプリミラ、クロヴィス、イリスの三人だ。命中判定は４Ｄ＋18で……（ダイスを振る）達成値は31だ！

クロヴィス：高いな！　《ドッジムーブ》を使って４Ｄ＋23で回避判定するぜ。（ダイスを振る）達成値35で回避成功だ！

イリス：さすがクロヴィス！　僕は命中しました。

プリミラ：あたしも命中しました！

イリス：ここは《カバーリング》でプリミラをカバーしましょう。

ＧＭ：ＯＫ。ダメージロールは、４Ｄ＋60になる。（ダイスを振る）79点物理ダメージだな。

イリス：《プロテクション》！（ダイスを振る）高め、20点軽減しました。

キュリア：《サモン・アラクネ》を重ねます！（ダイスを振る）うーん、微妙ですね。８点しか軽減できませんでした。

イリス：【物理防御力】分も引いて、６点抜ぬけますね。カバーしたのでダメージが二倍になるので、12点ダメージです。

ＧＭ：さすがにダメージ０にはできなかったか。ならば《吹き飛ばし》の効果で10メートル後方に移動させる。横薙ぎに迫るゾハールは巨大な腕をイリスは受け止めるも、完全に衝撃を殺せず、弾き飛ばされる！

プリミラ：ああ、イリスさん！　このままじゃ炎ほのおに焼かれちゃう!?

イリス：ご安心を。僕の行動はこのあとですから、移動して戻もどれますので。

ＧＭ：これでゾハールの行動は終わり。次は古代竜の影ＡとＢ。まずはＡからいくぞ。マイナーで［威圧］を解かい除じよして、メジャーで《ブレス：光》だ。対象は……シェフィルのエンゲージにしよう。（ダイスを振る）命中判定の達成値17。そして判定したので、［衰弱］による15点のＨＰロスをくらう。残り【ＨＰ】９点。もう死に体もいいところだな（笑）。

カナデ：次に判定した途と端たんに死にますね（笑）。

ＧＭ：とほほ。さあ、回避判定してくれ。

シェフィル：んー、達成値17なら避けられるそうかな。フェイトを１点使って３Ｄ＋８でいくね。（ダイスを振る）達成値17！　きっかり避よけた！

ＧＭ：やるな。しかし、ゼロとミラには攻撃が自動的に命中するぞ。

シェフィル：ミラちゃんを《カバーリング》！

イリス：そして僕が《カバーリング》＋《カバームーブ》でゼロをカバーです！

ＧＭ：守りが堅いな。（ダイスを振る）70点〈光〉属性の魔法ダメージだ。

イリス：《プロテクション》はシェフィルに。（ダイスを振る）お、出目が全部４ですね！

ＧＭ：なんか、今日のイリスはすごい出目がいいな（笑）。

イリス：さっきから《プロテクション》の出目、20しか出してないね（笑）。

キュリア：あたしも《サモン・アラクネ》もシェフィルさんにかけますよ。（ダイスを振る）お、いい感じです！　12点軽減しました。

シェフィル：それだと25点ダメージを受けるね。残り【ＨＰ】80点。まだまだ余裕だよ！

イリス：僕は【魔法防御力】のみなので45点のダメージですが、全然大丈夫ですよ。

ＧＭ：思ったよりも効きいてないな。続いて古代竜の影Ｂ。こっちはランダムで対象を決めよう。（ダイスを振る）クロヴィスとプリミラのエンゲージだな。

プリミラ：わわ、こっち向きましたよ！

ＧＭ：てなわけで、目の前の古代竜の影Ｂが、光ひかり輝かがやく息をふたりに吐はきかける。（ダイスを振る）達成値18。こっちも［衰弱］で15点のＨＰロスと。

クロヴィス：その程度なら《ドッジムーブ》を使うまでもないぜ。ファンブル以外は回避だ。（ダイスを振る）あ、クリティカルで回避した。空中を走るようにブレスをかわすぜ。

プリミラ：あたしはフェイト１点使って３Ｄ＋９で回避します！（ダイスを振る）達成値22で成功しました！

ＧＭ：結局ほとんど被害は与えられずか。これで古代竜の影たちの行動は終了だ。

プリミラ：そして、こちらの反撃です！　マイナーで《ソードダンス》、メジャーで《ブランディッシュ》を使って、古代竜の影ＡとＢを攻撃です！（ダイスを振る）達成値23！

クロヴィス：（超笑顔で）さて、回避するかい？

カナデ：（超笑顔で）回避すると15点ＨＰロスですよ？

イリス：（超笑顔で）どうしますか？

ＧＭ：……キミたちに『アリアンロッド』最速の一撃を見せてやろう。プリミラの剣けんが当たる前に、古代竜の影たちが散り散りになって消えていく！（一同爆笑）

キュリア：プリムちゃん、すごいです！

プリミラ：ふー。ダメージロールをするまでもありませんでした！（笑）

ＧＭ：回避判定しようがしまいが、どっちにしろ死んでるっての！　古代竜の影ＡとＢもこれで戦闘不能だ！




　ラウンド最後となったイリスはムーブアクションで再びゾハールのエンゲージに突とつ入にゆうしつつ、メジャーアクションで自分に《ヒール》を使い、【ＨＰ】を39点回かい復ふくさせた。




ＧＭ：これで全員行動したな。それではクリンナッププロセスになり、ミラの神竜封じの歌が、その効果を発動させる！　荘厳な旋律の中、明滅を繰り返していたゾハールを覆おおう四重の光の結界が、ガラスの砕けるような音と共に弾け飛ぶ！

シェフィル：やった！

ＧＭ：だが、キミたちが歓声をあげると同時に、《業火の円陣》の効果も発動だ。ゾハールを中心に、ドーナッツ円状に炎が吹き上がり、キュリアを呑み込む！

一同：キュリア───っ!!

クロヴィス：ああ、タコの焼けるいいにおいが（笑）。

キュリア：これは仕方ありませんね。効果範囲にいるのは私だけ。ダメージをください。

ＧＭ：（ダイスを振る）ぷぅ？　出目低いな。34点〈火〉属性魔法ダメージだ。

シェフィル：これはひどい（笑）。

イリス：《プロテクション》をキュリアに。（ダイスを振る）19点軽減してください。

キュリア：ありがとうございます。自分に《サモン・アラクネ》しますね。（ダイスを振る）11点軽減して、ダメージ０！　ちょっと服が焦こげちゃいましたけど、問題なしです！

一同：やったー！

ＧＭ：くそー。これで第１ラウンドは終了だ。




●第２ラウンド

行動値

クロヴィス　　　　25

カナデ　　　　　　19

シェフィル　　　　15

キュリア　　　　　14

ゾハール　　　　　13

プリミラ　　　　　11

イリス　　　　　　２

[image: ]




ＧＭ：それでは第２ラウンドのセットアッププロセスだ。まずはクロヴィスから！

クロヴィス：さっそくミラに歌で支援してもらおうぜ。

イリス：いいですね。ここは活力の歌がよいと思います。やはり判定＋１Ｄは強いですし。

カナデ：ですね。あと《限げん界かい突とつ破ぱ》も使ってしまいましょう。

シェフィル：オッケー！　《限界突破》も承認で！

クロヴィス：俺自身は特にない。

カナデ：カナデは《ファイトソング》でクロさんの《インタラプト》を復活させます。ミラの歌に合わせるように、呪歌でクロさんの力を回復させます。

クロヴィス：おう、サンキュー！

カナデ：それとここで《陣形》使ってもいいでしょうか？

シェフィル：いいけど、移動する意味あるかな？

カナデ：ありますよ。カナデがシェフィルにエンゲージしておけば、いざとなったとき、行動を放棄してカバーできるようになりますから。

シェフィル：さすがカナデさん。クレバーだね。そういうことなら《陣形》承認で！

ＧＭ：んじゃ、カナデがシェフィルと同じエンゲージに移動ね。他にＰＣ側でなにかする人は……いないようだな。んじゃ、エネミー側をバシバシ処理していこう。

プリミラ：ゾハールがまた《業火の円陣》してきますかね？

ＧＭ：いや、今回はちょっとちがうな。使うのはオリジナルパワーの《凍とう土どの円陣》だ。「人間たちよ、先ほどは熱かっただろう。ひとつ冷やしてやろうではないか」と言って、今度は自分から10メートル半径の円状、先ほどのドーナッツ円を埋うめるように、白く輝き出す。

一同：えー!?

ＧＭ：正せい確かくに言うと、今度はゾハールにエンゲージしていない、10メートル以内にいるキャラクター全員だな。

イリス：つまり、エンゲージしていれば大丈夫ってことですか……って、これやばいです！

シェフィル：え？　……あ、ミラちゃんとゼロ、ゾハールにエンゲージできないんだ！

カナデ：一応、うしろに下がれば範囲外に逃げれますけど、そうすると今度は、ミラさんの歌が届かなくなってしまいますね。

クロヴィス：……もう神竜封じの歌は完成したし、ふたりは役目を果たした。だから、このラウンドに全力を出してもらおうぜ。

プリミラ：あの、それ、見殺しにするってことですね（笑）。

イリス：うーん……。ここでミラが倒れても、神竜封じの歌の効果が切れるわけじゃありませんし、倒れても問題ないですね。

カナデ：ゾハールが動く前にシェフィルが攻撃できるから、ゼロの能力は使えます。ゼロも倒れて問題ありません。

シェフィル：うーん。個人的には、ミラちゃんだけは守りたいな（笑）。

ＧＭ：なんだろう、この物を扱あつかうかのような、人の温かさを感じられないやりとりは（笑）。

クロヴィス：いやいや、違うぞ。別に俺たちがミラたちに犠牲を強要するわけじゃない。むしろ、俺たちはこう言うのさ。ミラ、ゼロ、もう引け！

カナデ：するとミラさんが「いいえ、最後まで頑がん張ばります！」と返すんです（笑）。

イリス：ゼロはミラを守るためにいるので、当然、彼もその場に残ると！

キュリア：ひ、ひどい……（笑）。

ＧＭ：お前ら……（笑）。まあ、ミラとゼロもこの戦いに全身全霊をかけてる。退けといわれて退くのも変な感じだからな。それはそれでありだろう！

プリミラ：ありですか！

ＧＭ：ありだ！　というわけで、セットアッププロセスは終了。イニシアチブプロセスに移り、クロヴィスのメインプロセスとなる！

クロヴィス：ムーブアクションで《シンセサイゼーション》して、マイナーでハイＭＰポーション二本分、ＭＰを回復するぜ。（ダイスを振る）うし、26点回復！

ＧＭ：もりっと回復したな。

クロヴィス：これでまだ戦えるぜ。フリーアクションでメイン武器をスタンウィップに変えて、メジャーアクションで《エンタングル》でゾハールに攻撃だ！　命中判定いくぞ！（ダイスを振る）よし、クリティカル！

ＧＭ：くわ!?　こっちの回避は３Ｄ＋13だ。（ダイスを振る）６！　……３と２。惜しい！

クロヴィス：び、びび、びびらせんなよ！　ダメージロールの直前に《シックネス》を使って……（ダイスを振る）67点の物理ダメージだぜ！

ＧＭ：【物理防御力】は20点だから47点ダメージだな。

クロヴィス：なら、さらに［放心］［スタン］［衰弱（３）］のバッドステータスに加えて、《エンタングル》の効果で移動不ふ能のうになる。俺の金属糸がゾハールの翼や身体に絡からみついて食い込み、動きを制せい限げんするぜ！

ＧＭ：ふふふ、かかったな！

クロヴィス：なんだと!?

ＧＭ：ここでゾハール１シナリオに一回のオリジナルスキル《呪のろい拡かく散さん》を使用する。エンゲージしているキャラクターに、自分が受けたバッドステータスを与えるぞ！

イリス：え？

プリミラ：お？

ＧＭ：エンゲージしているイリス、プリミラ、クロヴィスの三人は［放心］［スタン］［衰弱（３）］をくらってくれ。ゾハールが閃せん光こうを放つと、途端に三人の身体が重くなる。

クロヴィス：げえ、そんなスキル持ってやがったのか！

ＧＭ：ちなみに、ゾハールは自分が受けたバッドステータスを《バッドステータス無む効こう》で全部消す！　35点のＨＰロスは痛いが、それでも消さないよりマシだ！

カナデ：これは……！　［スタン］と［放心］はなんとかなりますけど、［衰弱］が危き険けんですね。判定するたびに15点ＨＰロスですから。

プリミラ：どうすれば回復するんですか!?

イリス：……アイテムかスキルを使わないと回復できないですね。

クロヴィス：ただ、俺たちはそんなもの……（キャラクターシートを見て）あ、俺は万ばん能のう薬やく持ってるから、回復できるな。俺だけだが（笑）。

シェフィル：クロちゃん!?（笑）

カナデ：まあ、イリスとプリミラさんは【ＨＰ】が高いですし、なんとかなるかと（笑）。

プリミラ：はい、大丈夫です！

イリス：ちなみに僕は不ふ沈ちんの冠かんむりの効果で［放心］だけは受けません。

ＧＭ：了解だ。これでクロヴィスは終わりだな。それじゃあ、再びイニシアチブプロセスになったところで、ゾハールが《神なる竜の裁き》を使う。想定どおり、［衰弱］を受けてる三人を狙ねらわせてもらおうか！

クロヴィス：先せん制せいして使わなかったのはこのためかよ！

ＧＭ：はっはっはっ。対象は三人からランダムに選ぶとしよう。（ダイスを振る）対象はイリスだな。収束された魔力が、純白の光の奔流となって、イリスを襲う！

イリス：かまいませんよ。どうせ回避できませんし、回避判定は放棄です。




　この言葉どおり、イリスは回避判定を行なわず、ゾハールの放ったビームが直ちよく撃げき。

　しかし、イリスの【魔法防御力】と、《プロテクション》および《サモン・アラクネ》の分ぶ厚あつい守りを突破することが出来ず、ノーダメージで終わった。




ＧＭ：ちっ、イリス硬かたすぎるわ。それじゃ、カナデのメインプロセス。

カナデ：はーい。全力、ぶちかましますよ～。マイナーアクションで《ブーストマジック》、メジャーアクションで《コキュートス》。さらに《リゼントメント》も乗せます！（ダイスを振る）命中は30！

ＧＭ：（ダイスを振る）避けられんわ！

クロヴィス：《ピアシングペイン》で貫通ダメージに変えるぜ！

カナデ：ありがとう、クロちゃん。９Ｄ＋[image: ]の貫通ダメージ！（ダイスを振る）お、出目がいいですよ。42。

一同：おお……っ!!

ＧＭ：９Ｄで42っておかしいだろ!?

カナデ：[image: ]点の貫通ダメージ!!　通ったら［放心］です！




　カナデが渾こん身しんの魔ま術じゆつを放つ。

　膨ぼう大だいな魔力は瞬しゆん時じに猛もう烈れつな吹雪ふぶきと化し、ゾハールを白く包み上げる。

　さしもの神竜も圧あつ倒とう的てきな氷の暴力に耐たえることは出来ず、身を守ろうと放った光ごとその身体を凍こおり付つかせた。




ＧＭ：[image: ]点そのままくるのか。一気に【ＨＰ】が減へったな。［放心］は《バッドステータス無効》で回復しておく。さらに10点のＨＰロスと……。ごりごり削れてくわ。

カナデ：これで私の行動はおわり。

ＧＭ：ではイニシアチブプロセスで、ゾハールが《神なる竜の裁き》を使うぞ。（ダイスを振る）対象は……クロヴィスで！

クロヴィス：うお、俺か!?

ＧＭ：（ダイスを振る）クリティカルしない。命中判定の達成値は36だ。

クロヴィス：普通にやったらちと厳しかったろうが、今は《限界突破》と活力の歌が効いてる！　《ドッジムーブ》すらいらないぜ。（ダイスを振る）41で回避成功だ！

ＧＭ：ただし、［衰弱］で15点のＨＰロスが入るがな！

クロヴィス：ちい！　自分の呪いに焼かれるとは！　ぐふっと血を吐きながらも避ける！

ＧＭ：これでようやく一矢報いれたか感じだな。次はシェフィルの手番だ。

シェフィル：わたしも全力で行くよ！　ムーブで《ホークアイ》、マイナーは《シュアショット》、そんでもってメジャーで《ストラグルクラッシュ》！　一発目の攻撃に《ボルテクスアタック》も乗せるちゃう！

キュリア：あれ、移動しなくていいんですか？

シェフィル：ミラちゃんを《カバーリング》できなくなっちゃうからね。《凍土の円陣》のダメージなら、たぶんわたしなら耐たえられると思うし残ることにしたの。

ＧＭ：さっきは、見み捨すてる気満々じゃなかったか？

シェフィル：だから、ミラちゃんは守りたいんだってば！（笑）　攻撃の対象はゾハールで、《デュアルアロー》でミスリルの矢を二本使うよ。（ダイスを振る）命中は39！

ＧＭ：そんなん、クリティカル以外で避けられんわ！（ダイスを振る）失敗！　渾身の力を込めた矢が、雷光のごとき素早さで二連射される！

カナデ：《ディスコード》いきます。（ダイスを振る）９点足してください。

クロヴィス：さらに《ピアシングペイン》で貫通ダメージに変更だ。いけ、シェフィル！

シェフィル：ありがとう、ふたりとも！　わたしも《スラッシュブロウ》を使うよ。（ダイスを振る）[image: ]点の貫通ダメージ！

ＧＭ：はっはっはっ、なんだそのダメージ!?

シェフィル：さらに雷らい鳴めいの弓の効果で、ダメージに関係なく［放心］が入るからね。

ＧＭ：[image: ]点直撃！　［放心］を《バッドステータス無効》で打ち消すから、さらに【ＨＰ】が10点減る……！

シェフィル：続いて二発目！　ここでゼロの効果を使っちゃうよ！

プリミラ：どうぞ、やっちゃってください！

シェフィル：それじゃ、ゼロ、力を貸かして！　さらに《デュアルアロー》でミスリルの矢を二本放つ！（ダイスを振る）う、ちょっと低いかな。フェイト１点使って振り直しておこう（ダイスを振る）達成値26だね。

ＧＭ：それなら回避の目があるな。３Ｄで13以上で避けられる。ぬん！（ダイスを振る）あ、クリティカルした！

シェフィル：ええ!?

クロヴィス：おっと、それは通せねえな。《タングル》での６のダイスを一個除じよ外がいするぜ！

プリミラ：おおー!!　すごいです、クロヴィスさん！

ＧＭ：ぐぐ！　それはどうしようもない。翼を広げて空へ逃れようとしたゾハールだが、クロヴィスの金属糸による拘束によって動くことができない！

シェフィル：（ダイスを振る）[image: ]点物理ダメージと［放心］!!




　クロヴィスが糸を放ち、カナデが呪歌を奏かなで、ゼロが渾身の剣を振ふるう。

　仲間の援えん護ごを受けて、シェフィルが矢を放った。

　矢は力強く空中を駆かけ抜ぬけ、ゾハールの身体を貫つらぬいた。




ＧＭ：またごっそり【ＨＰ】が減ったな……。［放心］は《バッドステータス無効》で解除しておく。と、ここでイベントが発生するぞ。

シェフィル：イベント？

ＧＭ：シェフィルの怒濤の攻撃が炸裂し、ゾハールがぐらりと揺れる。同時にその身体が明滅し、薄れるんだ。半透明になったゾハールの内部には、囚われの身となっているオフェーリアの姿が見える！

カナデ：ダメージを受けたことで、オフェーリアさんを拘束している結界が弱まってる？

ＧＭ：うむ。明滅はすぐに止まり、オフェーリアの姿は再び見えなくなってしまう。しかし、ゾハールは苦しげに唸り声を上げ、明らかに追い詰められつつあることが読み取れるぞ。

シェフィル：もう少し……もう少しだから。今助けるよ！

ＧＭ：強い意志を含んだシェフィルのつぶやきに、ゾハールが敵意に満ちた視線を向けてくる。次はキュリアだな。

キュリア：あのー……【ＭＰ】が足りないので《祝福》をいただけませんか！

シェフィル：オッケー！

ＧＭ：戦いを助けるかのように、神々の祝福がもたらす輝きがキミたちの身体に宿り、疲弊した精神を癒していく！

キュリア：ありがとうございます！　ムーブで１メートル後こう退たいして、マイナーで《ハイサモナー》を使います。メジャーは《ファミリアコンビネーション》ですね。まず《ファミリアアタック》で攻撃です。（ダイスを振る）命中判定の達成値27！　ターチュ、ゴー！

ＧＭ：《ハイサモナー》が入ってるから、リアクションにマイナス１Ｄか。２Ｄでクリティカルのみ。（ダイスを振る）無理、命中だ！

キュリア：ターチュが脚を伸ばしてゾハールを殴なぐります！（ダイスを振る）58点の貫通ダメージですよ！

ＧＭ：また貫通ダメージかい！

キュリア：それじゃ《サモン・フェンリル》《リゼントメント》。さらにアガートラムの効果を使います！　10Ｄ点のＨＰロスを受ける変わりに、減ったのと同じ数値だけダメージを上昇させます！

シェフィル：だ、大丈夫？　ひからびちゃいそうなんだけど（笑）。

キュリア：た、たぶん大丈夫かと……（ダイスを振る）って、うわ！　出目が高い！（笑）

プリミラ：キュリアさん!?

キュリア：えーっと47点ＨＰロス！　生きてはいます。そして、47点のダメージアップ!!　命中判定は（ダイスを振る）達成値30！　ターチュが殴なぐったところへ、フェンリルの咆哮が追撃します！

ＧＭ：リアクションにマイナス１Ｄでクリティカルのみ。（ダイスを振る）命中だ。

クロヴィス：ここが攻め時だぜ！　《ピアシングペイン》で貫通ダメージに変更だ！

キュリア：（ダイスを振る）出目高いです！　[image: ]点貫通ダメージ！　さらに［威圧］も与えますよ！

ＧＭ：《バッドステータス無効》で［威圧］は打ち消す。痛い……シェフィルとキュリアの攻撃で、合計[image: ]点近くダメージくらってるよ。

キュリア：これで私は全部出し尽つくしましたー。行動終わりです。

クロヴィス：次はゾハールだぜ。

ＧＭ：もうやる気失うぐらいダメージを受けてるんだが……。

プリミラ：ＧＭ頑がん張ばって！（笑）

ＧＭ：頑張る（笑）。想そう像ぞう以上にダメージを受けたし切り札を切ろう。ムーブ、マイナーともになし。メジャーはオリジナルスキルの《終しゆう焉えんする世界》を使う。

カナデ：……もしかしてシーン全体に攻撃だったりします？

ＧＭ：いい読みだな。そのとおりだ。ゾハールからひときわ強い光が放たれたると、身体を吹ふき飛とばすような強きよう烈れつな力の奔ほん流りゆうとなってこの場にいる全員に襲いかかる。「対象：場面（選せん択たく）」に特殊攻撃だな。ダメージを与あたえたら10メートル吹き飛ばすぞ。

クロヴィス：そいつはやらせねえ。《インタラプト》だ！




　破壊の光が放たれんとするその刹せつ那な、クロヴィスは糸をゾハールの身体に巻まき付つけ、思いっきり引ひっ張ぱった。

　あふれる光の中、極細の糸を視し認にんできなかったゾハールは、大きくバランスを崩くずす。

　その結果、光の奔流は壁を砕くだき、床を削けずりとりはしたものの、クロヴィスたちにはかすることすらなく、収おさまった。




ＧＭ：こっちは《インタラプト》に対たい抗こうする手しゆ段だんがまったくない。行動終了になる。

プリミラ：なら、次はあたしですね！　《ソードダンス》《ストラグルクラッシュ》で、ゾハールを攻撃します！　一回目の攻撃に《ボルテクスアタック》も乗せます！（ダイスを振る）命中判定は28ですよ！

ＧＭ：判定したから［衰弱］で15点ＨＰロスな。

プリミラ：あ……。うー、結構痛いですね。

ＧＭ：ふっふっふっ、なんか爽そう快かいだなー。いつもの恨うらみを思い知れ。

シェフィル：もう、クロちゃん！（笑）

クロヴィス：お、おお、俺のせいじゃねえよ!?（一同爆笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）回避は失敗。ダメージをくれ。

プリミラ：《スラッシュブロウ》！（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージ!!

ＧＭ：プリミラの一撃も結構痛いな。累計ダメージが１２００点近い。

プリミラ：じゃあ、二回目です！（ダイスを振る）あ、やったクリティカル!!

ＧＭ：（乾かわいた笑い）はっはっはっ……勘弁してくれ（笑）。

シェフィル：プリム、容よう赦しやないね（笑）。

プリミラ：手加減してる余裕なんてないですから！　［衰弱］のＨＰロスをまた受けるので、苦痛に顔を歪めながらも、全力で剣を叩きつけます！

ＧＭ：（ダイスを振る）出目が１、１、２！　命中だ。

プリミラ：なら、《バイオレントアタック》を使っちゃいますね。武器の重量がダメージに乗るので＋16点されて……（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです！




　目の前に立ちふさがるのは、自分の姉妹を苦しめた神竜。

　憎にくしみがないわけではない。

　だが、プリミラは自分たちの明日をつかむため、無心で剣を振ふり下おろす。

　少女のものとは思えぬ重量の乗った剛剣は、光り輝く神竜の翼を吹き飛ばした。




ＧＭ：千切れ飛んだ翼の付け根から、ゾハールの全身がひび割れていく。砕けた肉体と内部に展開された結界が光の粒子となって散っていき、その隙間から囚われのオフェーリアの姿が見えるぞ！

シェフィル：オフェーリア！

ＧＭ：シェフィルの呼びかけに応えるように、オフェーリアの瞳が微かすかに開く。そして、震える唇から声なき声が漏れる。だが、キミには彼女がなんと言ったかわかるぞ。彼女は確かにこう言った。「助けて、シェフィル……！」と。

シェフィル：助ける……絶対に助けるから！　待ってて、オフェーリア！

ＧＭ：シェフィルの叫びをかき消すように、ゾハールが怨嗟の咆哮を上げる。「おのれ、愚昧な人間の分際で……！　許さん……許さんぞ、貴様らぁあああああ！」

プリミラ：あなたなんかの許しなんて必要ありません。あたしたちは、あたしたちの力で未来をつかむまでです！　びしっと剣先をゾハールに突きつけますよ！

イリス：プリミラの言うとおりですね。次は僕の行動です。フリーアクションで槍やりと盾たてをその場に捨すてて、ムーブアクションでゼロから預あずかったカラドボルグを抜ぬきます！

ＧＭ：滅竜の魔剣───その刀身が放つ吸い込まれるような輝きに、ゾハールの視線が引き寄せられる。彼の脳裏に、かつてその刃に貫かれて敗北した、忌まわしい記憶が蘇る！

イリス：マイナーアクションで《スマッシュ》だけ使い、スキルなしで攻撃です。命中判定前にカラドボルグの効果を使用します！（ダイスを振る）達成値26！

ＧＭ：それなら、こっちは３Ｄで13以上出せば回避できるな。

イリス：……ここはフェイトを使って振り直しましょう。（ダイスを振る）かなり上がりました。達成値34！　そして［衰弱］で15点ＨＰロス。

ＧＭ：それはクリティカルのみだな。（ダイスを振る）うん、命中した。

イリス：《スラッシュブロウ》いきます！（ダイスを振る）89点、防御力無む視しです！

ＧＭ：……ゾハール、このラウンドだけで１４００点近くダメージくらってるな（笑）。

シェフィル：これで全員、行動終了かな。

ＧＭ：うむ。しかし、まだラウンドは続くぞ。ＨＰが減ったことで、ゾハールの行動パターンが変化。《二回行動》を使用して未行動になる！

クロヴィス：なら、ゾハールが動く前に、イニシアチブプロセスでゼロとミラを動かしておかねえか？

シェフィル：そうだね。ふたりをゾハールから11メートルの位置へ移動させようか。

ＧＭ：了解。じゃあ、ゾハールのメインプロセス。メジャーでさっきは打ち消された《終焉する世界》による特殊攻撃を行なう！（ダイスを振る）達成値35！　再びゾハールが破壊の光を放ち、世界が純白の輝きに包まれていく！

シェフィル：みんな、避けて───っ!!




　ゾハールの攻撃をクロヴィスは順当に回避し、これまた順当にシェフィル、カナデ、キュリアは命中。イリスは［衰弱］によるＨＰロスを嫌きらって、判定せず直撃した。

　残るプリミラは……。




プリミラ：希望はあるので回避判定します！（ダイスを振る）やった、クリティカルした!!

ＧＭ：なにぃ!?

キュリア：すごーい！

シェフィル：やるじゃん、プリム！

プリミラ：えへへ、あたしだってやるときはやりますよ！

ＧＭ：むう！　だが、回避判定したクロヴィス、プリミラは15点ＨＰロスだ。

プリミラ：痛いけど、攻撃が直撃するよりはマシです！

ＧＭ：では、ダメージロールの前にこれまたＨＰが減って解放されたスキル《神なる竜の一撃》を使用。このダメージはカバーできず、ダメージ軽減もできない。

一同：なにぃ!?

イリス：僕がカバーできなくなった！

プリミラ：これだと、ゼロがミラをかばえなくなりませんか？

ＧＭ：それは大丈夫。ゼロのミラをかばう効果は、カバーとは違ちがうから。

クロヴィス：なら、ゼロにはミラをかばってもらうとしようじゃねえか。

シェフィル：これでミラちゃんは無事だね。

カナデ：ゼロ、あなたの犠牲は忘わすれません。

ＧＭ：んじゃ、ダメージいくぞ。（ダイスを振る）82点〈光〉属性魔法ダメージ。

一同：ダメージ高い!!

イリス：だれか《アフェクション》必要な人は!?

キュリア：82だと、私が落ちます！

カナデ：カナデは……ギリギリ生き残れます！

イリス：僕も生きてますね。槍と盾を捨てて【魔法防御力】22になってるので、60点のダメージを受けますが、いまの【ＨＰ】が64点なので残り４点で立ってます！

シェフィル：わたしは65点ダメージを受けて、残り【ＨＰ】15点。

イリス：それでは《アフェクション》をキュリアに！

キュリア：ありがとうございます！　これで私も生きてます！

ＧＭ：だ、誰も倒たおれなかったか！　きっと、オフェーリアの不ふ屈くつの魂が「私がゾハールの力を抑おさえているうちに早く！」とやってるんだろう！

クロヴィス：ＧＭが負けロールプレイをし始めたぞ！（一同爆笑）

ＧＭ：それはそれとして、ダメージを受けたイリス、カナデ、シェフィルを10メートルの位置に吹き飛ばす。それぞれ別のエンゲージな。

イリス：うわ!?　《凍土の円陣》の効果範囲に入ってしまいましたよ！

ＧＭ：これで全員行動済ずみになり、あらためてクリンナッププロセスに。《凍土の円陣》の効果が発動するぞ。くらうのはシェフィル、イリス、キュリア、カナデだな。

シェフィル：これはちょっとまずいかも？

ＧＭ：ダメージは３Ｄ＋20。（ダイスを振る）おお、いい出目だな。出目17で、37点〈水〉属性魔法ダメージ。さらに１点でもダメージが通ったら［威圧］が入るぞ。

シェフィル：なんで、こんなときにかぎっていい出目なのさ！

ＧＭ：んなこと言われても困るわい！（笑）

イリス：すみません。これは耐たえられないので《蘇そ生せい》をいただけませんか？

シェフィル：それしかないね。《蘇生》を使って全員の【ＨＰ】を全快するよ！

イリス：ありがとうございます！　これで僕は15点ダメージを受けますが、立ってます。《プロテクション》をシェフィルにかけておきましょう。（ダイスを振る）19点軽減！

シェフィル：惜おしい。１点だけダメージを受けて［威圧］（笑）。

プリミラ：20点だったらダメージなしだったのに（笑）。

イリス：なんでここで20点でないかなー（笑）。

キュリア：《サモン・アラクネ》は……。

カナデ：私はいいので、自分に使ってください。

キュリア：それじゃ、お言葉に甘あまえて《サモン・アラクネ》は自分に。（ダイスを振る）10点軽減。17点ダメージで立ってます。

カナデ：28点ダメージで残り【ＨＰ】51点。

ＧＭ：誰も倒れなかったが、《蘇生》を切らせたからよしとしよう。もう防御用のスキルはほとんど残っていないだろうしな！

クロヴィス：ああ。次にまたゾハールのシーン攻撃が飛んでくると、けっこうやべえぜ。

ＧＭ：さて、他にクリンナッププロセスに動く人はいるか？

シェフィル：はーい。《バイオレントヒット》を使って《ボルテクスアタック》の使用回数を１回増ふやしておくよ。

キュリア：私は《フックダウン》でハイＨＰポーションを飲みます。（ダイスを振る）17点回復して、全ぜん快かいです！

ＧＭ：他にないね？　それじゃあ、第３ラウンドに突入だ！




●第３ラウンド

行動値

クロヴィス　　　　25

カナデ　　　　　　19

シェフィル　　　　15

キュリア　　　　　14

ゾハール　　　　　13

プリミラ　　　　　11

イリス　　　　　　２

[image: ]




ＧＭ：それじゃ、第３ラウンドのセットアップ。

クロヴィス：《陣形》使うか？

カナデ：そうですね……《サモン・アラクネ》も《ワイドプロテクション》もあるので、集まっていた方がいいかもしれません。

シェフィル：それじゃあ、最後の《陣形》使用！




　これでイリスがゾハールにエンゲージ。

　シェフィル、キュリア、カナデがゾハールから９メートルの位置に集合した。




ＧＭ：他になにかあるか？

カナデ：私が《クイックソング》《バラード》《ガルドル》をイリス、プリミラ、クロヴィスの三人に。（ダイスを振る）発動。【魔法防御力】＋６です。

プリミラ：あとはミラに活力の歌を歌ってもらう、ぐらいですね。

シェフィル：ミラちゃん、歌をお願い！

キュリア：歌で、こちらは終わり。

ＧＭ：それじゃ、ゾハールがまた新しいのを使うぞ。《神竜の陣》を使用。「対象：場面（選択）」に難なん易い度ど10の【精せい神しん】判定を行なわせ、失敗したら［威圧］［恐怖］を与える。

クロヴィス：［恐怖］はまずい！

カナデ：ゾハールへの攻撃の命中判定がマイナス２Ｄされてしまいます！

ＧＭ：「矮わい小しような人間よ、我わが前にひれ伏ふせ!!」とゾハールが咆哮を上げると、その場にひれ伏したくなる衝しよう動どうが全員を襲おそう！　さあ、全員判定しろ!!




　と意気込んでみたものの、この判定には全員があっさりと成功したのであった。




ＧＭ：なんでだよ!?　ひとりくらい失敗しろよっ!?

クロヴィス：それじゃ、イニシアチブプロセスだな。俺の行動からか。

シェフィル：その前にミラちゃんに、私たちのエンゲージまで来てもらうよ。

クロヴィス：（ゼロになって）「いいから先に行け……」（ミラになって）「ゼロ……っ!!」

プリミラ：あれ？　そういえば、ゾハールはイニシアチブでビーム撃うってこないんですか？

ＧＭ：ああ、あれはシーン全体攻撃が解放されると、代わりに使用不能になる。細かく撃ってたビームを集中して、一気に放っているみたいなもんだと思ってくれ。

クロヴィス：おおう、そうなのか。で、あらためて俺か。




　クロヴィスは万能薬を飲みつつ《ワイドアタック》で攻撃するも、ゾハールはこれをひらりと回避。

　続くカナデは《ブーストマジック》《コキュートス》を直撃させ、72点のダメージと［放心］を与あたえた。




ＧＭ：そろそろこちらも限界が近い。オフェーリアの身体がまとうゾハールの光が明滅しだし、だいぶ消しよう耗もうしているのがわかるよ。

シェフィル：ここでわたしの番！　ムーブ《ホークアイ》、マイナー《シュアショット》。メジャーで《ストラグルクラッシュ》。一発目に《ボルテクスアタック》！

ＧＭ：ゾハールは強烈な一撃が来るのを察知、翼で自分の身体を包む防御態たい勢せいを取る！

シェフィル：《デュアルアロー》でミスリルの矢を二本使うよ。さらに《ギフト》で命中判定に＋２Ｄ！（ダイスを振る）６が一個出てるから、カフヴァールの効果を使って一個６の目に変えて、クリティカル！

ＧＭ：（ダイスを振る）……出目が空気読んだか。クリティカルせず。命中だ。

カナデ：《ディスコード》！（ダイスを振る）８点プラス。

シェフィル：（ダイスを振る）[image: ]点物理ダメージだから、合計[image: ]点と［放心］！

ＧＭ：［放心］は打ち消して10点ＨＰロス。撃ち込まれたミスリルの矢は、オフェーリアが埋め込まれたゾハールの胸部を破壊する。この一撃で彼女は剥き出しとなり、同時に……。

イリス：〝魂〟も露出した！

シェフィル：じゃあ、その魂をねらって……二発目！　ミスリルの矢を使って……（ダイスを振る）あー、６が一個もない！

クロヴィス：シェフィル、ここは振り直せ！

シェフィル：うん！　フェイトを使って振り直す。（ダイスを振る）よし、６が一個出た！カフヴァールの力を使って、クリティカルさせる！

ＧＭ：（ダイスを振る）こちらはクリティカルしない……！　命中だ！

シェフィル：残ったフェイト２点、全部使用！（ダイスを振る）[image: ]点物理ダメージ。いけぇえええええっ!!




　シェフィルの放った矢が、オフェーリアの胸の位置に輝く白銀の球体を貫いた。

　それは魂───ゾハールそのものと言えるもの。

　射られてより数瞬の時を経て、乾いた音と共に球体の表面に亀裂が走る。

　亀裂は球体の崩壊を導き、やがて───。




ＧＭ：そのダメージは耐たえられない……っ！「ばかな！　このゾハールが……またしても人間ごときに……っ!!」　絶ぜつ叫きようするゾハール。

[image: ]

イリス：この八〇〇年、受うけ継つがれた人間の意思がいまあなたを滅ぼすのです。たかが神竜ごときには、理り解かいできないかもしれませんが……ここですべて終わりです。

シェフィル：私たちの明日を……返してもらうから。

ＧＭ：「うがぁあああああああ!!」ゾハールの断だん末まつ魔まの叫さけびが、地下空間に響き渡る！




　ゾハールを構築していた力が霧散し、肉体が砕けていく。そして、鳴動する地下空間を純白の光が満たした次の瞬間、堕ちた神竜の肉体と魂は完全に消滅した。

　あとに残されたのは虚空に浮かぶ、オフェーリアだ。

　不意に彼女の身体が、重力に引かれるように落下し───。




　シェフィルは幼い少女を、しっかりとその腕で抱き留めた。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆新たな旅立ち




　神しん竜りゆうゾハールの復ふつ活かつから一週間の時が流れた。

　密ひそかに世界に訪おとずれようとしていた粛しゆく清せいの脅きよう威いは、多くの人が知らぬまま終わりを告げた。

　いつもと変わらず時は流れ続け、今日もまた朝日が昇のぼる。

　そんな平へい穏おんな世界で、ひとりの少女が旅立ちの時を迎むかえようとしていた。




ＧＭ：では、エンディングフェイズに入ろう。まずはヴァイス組からだ。

プリミラ：はい！

キュリア：ゾハールを倒たおしたあとってどうなったんですかね。

ＧＭ：今回の事じ件けんは、神しん殿でんが情じよう報ほうを秘ひ匿とくしていたのもあって、人々が世界に訪れた脅威について気づくことはないな。いつもと変わらない、平穏な日々が流れていく。

プリミラ：いいですね。うん、平和が一番です！

クロヴィス：そういえば、デュランダルはどうなった？　別れたあと、出てこなかったぞ。

ＧＭ：ああ、あいつはクライマックスの場所になった神竜神殿まで来ていたぞ。

一同：そうなのっ!?

ＧＭ：うん。神聖騎士団に行く手を阻まれてピンチに陥ったキミたちの前に颯爽と現われ、「オフェーリア様のことを頼む」とか言いながら攻撃の盾になってくれるはずだった。

イリス：言いましょうよっ!?　かっこいいじゃないですかっ!?

ＧＭ：お前らが《蹂躙作戦》を使ったせいで出番なくなったんだよっ!!（一同大爆笑）

シェフィル：それと……結局、わたしたち神しん聖せい騎き士し団だんけちらしちゃったけど、あのあと神殿からお咎とがめとかあったのかな？

ＧＭ：ないな。戦った騎士たちは怪け我がをした者はいても、死し亡ぼうした者はいない。それに世界を救い、後こう顧この憂うれいを断たった功こう績せきは大きい。今回の事件で、神殿の在あり方かたについてはいろいろと物議を醸かもし出だすかもしれんが……まあ、それはキミたちには関係ないことだ。

プリミラ：特に拘こう束そくされたりもなしと。

ＧＭ：うむ。なので、事件解かい決けつ後は好きに動けるよ。

プリミラ：なら、一度故こ郷きように帰ろうかなと思います。それで身の回りの整理をして、もう一回旅立とうかなと！

キュリア：あら、事件は解決しましたよね。今度はなんのために？

プリミラ：はい！　冒ぼう険けん中に失しつ踪そうした父親を捜さがしに行こうかなと！

クロヴィス：プリミラの父親って、行方ゆくえ不明になってたんだっけ？

プリミラ：実はそうなんですよ。もうダメなんだろうなって思ってたんですけど……アメリアお姉ちゃんが生きてたみたいに、もしかしたらお父さんたちも生きてるんじゃないかなって思うようになりまして！

シェフィル：死体が発見されたとかじゃないなら、生きてる可か能のう性せいもあるよね。

プリミラ：ですです！

キュリア：そう、ですね。なら、わたしもご一いつ緒しよしますよ。

プリミラ：い、いいんですか!?

キュリア：もちろん。わたしたち、同じギルドの仲間じゃないですか。

プリミラ：あ、ありがとうございます！

ＧＭ：よし、わかった。それじゃあ、プリミラは故郷に帰ってから、お世話になった人に挨あい拶さつしたり、家のことをアメリアやセシリーと相談したりと慌あわただしい日々を過すごす。そして、旅立ちの日がやってくる。




　どこまでも広がる青空。

　旅立つにはとてもいい日だ。

　話を聞きつけた知人や友人が、プリミラとキュリアを見送ろうと集まってきている。




ＧＭ：アメリアやセシリー、それにソーンダイクなど、家族や知人友人が見守る中、プリミラとキュリアは旅立つことになる。

プリミラ：おお、見送ってもらえるなんて。ありがとうございます！

ＧＭ：ちなみに、ジェイスとハヤト、あとミラとゼロもきているが、彼かれらは一様に旅たび支じ度たくをしてきているな。

プリミラ：あれ？　みなさんも旅に出るんですか？

ＧＭ：プリミラの疑ぎ問もんに、ジェイスとハヤトが答える。「なにを言っとるんだ、キミは」「プリム姉ちゃんに付き合うためにきまってんじゃん」

プリミラ：え!?　で、でも、これはあたしの個こ人じん的てきな冒険……なんですけど？

ＧＭ：きょとんとするキミに、ミラとゼロが言う。「プリミラさんにはお世話になりましたから。今度はあたしたちにお返しさせてください」「お前はミラを助けた。借りは返す」

プリミラ：み、みんな……。う、うう、ありがとうございます───っ！　嬉うれしくて、もう泣いちゃいます！　おーいおいおい！

キュリア：わたしは、そんなプリミラの様子を温かく見守ってますね。

クロヴィス：あー、そこで俺おれも登場していいかい？

ＧＭ：む。別にかまわんが、どうした？

クロヴィス：いや、キュリアも旅に出るなら見送りたいなと思ってさ。セッションの間だけとはいえ、愛を交わした間あいだ柄がらだしよ。

キュリア：いいですね（笑）。

ＧＭ：拒こばむ理由もないな。じゃあ、クロヴィスも登場で（笑）。

クロヴィス：ありがとよ。んじゃ、プリミラを見守ってるキュリアに話はなし掛かけるぜ。あんたも一緒に行くんだな。ハニー。

キュリア：ごめんね、ダーリン。わたし、あの子のことを助けてあげたいんです。昔の〝ヘッジホッグ〟が壊かい滅めつして、生きる気力を失っていたわたしを助けてくれたのは、あの子のひたむきさだったから。

クロヴィス：そうかい……。止めやしねえよ。縁えんがあれば、また会うこともあるだろうさ。……またな、ハニー。ぴっと指を振ふって、そのまま立ち去る。

キュリア：ええ、またね。マイダーリン♪　立ち去る背せ中なかを見送ります。

プリミラ：きゃー！　電でん撃げき恋れん愛あいでしたね（笑）。

クロヴィス：一冊さつの間で、燃もえ上がるような恋こいをしたよ（笑）。

キュリア：ふふ。さて、それじゃあそろそろ行きますか？

プリミラ：はい！




　元気よく挨拶し、周囲を見み渡わたせば、自分と共に歩んでくれる仲間たちの姿すがたがある。

　かつて挫ざ折せつを味わい、一度は諦あきらめた冒ぼう険けん者しやの道。

　ひょんなきっかけから再ふたたび冒険者を目指すことになり、歩んできた道みち程のりは波は瀾らん万ばん丈じようなものだった。




　楽しいことばかりじゃなかった。

　苦しいことやつらいこと、悲しいこともいっぱいあった。

　でも、この道を選んだことに後こう悔かいはない。




プリミラ：それじゃあ、みなさん、出発しましょう！

一同：おー！




　プリミラは弾けるように走り出す。

　しっかりと大地を踏ふみしめて、前へ、前へ。

　その先には、心躍おどる冒険の日々が待っているのだが───。

　それはまた、別のお話である。







◆Ending02◆故郷へ




　常じよう人じんならあっという間に音をあげるような悪路を、少年少女たちが軽々と進んでいく。

　鬱うつ蒼そうと木々の生おい茂しげる森を抜ぬけ、山間の荒あれた道を歩き、銀ぎん嶺れいを越える。

　やがて見えてくるのは、山間にたたずむ小さな村だ。




ＧＭ：最後はシュヴァルツ組のエンディングだな。さて、キミたちはどうする？

シェフィル：んー……まず、わたしの〝黒の刻こく印いん〟をオフェーリアに渡わたしてあげないと。

カナデ：ロイドさんからの頼たのみをかなえるんですね。

シェフィル：うん。ゾハールの呪のろいもなくなったしね。

ＧＭ：了りよう解かいだ。刻印の移い譲じようについては、当事者たちの承しよう認にんがあれば、行なうことができるとしよう。〝黒の刻印〟を得たオフェーリアは病びよう状じようも改かい善ぜんし、快かい復ふくするだろう。

一同：よし！

ＧＭ：でだ、不治の病から解とき放はなたれたオフェーリアをどうする？　特に希望がなければ、ガーベラあたりが引き取って、保ほ護ご者しやになってくれるが。

シェフィル：……いや、わたしが引き取ろうかな。

ＧＭ：ほう？

シェフィル：ロイドに頼まれたからさ。途と中ちゆうで放り出すのもね。それに、あの人がいた村を見せてあげたいんだ。

イリス：ブリギット村を、ですか。いいと思いますよ。

ＧＭ：じゃあ、みんなでブリギット村へ帰るって感じでいいのかな？

シェフィル：それでいいよー。じっちゃんにも会いたいし。

クロヴィス：……そういえばグランジ、どうなったかぜんぜん話に出なかったな。

イリス：……そう言えば。

一同：…………。

クロヴィス：知ってるか？　猫は死期を悟るとな……。

シェフィル：やめてよっ!?（笑）

カナデ：きっと大丈夫ですよ。重傷は負われていましたが……きっと。

クロヴィス：おう、村に戻ればわかる話だ。

シェフィル：うん、急いで帰りたくなった（笑）。

イリス：……シェフィル。

シェフィル：ん？　どうしたの？　暗い顔をして。

イリス：いえ……。シェフィルが〝黒の巫女みこ〟でなくなり、ゾハールも滅めつした今、守しゆ護ご騎士であった僕ぼくも役目を終えたなと思いまして。このまま居い候そうろうをしても迷めい惑わくになりそうですし、一度旅にでも出ようかなと……。

シェフィル：迷惑じゃないよ？

イリス：え？

シェフィル：イリスは頭が固いね。そんなの気にすることないのに。

イリス：そ、そうですか？

シェフィル：そうだよ。主しゆ従じゆう関係とかそういう面めん倒どうなのがなくなったんだからさ、普ふ通つうに一緒にいればいいじゃない。

イリス：い、いいんですか？

シェフィル：まったく問題ないよ。だって、そもそもわたしはイリスとは主従関係とか思ってなかったしね

イリス：え？

シェフィル：イリスは、わたしたちの仲間で、家族だもの。




　その言葉で、いよいよイリスの目が驚おどろきに見開かれる。

　シェフィルの言葉を肯こう定ていするように、クロヴィスがにやりと不ふ敵てきな笑みを浮うかべ、カナデが上品に微笑ほほえんだ。




イリス：……そう、ですね。みなさんが……シェフィルがそう言ってくれるなら、一緒に故郷に帰るとします。これからもよろしくお願いします。

シェフィル：んじゃ、決まり……！

クロヴィス：うし、凱がい旋せんだ───っ！

カナデ：お───っ！（笑）




　少年少女は駆かけ出す。

　故郷を旅立ち歩いた道を、再び踏みしめて。

　かつては決意と悲しみを胸むねに歩いた場所を、今度は新しい家族と一緒に、喜びと共に駆け抜ぬける。




　森を抜け、

　谷を渡り、

　山を越こえて───。




　やがて見えてくるのは、山間にたたずむ小さな村。

　シェフィルたちは、その懐かしき景色に笑顔で駆け出して───。
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超ちようあとがき




　というわけで、一年と少しをかけて綴つづってきたこの『シュヴァルツ』シリーズは、本ほん巻かんをもって終しゆう了りようとなる。

「短くまとめようぜ」と、久く保ぼ田たと相談しつつ始めたこの〝黒〟と〝白〟のリプレイだが……文庫が合計で七冊さつ、ＣＤ付のファンブックが二冊と、わずか一年ちょいにしてはそれなりのボリュームになった気がしないでもない（笑）。

　最後まで楽しんでいただけたなら幸いだ。




　では、『ヴァイス』か『シュヴァルツ』のどちらかしか読んでいない、もしくは『ファンブック』は読んでないという人のために少しだけ解かい説せつを入れておこう。




▼ロイドの話

　ファンブック『ラヴィアンローズ』にて登場したこの男は、一いつ貫かんして娘むすめであるオフェーリアのために動いてきた。幼おさなかったミラの資し質しつを見み抜ぬき、自分の手元においたのも、いずれこの娘が〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟や封ふうじられた〝刻こく印いん〟解かい放ほうの鍵かぎとなると考えたからだ。

　もっとも、『ラヴィアンローズ』に掲けい載さいされたリプレイ……そのセッションの段だん階かいでは、彼かれがキャンペーンのレギュラーになる予定はなく、別の〝敵かたき役やく〟を立てる予定だった。

　実はグランジがその最大有力候こう補ほだったのだが、ロイドが生き残ったことによってお株かぶを奪うばわれ、すっかり脇わき役やくになってしまったのは秘ひ密みつである。




▼ミラ・アトラス

　この第四巻かんを読んで、もっとも「……はい？」となったのは、ミラについてかもしれない。

　なにせ彼かの女じよは、第二巻において〝刻印〟が発はつ現げんして昏こん睡すい状じよう態たいに陥おちいり、第三巻でもその状態は持続している。だがこの第四巻において、彼女はすでに冒ぼう険けんに出ており、しかも『ヴァイス』のチームと合流までしているのだ。

　これは本巻の前に、ファンブック『ロストソング』のエピソードが挟はさまるためだ。本文でもそのことは説明はしてるが、ご一読していただけると幸いである。




▼アメリアとエイミー

　アメリアと、『ファンブック』のリプレイに登場するエイミーは同一人物である。アメリアは記き憶おくを失い、エイミーと名乗っていたのだ。『ロストソング』では、本巻や『ヴァイス』三巻につなげるため、エイミーの記憶を取とり戻もどそうと久保田が奮ふん闘とうする様が見られる（笑）。




　さて、残る紙面も少ない───そろそろ締しめに入ろう。

　昨年（二〇一三年）から今年初頭にかけては、強きよう烈れつな最終回ラッシュだった。

　二〇一三年五月には〝砦とりでシリーズ〟と呼よばれた二二年にも及およんだキャンペーンリプレイが終わり、その年末には五年半続いた『アリアンロッド・サガ』シリーズが終了……そして今回の『シュヴァルツ』である。

　本巻の終了をもって、ようやく肩かたにずっと載のせていた重い荷物をすべて降おろした気分だ。

　しかし───『アリアンロッド』はまだまだ終わらない……！

　今年の四月には、田中信二の手による新リプレイシリーズが開始される予定である。こちらは、『スキルガイド』に対たい応おうした最新のデータを使い、エリンディル南方に浮うかぶマジェラニカ大陸を舞ぶ台たいする一作だ。

　そして、そのあとに控ひかえているのは……はい、私わたしも参戦予定です。




　とりあえず今は、〝呪のろい〟や〝運命〟のくびきより解とき放はなたれた〝巫女みこ〟とその仲間たち……彼らの今後の活かつ躍やくを祈いのって筆を置こう。

　みなさま、最後までお付き合いくださって───ありがとうございました！





二〇一四年一月某ぼう日じつ〝今年は仕事の数を減へらしたいと願う〟菊きく池ちたけし
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